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○議長（山本　芳昭君）おはようございます。
　令和２年６月定例会の開会に当たり、一言御挨拶申し上げます。
　本日、第４回定例会が招集されましたところ、全議員の御出席をいただきまして、あり
がとうございます。
　先週、道の駅にちなん日野川の郷において、グリーンカーテン植苗祭が行われました。
道の駅の軒下にトマトやアサガオを植えて、グリーンカーテンを作るというものです。さ
さやかではありますが、新型コロナウイルス発生以前に少しでも近づいた気持ちになりま
した。昨年まではいかにして日南町に来ていただけるか懸命に努力してまいりましたが、
今年に入り世界的に感染が拡大した新型コロナウイルスの影響で、様々なイベントや事業
が中止や延期になりました。県外の方には来町していただけないような自粛生活が続いて
おります。しかし、緊急事態宣言が解除されて以降、徐々に県外ナンバーの車を見かける
ことも多くなってまいりました。今後は、十分な感染症対策を行いながら、自粛で遠のい
た日南町に来られる方々が徐々に増えていくような施策や、コロナで影響を受けた地域経
済に対する支援が重大な課題となってまいります。
　さて、コロナウイルス感染症対策を講じて初めての定例会となりますが、会議中はマス
クを着用し、発言は着席のままでお願いいたします。一般質問は登壇して行い、再質問は
自席にて着席して行っていただきます。
　今期定例会には、条例の一部改正や補正予算などの議案が提案されています。議案審議
や一般質問を通じて、町民の皆様の意見をまちづくりに反映させるとともに、より一層町
政の発展と町民福祉の向上が推進されることを期待するものであります。
　議員並びに執行部各位には、議会運営に格別の御協力をいただきますようお願い申し上
げ、開会の挨拶といたします。
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午前９時２０分開会
○議長（山本　芳昭君）ただいまの出席は１０名です。定足数に達していますので、令和
２年第４回日南町議会定例会を開会します。
　直ちに本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。
　タブレットの令和２年第４回定例会フォルダの報告書ファイルをお開きください。地方
自治法第１２１条の規定により、本定例会に出席を求めた者は、１ページの報告書のとお
りです。
　本町の監査委員から、令和２年５月１８日付をもって、地方自治法第２３５条の２の規
定による例月出納検査の結果について報告がありました。２ページから１７ページのとお
り報告します。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１　会議録署名議員の指名
○議長（山本　芳昭君）日程第１、会議録署名議員の指名をします。
　会議録署名議員は、日南町議会会議規則第１２５条の規定により、議長において、１
番、大西保議員、２番、古都勝人議員の２名を指名します。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第２　会期の決定
○議長（山本　芳昭君）日程第２、会期の決定を議題とします。
　今期定例会の会期は、さきに議会運営委員会に諮問し、答申を得ていますが、その会期
は、本日６月１６日から６月２３日までの８日間です。
　お諮りします。今期定例会の会期は、議会運営委員会の答申のとおり、本日６月１６日
から６月２３日までの８日間とすることに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）異議なしと認めます。よって、会期は、本日から６月２３日まで
の８日間に決定しました。
　つきましては、今期定例会の運営について格別の御協力をお願いいたします。
　　　　─────────────・───・─────────────
○議長（山本　芳昭君）ここで執行部から発言が求められていますので、これを許しま
す。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）改めまして、おはようございます。
　６月の定例会の開会に当たりまして、一言御挨拶をさせていただきたいと思います。
　本日は快晴の中という状況でありますけれども、梅雨のほうに入りました。鳥取の気象
台等の、どういいましょうか、３か月間の予報ですけれども、気温のほうが６月、７月は



平年並みですけど少し高め、８月はまだ高いという予報が出されております。また、降水
量に関しましては、平年並みですけれども、６月の梅雨時期は少し多めではないかという
予報が出ておる状況であります。皆さん方にも留意していただきたいと思いますし、特に
熱中症につきましては、その対策を怠らないようにお願いをしたいというふうに思ってお
ります。
　また、関連になりますけれども、今月の町報にも記載はしておりますが、いわゆる鳥取
県とか鳥取の気象台が発表しますいわゆる鳥取県の土砂災害警報というのがあります。あ
るいは、先般もありましたけど、大雨警報あるいは注意報というほうもありますけど、基
本的には市町村長による防災活動や住民への避難、あるいは自主避難の判断の目的利用に
活用してきました鳥取県の土砂災害警報の発表の基準が見直されまして、いわゆる変更に
なりました。内容的には、いわゆる引上げという内容になっておりまして、もし発令にな
りますと、これまで以上に人命に危険を及ぼす災害が迫っているというようなイメージで
思っていただければというふうに思っておりますので、また防災無線等で流す際にはそう
いった内容のことも含めて、住民の皆さんに分かるような形で、どういいましょうか、発
令をさせていただきたいというふうに思っておりますので、いわゆる基準が変わった、厳
しくなったということを御承知おきいただければというふうに思っております。
　２点目ですけれども、１００年に一度と言われます新型コロナの関連でありますが、５
月２５日に全国の緊急事態宣言の解除がありまして、今週の６月１９日からは、あくまで
も予定でありますが、県境をまたぐ解除がされようとされております。この間、日南町と
してもいろんな第一弾の施策をさせていただきました。併せてマスクの寄贈を受けました
り、あるいは現在では町内の皆さんがふるさと納税のほうで御寄附をいただくというよう
な、どういいましょうか、出来事も生まれつつあります。本町としても、引き続き、対策
本部は継続していきたいというふうに思っております。併せて報告事項になりますが、経
済対策のほうの経過等で報告をさせていただきたいというふうに思っておりますが、サー
ジカルマスク等の発送は５月末に行っておりますし、完了しております。子供さんのマス
クにつきましても、保育園、小学校、中学校からの直接の手渡しをさせていただいており
ます。また、子供の児童手当のほうも、６月４日に全員のほうに支給済みであります。ま
た、一般的に言われます１０万円ですけれども、６月の１２日現在でありますが、
９８．９％の給付率となっておりまして、残りの皆さんについてはまた再度申請等の手続
を行っていただくような体制を進めていきたいというふうに思っております。
　また、飲食店等の皆さんに休業の協力金の関係でございますが、６月の３日に支給のほ
うを完了しておりますし、また連休明けではありましたけれども、三役のほうが出向いて
協力への御礼をした挨拶回りをさせていただいたということも報告をさせていただきたい
と思います。
　あともう１点は、直接的ではないですが、後期高齢者の返還金の関係でございますが、
現在、全員の方に申請書の受付を終わっておりまして、６月の２５日ですが、いわゆる返
金を予定をしておるところでございますので、報告をさせていただきたいと思います。
　これからの経済対策って話になりますけれども、既に国のほうは６月の１２日に予算の
ほうが成立した状況であります。この内容でございますが、新たに児童扶養手当の皆さん
への支給だとか、地方自治体に来ます地方創生の臨時交付金、あるいは、既にありました
雇用給付金だとか、持続化の給付金の拡大、あるいは新規ですが、家賃の支援だとか様々
なところの内容が含まれております。しかしながら、現時点ではまだ概要しか出てきてな
いという状況がありまして、特に地方創生の交付金の内容につきましても、幾ら市町村の
ほうに下りてくるのか分からない状況であります。
　ちょっとお聞きしますと、早くても今週末、あるいは来週の初めぐらいではないかとい
うような情報をいただいておりますので、そういったところを鑑みて日南町としても新た
な対策を、第２次対策を講じていきたいというふうに思っております。可能であれば、本
議会の最終日にというふうに補正予算でお願いをしたいというふうな予定も思っておりま
したけれども、こういう状況でありますので、臨時議会あたりをお願いをさせていただか
ないといけないのかなというふうに、今現時点では思っておりますので、ぜひとも御理解
と御協力をいただきたいというふうに思っております。
　町内での経済活動はまだまだ戻ってきてないというふうに思っております。２次対策に
つきましても、自助、共助、公助の考え方の中で施策内容を検討していきたいというふう
に思っておりますので、御協力をお願いしたいと思います。
　次の話でございますが、今、来春の職員の採用募集を行っております。今、第１次とい
いましょうか、専門職の採用試験を受付を行って、締切りをしたところでございますが、
現時点で日南町のほうに社会福祉のほうに１人応募をいただいておりますが、土木技師、
あるいは保育士等の応募がない状況でございます。引き続き、秋の試験のほうの再募集を



していきたいというふうに思っておりますので、皆さん方も、あるいは町民の皆さん方
も、お聞きになられたらぜひ御紹介いただければ幸いかなというふうに思っております。
　最後になりますが、本日の定例議会のほうに専決の承認が１件、財産の取得が１件、過
疎計画の変更が１件、条例関係が２件、補正予算が３件あります。また、本日から行いま
す一般質問も８人ということで、最も多い議会になろうかというふうに思っておりますの
で、私も真摯にお答えしたいというふうに思っておりますし、また議案等も御承認賜りま
すようにお願いを申し上げまして、冒頭の御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしく
お願いします。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第３　一般質問
○議長（山本　芳昭君）日程第３、一般質問を行います。
　タブレットの一般質問答弁要旨ファイル１ページをお開きください。
　６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）一般質問に先立ち、このたびの新型コロナウイルス感染に
よってお亡くなりになられた方にお悔やみを申し上げますとともに、感染された方々にお
見舞いを申し上げます。
　また、医療・福祉分野をはじめ、各分野で御尽力をいただいている関係者の皆様に心よ
り敬意を表します。また、町民、事業者の皆様方には、地域開催イベントの自粛や休業要
請などに御協力いただきましたことを心より感謝申し上げます。
　日南町では、生活支援として給付されます１０万円の特別定額給付金の申請案内を５月
１１日から発送されました。給付金の支払いは５月１８日から始まり、先ほど町長の御報
告がありましたように、給付率はもう９８％を超えてるということでございます。また、
町独自のマスクのほうも５月１６日から行われまして、他の自治体と比べましてとても迅
速なコロナ対策が実施されております。この間、町長をはじめ、町職員の皆様には、職務
とはいえ、大変な御苦労があったかと思います。改めてお礼申し上げます。
　さて、私は今期６月定例会において、大きく２つのことについて質問させていただきま
す。まず、最初の質問は、新型コロナウイルス禍への対応についてであります。皆様、御
存じのとおり、コロナウイルスの感染者数は世界では８００万人を超えようとしておりま
す。既に４３万人が亡くなっております。日本では昨日現在で、１万７，５３６人が感染
し、９２８人が亡くなっております。政府対策本部においては、緊急事態宣言を５月２５
日に解除されましたが、東京や北海道など第二波での感染が広がっており、予断が許さな
い状況が続いております。終息には長期化すると言われております。
　安倍総理は、世界経済がリーマンショックとは比較にならない、まさに１００年に一度
の危機を迎えてると表現されました。国はその対応策として、事業者への持続化給付金、
資金繰りの支援、雇用調整助成金などの支援策を講じています。また、町では、５月の臨
時会の補正予算で、休業要請に応じた事業者への休業協力金や国の持続化給付金の対象と
ならない事業者への緊急支援、応援金を計上しました。また、今期定例会補正予算では、
チャレンジ企業支援補助金にコロナウイルス対策関係の経費を含める提案や、林業関係の
補助の提案がなされております。
　そこで、まずコロナウイルス禍への対応の１点目として、このような様々な支援策を講
じる場合、影響の実態、すなわちコロナウイルス禍の被害者である企業や個人事業者の経
営状況の把握がとても重要なことであると考えます。町はどのように把握してるのか伺い
ます。
　２点目として、国、県、町レベルでの現在の支援策の利用状況、これについて伺いま
す。
　続いて、３点目でありますが、６月１０日に中国地方も梅雨入りしました。早速１３
日、１４日には日南町に大雨警報が発表されたところであります。今後、豪雨災害等によ
り避難所を開設した場合、新型コロナウイルス感染を考慮した避難所運営が必要と思われ
ます。町民向けには、広報６月号で新型コロナウイルス流行時の避難の仕方を非常にタイ
ムリーにかつ分かりやすく説明されておりましたが、３点目として問いたいのは、災害時
に避難所が開設された場合、そのとき、避難所運営についての感染防止対策、これについ
て伺います。
　以上で、新型コロナウイルス禍への対応についての質問を終わります。
　続いて、２点目の質問として、移住定住対策について伺います。第６次日南町総合計画
において町長は、冒頭挨拶文で、今後は人づくりと持続可能なまちづくりへの挑戦をする
と掲げられ、ＵＩターン対策、住宅対策、地域おこし協力隊制度の活用などの移住定住を
促進させることとなっております。その移住定住促進には、まずすぐに住める住宅が整っ
ていることが必須要件と私は考えます。そこで、次の２点について伺います。



　１つ目、町内企業者等の就業者、これには公務員である役場の職員あるいは病院の職員
の方々も含めますが、その方々がすぐに住める住宅がないということを理由に、町内に居
住ができなかった人数、この人数を把握されているかどうかということを伺います。
　２つ目、空き家を活用するための施策であります空き家バンク制度、それからいきいき
定住促進条例による住宅補助、そして空き家家財道具等処分補助金、この３つの施策の活
用実績を問います。また、その結果をどう分析、評価されておりますか、そのことについ
ても併せて伺います。
　以上、最初の質問とさせていただきます。
○議長（山本　芳昭君）執行部の答弁を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）岩﨑昭男議員の御質問にお答えします。
　最初に、新型コロナ禍への対応についてということで、町内事業者の経営状況を把握と
いうことについてでございますが、新型コロナウイルス感染症の影響によりまして、人の
動きが自粛され、その影響は町内にもたちまち現れてきたところでございます。２月の終
わり頃から町内の飲食店、あるいは宿泊業の客足が減少しているとの情報を目にするよう
になりました。強い危機感を感じたところであります。現状の把握としまして、そして今
後何が必要かを見極めるために、商工会でありますとか、森林組合、農協等と連携して、
町内の事業者の方も含めて聞き取りを行っているとこでございます。
　また、畜産農家等につきましては、直接出向いて聞き取りを行うなどのほか、各種事業
関係団体、関係者の協力を得ながら情報収集に努めております。そして、その対策につい
て、どのようにすべきかを協議した経過であります。現在も定期的に意見交換を行いなが
ら、状況の把握に努めているとこでございます。
　２点目の、国、県、町支援策の利用状況についてでございますが、さきにお断りですけ
れども、国を直接の申請窓口とします、例えば持続化給付金や雇用調整の助成金制度、あ
るいは県を直接の申請窓口とします支援策につきましては、個人情報の観点から特定の方
を確認することが難しく、申請件数等についても様々な支援メニューや事務量などから把
握することが困難な状況でございます。事業者から個別に相談を受けた場合などを除きま
しては、把握できてないという状況でございます。ただし、林業事業者向けの支援策につ
きましては、説明会を開催するなどして情報の提供するなど、事業周知には努めておると
こでございます。
　なお、町を申請窓口とします、あるいは町を経由して申請を行う事業につきましては、
把握することができております。まず、先ほどの話もありましたが、定額給付金の一律
１０万円の給付状況については、６月１２日現在ですが、本町が給付すべき対象者、
１，９９９世帯の４，４４７名のうちの１，９６５世帯４，３９６名、いわゆる
９８．９％の方に給付を終えている状況でございます。残りの方につきましても、再通知
をするなどして、全ての対象者に給付金が行き渡りますよう引き続き事務を行っていきた
いというふうに思っております。
　また、セーフティーネット等の資金繰りの支援でございますが、現在、１３件の申請を
確認しております。また、町の単独事業でございますが、日南町の新型コロナウイルスの
感染症感染防止休業協力金事業につきましては、休業をお願いし、御協力を得た店舗の皆
さん２３店舗、合計２８事業になりますが、給付は終えてる状況でございます。
　また、日南町の新型コロナ感染症対策事業者の緊急支援応援金の事業でございますが、
６月の１２日現在ですが４件の申請、１２件の相談を受けておる状況でございます。いわ
ゆる算定時期が５月末というところもありまして、申請はこれからの動きになるというふ
うに考えております。
　次に、災害時の避難所運営における感染防止対策についてでございますが、これまでも
御家庭でお願いしていますマスクの着用や手洗い、室内の換気につきましては、避難所に
おいても実施していただくことが重要でございます。また、避難所においても、三密と呼
ばれる密閉、密集、密接の配慮をしていただく必要があるというふうに思っております。
そのため、指定避難所につきましては、マスクや消毒液などの資材を備蓄し、避難所の室
内では三密とならないために間隔を確保したり、収容人員の調整を行うなど、避難所での
感染防止対策につきまして、ガイドライン策定の準備を進めております。避難所につきま
しては、土砂災害警戒区域の対象外となる比較的安全な一般住民や、自治会で検討された
自主避難所を使用するなど、分散避難についても地域等へ周知していきたいと思っており
ます。避難された方で発熱やあるいは体調不良など症状のある皆さんにつきましては、健
康相談や別の部屋での対応を行うなど、避難所内での感染拡大にならないよう配慮も必要
となります。
　次に、第２点目の移住定住対策の中で、町内就業者で住宅不足により居住ができなかっ



た人の人数の把握というところでございますが、住民票の住所変更などによる窓口での手
続や移住定住に関しての相談があったケースにつきましては、町も情報を把握することが
ありますけれども、そうでない場合につきましては、情報を知り得ることがなく、なかな
か把握できていないというのが現状でございます。
　次に、空き家活用施策の活用実績と結果の分析・評価についてでございますが、まず活
用実績につきまして、５月３１日現在でございますが、空き家バンクの登録は７６件、そ
のうち令和元年度登録は１０件ございます。登録の７６件中５１件が現在利用中でござい
まして、２５件が空き家状態という情報です。
　次に、いきいき定住促進条例によります住宅補助金でございますが、令和元年度の実績
は２件であります。
　続いて、空き家の家財道具の処分補助金は元年度実績が３件、それといわゆる、ごめん
なさい、日南町の空き家情報活用制度の空き家バンクの登録によりまして、適正な管理と
有効活用が図られておりまして、今後も制度は継続してまいりたいというふうに思ってお
ります。また、登録件数についてもさらに増やしていくべく、制度推進を図ってまいりた
いと思っております。
　また、住宅の補助金や空き家の家財道具の処分補助金でございますが、入居に必要な改
修や家財道具処分の負担軽減に有効に活用されているというふうに思っておりますし、登
録された空き家物件の流動化につながっているものと認識しております。いずれにしまし
ても、登録物件が利活用されるよう、登録される方、空き家の活用を検討される方、また
地域の集落支援員さんをはじめとする地域の皆さんなど、それぞれの声を聞きながらより
よい制度となるよう取り組んでまいりたいというふうに考えております。また、そのよう
な声がありましたらお聞かせをいただければと思います。
　最後になりますが、先ほどの件数を申し上げましたが、２７年度からの５か年と今年度
に入りましてから２か月の間の累計の実績ですが、家財処分につきましては１６件、住宅
の補助金の利活用も１６件、改修の見積りというところがありますが、これは１８件とい
う事業実績でございます。
　以上、岩﨑昭男議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。
○議長（山本　芳昭君）再質問がありますか。
　６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）座って失礼いたします。
　新型コロナウイルス禍の関係で再質問のほうをさせていただきます。先ほど答弁のほう
で、町内事業者の経営状況を商工会、森林組合、ＪＡと連携し、各事業関係者から情報を
収集しているということであり、なかなかその把握も厳しいということでございました
が、全く、どういうんでしょうか、何割程度の収入減になっているかというような情報も
把握はされていないのでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）座って失礼します。基本的には商工会を中心としながらという
話、町内の事業者という話になるとそこが基本的なベースになるというふうに思っており
ますが、相談に来られた方につきましては、日南町の１５から４９％のって話もあります
ので、基本的には減少率、あるいは減少額というところもできるだけ把握していただける
ように、あるいは対象にならなくても聞き取りをしていただくようにお願いをしてるとこ
ろでございます。ただ、全体がどうかっていう話になると、少しまだ時間が必要かなとい
うふうに思っておりますが、個別的なところにつきましては、そういった状態で把握をし
ていただきながら、いわゆる変化が今後ともあるようでしたら、また情報共有をさせてく
ださいというお願いはしておるところでございます。以上。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）日南町で、やはりどういう形での支援が必要かというの
は、やはり都会と違って非常に事業者のほうも数が少ないということで、目に見える支援
というのが日南町の場合、できるんじゃないかと思っております。そういう意味で、本当
に個々の事業者の方々の、名前とかそのような個人的なものというのは、町はあれかもし
れませんけれども、やはり商工会あたりでしっかり押さえていただいて、それにマッチし
た支援策というのをする必要があるんではなかろうかと思います。
　ましてや、国が自治体に出しておりますコロナ感染症の対応地方創生臨時交付金です。
これについては、国のほうも、いわゆる国では大きな網でしか拾えないんだけれども、な
るべく小さい網、拾うのは、それは県、市町村の役目であろうということで、この交付金
も出ておるわけでございます。国のほうもいろいろな大きな網の中で支援策を講じておる
という状況ではございますけれども、日南町の場合は、再度申し上げます、本当に個々の
事業者の方、その全てを拾っていただきたいと思っております。



　ちなみに、今、給付金、応援金などの名称で中小企業と個人事業者に直接支払われる金
額があります。それから、資金繰り融資、無利子、無担保での融資もあるようでございま
すが、町長はこの事業者の皆さんはこれらの支援策で事業継続ができると判断されていま
すでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）近日、商工会の皆さんと話しする中で、第一弾の町としての対策
を打った中で、あるいは併せて国の情報、実際にお金はまだもらってないけどというとこ
ろがあるのかもしれませんが、そういうところを勘案しながらでいくと、最悪のケースは
ないというふうに現時点ではお聞きしております。やっぱり、これから大事なのは、町と
してもそうですけれども、小さいところを拾ってあげるっていうところはもちろんその視
点は持っておりますが、ただ、やはり情報をやっぱり皆さん方に知らせるということも一
つの大きな役割だというふうに思っておりますので、これから国の２次補正も含めた形で
国や県も含めてトータル的なやっぱり資料づくりっていうか、そういうところが大事では
ないのかなというふうに思っておりますので、そういうところに力点を置いていきたいと
いうふうに思ってます。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）なかなか国の給付状況が、町内の事業者の方にどういうふ
うに行き渡っているのかっていうのは分からないということもあろうかと思いますけど、
直近の話では持続化給付金事業ですね、国の。これについては６月１１日までに１９９万
件の申請があって、既に１４９万件給付したというような情報もあります。いわゆる申請
者に対して７５％の給付率ということになろうかと思います。この中に町内の個人事業
者、企業の方々入っておればいいんですけども、これ辺りのこれについては定額の１００
万円とか２００万円というような額でございます。額も大きいのでそこら辺りのやはりし
っかりと届いたかどうかというような確認も必要ではないかなと思います。
　次の支援策の一つになろうかと思うんですけども、６月４日の全員協議会で日南町の独
自の事業、支援策、御説明をいただいた中で、町内企業応援プレミアム割引券事業という
のが項目として入っておりました。私はこのたびの６月の補正予算の中で、この事業が予
算要求されるのかと期待をしとったんですけども、このたびの補正予算には計上されてお
りませんでした。なぜ計上されなかったかと、それについて問います。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）自主計画あたりでもその計画を持っておりますし、ただ、全体の
ところが出てきてないというところがあるので、同じ、発行は時期はずれるかもしれませ
んけども、いわゆる金額だとかというところの中でちょっと整理をした、全体のボリュー
ム感の中でやっぱりやりたいというふうに思っておりますので、できれば早い時期にとい
うのが思ってますけれども、まだまだそれこそ冒頭にも言いましたように、回復してない
という状況が特に飲食店等にはあろうというふうに思っておりますので、その中でまた打
ちたいというふうに思っております。ただ、給付金も財源です。それを大切に使いたいと
いうふうに思っておりますが、内容的にはそれを超える形になろうかなというふうには、
そういうこともあり得るということで説明をさせていただきたいと思います。以上。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）新たな支援策、いろんな他の自治体も独自の形での支援策
というのを考えていらっしゃいます。日南町に合った形の支援策というのをしっかりと練
っていただきたいと思います。
　続いて、ちょっと農業関係への影響について伺いたいと思うんですけれども、感染症の
発生が縮小には向かっておるというふうに捉えておりますけども、今後、第二波、第三波
ということで、例えば町内で本当に感染が発生した場合、商工業や製造業にとどまらず、
農業に関しましても、例えばトマトや水稲などの収穫時期であればトマトの選果場の問
題、あるいはもみすりの、ある程度人が集まって作業をするというようなところで、やは
り労働力が確保できないというような問題が出るんではなかろうかと懸念するわけでござ
います。そこら辺り、まだ現在でなかなか想像に至ってない部分もあるかとも思いますけ
れども、発生した場合にはすぐにこの問題というのは対応しなければならないと思うわけ
です。そういう意味で、現在、対応すべきことについて、ＪＡや大型の農業法人等、事前
の話合いというのは少しでもされておりますでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）農業に対する経済的影響というのは、先ほどおっしゃられました
ように、人、いわゆる雇用的なところも含めてですが、というのはこれからだというふう
に、いわゆる議員のおっしゃるとおりだというふうに思ってます。ただ、それ以外に経済
的な影響というのは、もう既に出ている部分もあるというふうに私自身は認識しておりま



す。
　例えばの例ですけれども、どういいましょうか、大型の法人さんは、いわゆるお米を販
売してるケースがありますので、その販売先がなかなかコロナの影響を受けておられると
いう状況の中で、数量減少が生まれてるっていうような状況もお聞きしておりますので、
ですから、これからも含めてですが、農業だとか林業も含めていろんなところで影響が出
てくるんだろうというふうに思っております。既に和牛のほうも一時的には単価減が発生
しましたけど、先般はまた回復してきたというような状況もありますし、ですから長期的
な視点というところの中での対応策というのは、視野に入れていく必要があるというふう
には認識しております。また、併せて今の人材、人手のところにも影響が生まれてくる可
能性は、それはないとは言えないというふうに思っておりますので、これから具体的なそ
の辺は対応策を検討していきたいというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）どういうことが起こるかというのは、なかなか想像するの
をし難い部分もあろうかと思います。しかし、どの産業であれ、人の問題、お金の問題、
そういうようなものが多々あって、これだという打開策っていうのはすぐに思いつかれな
いかもしれませんけれども、今後、情報をしっかり仕入れていただきながら、そこら辺に
ついての対応策を事前に準備しておくということが大変大切なことだと思います。その辺
をしっかりお願いしたいと思います。
　さて、国の２次補正予算が、先ほど町長が申し上げられましたように、６月１２日に成
立いたしました。その中で、新型コロナウイルス感染症対策経費、３１兆９，１１４億円
組み込まれました。そのうちに地方自治体が実施する事業に充当するコロナウイルス感染
症対応地方創生臨時交付金の拡充、これに２兆円が盛り込まれたわけでございます。１次
補正では１兆円の臨時交付金が予算化されたわけでして、日南町には６，１７３万円が配
分されました。これ辺りを町単独の支援事業として活用するわけですが、町長、質問をし
ようかと思ったこと先におっしゃいました。２次補正は幾ら日南町にあるのかということ
を伺おうとしたんですけども、まだ示されてないということでございました。この配分す
る算定ルールというのは、定かではありませんけれども、先般、全員協議会の中で、臨時
の交付金の使い方事例、こういう冊子を議員の皆さん頂きました。その中には、いろいろ
なメニューがございます。番号が振ってあって、最後は１０９という多量の事例が載っか
っております。この事例というのは、１次補正での事例なのか、あるいは２次補正ではま
た新たなものが出てくるのか、この辺、想像でしかないかもしれませんけども、どうお考
えでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）現時点はちょっと正確なことは言えないという状況はあると思い
ます。ただ、２次補正も内容が新たなものが出てきたり、あるいは既存の分の拡充ってい
うところだって当然あると思ってますので、特に新規的なところについては、多少の追加
事例は生まれてくるんではないのかなというふうには思ってますが、ちょっと現時点では
何とも言い難いというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）情報が出たらなるべく早いこと情報を議会、町民の方に流
してあげていただきたいと思います。
　これまで５月の臨時会での補正、このたびの補正予算を見た中で、いわゆる町としての
支援の予算、これは国から交付されます先ほどの感染症対応地方創生臨時交付金、これを
財源に全てが、これを財源に組み立ててあります、現在のところ。今後、感染が本当に発
生した場合、単町費、これを投入して、町独自のさらにきめ細やかな支援策というのを打
ち出すお考えはありますですか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）今、考えておりますのは、やはり第二波への備えの備蓄っていう
ところは必要だろうというふうに思ってますし、また、第１段階でいわゆる持続化給付金
の５０％以下の事業体への支援というところを応援金を出しておりますけども、それの拡
充、いわゆる金額あるいは期日的なところは必要だろうというふうに思っております。い
わゆる長期化になる可能性があるっていうことで、先ほど申し上げましたように、宿泊業
と飲食業は中心になろうかなというふうに思っておりますが、関連で小売業だとかサービ
ス業、あるいは農業、林業っていういろんなところにもこれから出てくる可能性があるっ
ていうふうに思ってますので、そういった視点の中でちょっと拡充っていいましょうか、
を入れていきたいというふうに思ってますし、また先ほども話しましたプレミアムの商品
券的なところも新たなところで組み入れていきたいというふうに思っています。ですか
ら、その辺の事業規模あたりをどうしていくかというところがこれからの交付金の数字の



捉え方になるんかなというふうに思ってます。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）全てが現在進行中で、国の動きがあり、県の動きがあり、
そして町の動きがある中で、やはり情報をいかに早く仕入れて、対応策を練っていくかと
いうのが町の責任だと思います。しっかりそこのところをお願いして次に移りたいと思い
ます。
　続いて、コロナウイルス禍での避難所運営についてのちょっと再質問をさせていただき
ます。幸いにも県内では感染は３人であって、いずれも回復されたということでございま
すが、今後、県の西部や近隣市町村でクラスター感染発生した場合、町でも感染防止策を
一層強化しなければならないと考えます。５月の臨時会の補正予算の中で、防災対策事
業、こちらで感染防止対策備蓄品、こちらの購入を計上されましたが、その中に体温計は
入っておりますでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）ちょっと詳細につきましては、総務課長のほうからお答えさせて
もらいます。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）先般、５月の臨時会でいただきました備蓄品の予算の中で、
今回、非接触型の体温計を数台購入させていただいております。そのほか、避難所用の消
毒液でありますとか、今回もフェースシールドを３００枚ほど購入させていただいたり、
避難所での受付等、また避難所内での生活に係る感染対策に想定される資材の購入に今、
計画的に取り組んでいるとこです。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）避難所は指定避難所、福祉避難所、一時的な避難所である
自主避難所と３種類あります。いずれの避難所でもコロナウイルス対策は必要ではないか
と思っております。考え方として、町は指定避難所というのを重要視して、自主避難所と
いうのは地域の自治会に任せるというようなイメージが強うございますけれども、現在、
それこそソーシャルディスタンスということで、指定避難所、そちらに何人避難ができる
かと、距離を取って何人の方が避難できるかというようなことも御検討はされとるとは思
うんですけども、かなりそこに避難できる人っていうのは少なくなるかと想像できます。
やはりそんな中、そこの代わりとなるのが自主避難所ではなかろうかと私は思います。そ
ういう意味で、先ほど体温計数台購入とか、フェースシールドと言われましたが、その台
数、個数についても、自主避難所も含めた形での購入というのが必要になるんじゃなかろ
うかと思いますが、どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）おっしゃるとおりだと思います。従来から自主避難所への資
材につきましても、基本は各地域の指定避難所にある程度、一定量を配付させていただい
た上で、自主避難所に必要なものを振り分けをしていただくというふうな考え方でおりま
すので、数量自体についてもある程度余裕を持った形での配付を考えたいというふうに、
全てにおいてというわけにはいかないというふうに思いますけども、例えば体温計であり
ましたら今、国のほうから出ておりますガイドラインでいいますと、体温計は避難する方
各自が持って寄ってくださいというのが基本になっております。それこそ避難中１日何回
か検温していただくというふうな対応も必要になってまいりますので、そういったことも
含めて、住民の方への周知も含めて避難所の在り方について今後、情報出しをしっかりし
ていきたいというふうに思ってます。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）自主避難所にも手厚い支援策、対応策というのも必要にな
ってきます。その中でやはり、避難所としての場所の確保というのも必要ですけども、や
はりそこで対応する方々、特に自主避難所になると地域の方々という形になろうかと思い
ます、対応するほうも。そのときに、今、組織的にあるのが自衛消防団であろうかと思う
し、あるいは支え愛ネットワークの中でのマップというのも活用が図れるんだろうと思っ
ておりますが、この辺り、やはり自治会レベルあるいは班レベルのそういうような支援の
組織、体制に対して、やはり本部が持っておる情報というのをしっかり伝える、あるいは
場所、問題点を拾い上げてくる、そういうようなことが重要になってきますが、そこら辺
りを地域の組織と自衛消防団等の組織としっかり確認を取っていただきたいと思います。
　昨年度、これは福栄で、他の地域も多分同じだと思うんですけれども、各まちづくり協
議会で役場や社会福祉協議会の協力を得まして、防災から命を守るというようなこういう
ようなカード、これが全自治会単位で、世帯に配布されました。作成されたばかりです、
これ実は。ところが、今回の感染症のリスクが大きな問題となった中で、やはりこの中



に、作成したばかりではあるんですけども、それこそ広報６月号に載せておられた内容を
加えたものをやはり作るべきではないかなと思っております。ここら辺りもぜひ、これは
ちょっとお願いというか、になるんですけども、非常にこの手のものっていうのは、広報
とかはしまってしまったらもう分からないということになるんですけども、このカード型
で各世帯に置いておくというのは、非常に安心感のあり、実効性のあるやり方だと思って
おります。ぜひ、ここら辺りも再度新しいものに変えていただければと思います。ここら
辺りどうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）その今の冊子っていうか、あれを作ったのは、担当課、福祉保健
課になるようですので、ちょっと福祉保健課のほうで回答させていただきます。
○議長（山本　芳昭君）渡邊福祉保健課長。
○福祉保健課長（渡邊　輝紀君）先ほど御意見いただきました件につきまして、最終の地
域については６月になってから配布した自治会のほうもございます。確かに、今おっしゃ
るように、なかなかタイムリーな内容になってない部分というのもあろうかと思いますの
で、全てがラミネートというようなことで、費用も若干かかってる部分もありますので、
今後、検討して進めたいというふうに考えております。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）では、早急に対応をお願いしたいと思います。
　ちょっとこのたびの一般質問を考える中で、日南町のホームページを見させていただき
まして、日南町の地域防災計画、風水害対策編、こちらを見ました。その中で、避難所一
覧の情報が非常に古い、もう既にないような施設まで載ってました。それから、この計画
の中に、今、この質問、答弁の中でみんな使っておりますけれども、自主避難所という言
葉が実はないんですよね。この辺りが、やはり計画であって国とか県とかいう流れの中
で、物の定義が法的なのか定められたものがあるかもしれませんけれども、住民目線に立
った言葉で表現していただけたらと思います。そこら辺りも取り上げながら、次回の地域
防災計画の作成お願いしたいと思います。
　いずれにしましても、情報の収集と情報の提供、そしてその対応に努めていただき、町
内の雇用と事業者と住民生活を守っていただくことをお願いして、次の再質問に入りたい
と思います。
　移住定住対策の再質問でございます。実は先般、町民の方から、せっかく町内で仕事が
見つかり、定住に向けて家を探したが、よい物件が見つからず、仕方なく町外から通って
いるというお話を伺いました。このたび、また新型コロナの関係で首都圏などの都市部を
中心とした感染の中で、地方への移住を考える方増えてきているんではないかと思いま
す。併せて、企業にしたらテレワークによる働き方の改革というのが現実味を帯びてきた
んではないかと思います。このたびの新型コロナ禍に関して、いわゆるピンチをチャンス
に捉え、移住定住対策の強化を図るべきと考えております。
　さて、事前に頂いた一般質問答弁要旨では、この住まいを探すに当たって、町に相談の
あったものは把握しているが、それ以外は情報を仕入れておらず、多くは把握できてない
という非常に残念な答弁でありました。都会には駅前あたりに不動産仲介業者があって、
空き家情報を要望に合わせて見つけることができますけれども、町内にはそのような事業
者はございません。やはりその分については町がしっかりとフォローする必要があろうか
と思います。特に、町内の大規模な事業所、福祉会とかオロチさんとか、もちろん役場、
病院も含めての新規採用の予定者数とかいうのは事前に大体分かるんではなかろうかと思
うわけでございます。そういうような方々が一人でも多く町内に住んでいただく、そのた
めにはそこら辺りの住宅のニーズの調査がやっぱり必要じゃないかと思います。どうでし
ょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）住まいっていう課題についてのお話だというふうに思っておりま
すが、今回のコロナにつきましては、新聞等でも報道があるように、あるいは特に東京あ
たりの状況の報道がされてますが、以前から田舎暮らしを、どういいましょうか、考えて
る方がより気持ちが強くなったとか、そういう高まりはあるというところは承知をしてお
ります。一方で、一方でっていうか、現状の把握しますと、正式な形で情報を得ていると
いうことではないんですけれども、ある住民さんのお声だとか、住宅あたりの事業展開さ
れてる方の声っていうのは、個別の形でヒアリングしてる経過はありますけれども、そう
いった中で、やはり総体的に住まいっていうところをやっぱり苦慮されてる現状があると
いうのは聞いておりますので、その対策がこれから重要ではないのかなというふうに個人
的に思ってますし、また推進もしていきたいというふうに思っております。
　住まいの在り方っていうのが、今、今回の一般質問で多くの皆さん方が御質問いただい



ておりますが、いろんなケース多様になってるというふうに思ってまして、そういった多
様性の中で検討する余地があるなというふうに思ってます。当然、空き家の再利用という
のはもちろんありますし、現在の町営住宅、あるいは県営住宅っていうところもありま
す。あるいは、民間が行ってる住宅もあります。そういったところの中で、あるいは町が
今までしておりました、どういいましょうか、住宅もありますけれども、トータル的に考
えますと、おおむね充足してる傾向が強いっていうふうに思っています。これからは、や
はり住宅ですので、多少空き家がないといけない、空き家がないと言やおかしいですが、
空きがないとやはり人の回転ができてこないというふうに思っておりますので、そういっ
た意味で、新たな住宅施策っていうところは早晩、考えていきたいというふうに思ってい
ますし、この時期が大切だろうというふうに思ってます。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）特に、農業研修生制度あるいは林業アカデミー卒業者な
ど、いわゆる町として地域産業の活性化のため、政策として事業を進めておる者もござい
ます。そういうような方が町内の定住を希望しても、最終的に町内に定住できないとか、
あるいは農地の近くに居住地が見つからないというような事例があります。せっかくのこ
の日南町が積極的に進めて効果も出ている政策、この最後の最後、この詰めが非常に甘
い、せっかくの目玉の事業、これの最後の最後が人を逃がしている、非常に情けない状況
だと思います。一般の企業の方もそうだと思います。やはりそこら辺りが甘さを私はすご
く感じますが、町長はどういうふうにお考えでしょう。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）基本的にはおっしゃるとおりだというふうに思っていますので、
そういう施策にこれから力を入れていきたいというふうに思ってます。
　今、冒頭の挨拶で職員募集の話をしましたけども、近年、実際に採用した方のほとんど
がいわゆる町外出身者であります。ですから、そういったことの実態だとか、もちろん病
院のほうも新しくこの春には７人ぐらい入っていただいてるというとこがありますので、
多くの皆さんがＵターンであったりＩターンであるっていうことだろうというふうに思っ
てますので、そういったことも含めて、やっぱり定住という形につなげていくには、やっ
ぱり住まいが大事だろうというふうに思ってますので、既存の施設の有効活用も図りなが
ら、新たなパイをつくっていく必要があるっていうふうに認識しておりますので、これか
らですけれども、新たなものをつくっていきたい、あるいは既存の今の、今日の報告にも
しましたけれども、空き家利用施策もありますので、その辺の内容も検討していければな
というふうに思っておりますので、いわゆる実態に合った形での制度に少しは、全てでは
ないにしても検討する余地があるっていうふうに思っています。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）私、この後、同僚議員の一般質問で、道の駅隣接の世帯用
賃貸住宅６戸が全て入居済みとなっているとの情報もございます。また、今年度、病院事
業予算では、職員向けの住宅建築が行われます。また、教員住宅、こちらにつきまして
は、教職員でない方の入居があるというような状況になっております。何か住宅に対し
て、町の方向性が見えない、そのような感じを受けております。教員住宅に対しては、本
来の目的に合致していないということで、活用については問題がないかとは思うんですけ
ども、やっぱり本来の目的に合致しないというような思いもします。もちろん、町営住宅
もございます。そのようなやっぱり住宅政策、これは何かばらんばらんに動いてるような
と思いがございます。ここら辺り、移住定住という観点、あるいは低所得者向けの住宅と
いう一つの町営住宅の位置づけもあろうかと思うんですけども、様々な観点で、それは今
それぞれの課で対応してるというのが現状だと思いますけども、ここら辺りが一本化して
もっと住むきっかけとなる家をしっかりと確保していくということは、町長お考えござい
ませんか、一本化するような。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）組織上の一本化の話ですけれども、今思ってますのは、まずその
ことも同時ですけれども、やはり住宅をつくっていくっていうところが大事であって、そ
れも冒頭言いましたように多様性、多様的なところがある、生まれてきてるっていうとこ
ろだと思います。生山の住宅地の分譲地がありましたけど、８つだったと思いますが、や
っぱりこのたびとんとんと来て、今、７つになったですか。だけん、残りが１つの状況に
なっております。そういうことだとか、おっしゃられるようにアカデミーで卒業生の方、
あるいは農業の研修生で定住につながる方っていうところもあったり、やはり適地であっ
たり、場所であったり、内容であったりっていう、内容はやはりそれぞれ単身であった
り、御家族であったりとか、ですから様々なやっぱり要望があるというふうに思ってま
す。ですから、その既存の分もうまく利活用していくっていうことが重要であるっていう



ふうに思ってますし、また、定住の話もしましたけど、逆に言えば例えばアカデミーにし
ても農業研修生にしても、１年なり２年はその期間は町内で住んでいただきたいというと
ころもありますので、そういったところも視点も含めた形の中での施策の在り方を模索し
ていきたいというふうに思ってますし、具体的にもうアカデミーも７人のうち今、入って
いただきますけど、町内の方もそのうち１人、２人おられますけれども、残りの方をどう
するか、それが１０人になったときどうするかっていう話だって当然あるというふうに思
っておりますので、その辺は迅速な形の中で進めていきたいというふうに思っておりま
す。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）各課の住宅関係の住まいの関係、情報を共有していただき
たいと思います。
　次に、空き家の活用を図るための施策について伺いたいと思います。空き家バンク制度
でございますけれども、登録されてる物件は７６件、利用中が５１件ということでござい
ます。この数字を見る限り、この制度の成果は上がっているんではないかと評価をいたし
ます。ただ、いきいき定住促進条例による住宅補助、これが元年度２件であったと、これ
は空き家バンクに登録した物件の対象であったかどうかということをまず伺いたいと思い
ます。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）担当課のほうで、企画課のほうで答弁させます。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）数字につきましては、２件という確認をしておりましたが、
申し訳ございません、対象であるかという詳細の確認は怠っておりましたので、今、即答
がしかねる状況でございます。以上です。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）なぜ聞いたかと言いますと、いわゆる空き家バンクに登録
しとったら補助率とか上限額が変わるということでございまして、そこら辺りをちょっと
確認したかったのでございます。
　町のホームページの登録状況、ちょっと確認しましたら、現在１６件の登録がございま
した、空きのですね、空きの登録。お試し住宅や定住促進施設などの公営の物件も３件含
まれておりましたので、民家の空き家と言われるものと、その登録件数は実質１３件だろ
うなと思います。それで、その１３件、内容をちょっと見てみましたところ、修繕が取り
あえず不要で入居が可能なのは７件かなと。明確に修繕が必要だというのは６件ございま
した。やはり空き家の場合、修繕が必要な物件が非常に多いんではなかろうかと思ってお
るところです。特に、トイレや風呂回りなどの水回り、こちらの修繕には１００万、
２００万ぽんと必要になると思います。今のいきいき定住促進条例によります住宅補助、
２分の１の上限５０万、これでは貸主が改修するのか、あるいは借りたほうが改修する
か、いずれについても非常に負担が大きいなと思います。空き家バンク制度も利用件数非
常に多いわけでございますけども、さらなる活用に向けて補助内容の改正をすべきではな
いかと思うんですが、どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）建物によって違うといえば違うと思いますが、ただ、一般的に考
えて、やはり一番修繕にかかるのが水回りと呼ばれる風呂だとか台所だとかトイレだろう
というふうに思っておりますので、そういったところを本当に新しくするっていう話にな
ると、やはりおっしゃられるように、相当な改修金額が要るっていうふうに思っています
ので、その辺のやっぱり見直しっていうところは考えていきたいというふうに思っており
ます。
　実態的に住宅補助金で昨年度あたりでいきますと、やっぱり事業費ベースで５０万とか
っていう話になっておりますので、ただそれは、どういうんか、したいけどできないのか
っていうケースだってあるというふうに思っております。報告しましたように改修見積り
あたりの内容も含めてちょっと精査しながら、やはり基準額を上げてもいいんではないの
かなというふうに個人的には思っておりますけど、また御相談をさせていただければとい
うふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）ぜひ検討していただきたいと思います。
　次、ちょっと空き家登録物件の話になるんですけれども、今年３月に策定されました日
南町空き家等対策計画によりますと、平成２９年の空き家等の調査で、町内に５０８戸の
空き家が確認をされてます。全て居住可能というわけではないと思いますが。それから
今、登録されとる物件の中で、福栄の地域には空き家物件がゼロでございます。現在、空



き家の所有者に対し、空き家バンク登録をしてくださいというアクション、これはどのよ
うに行われておりますでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）当面、当面といいましょうか、地域のまちづくり協議会の中の一
つの役割として集落支援というところの位置づけがあるというふうに思ってまして、その
方が地域に出向いて実態把握と、あるいは所有者の方への交渉じゃないですけれども、相
談的なところを進めているところでありますけども、なかなか全ての方、町内の全域のま
ちづくり協議会のほうでそういう役割の方がおられるわけではないんですけれども、現時
点での対策とすれば、そういう形で進めておりますが、やはりなかなか空き家になっても
すぐバンク登録という形に全てがつながっていないというのが実態だというふうに思って
おりますので、登録しやすい形にはどうしたらいいかということをやっぱり再確認をして
いきたいというふうに思ってます。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）そうですね、町職員が出かけていくよりは、空き家の持ち
主には、やはり地域の方々、いわゆる地縁、血縁がある方っていうのは非常に信頼度も高
いであろうと思います。先ほど町長、集落支援員が出かけていってという言葉もありまし
たけども、ただ、今現在、現実として空き家の持ち主、これが例えば県内あたりにまだ住
んでおられりゃいいんですけども、その多くが都市部に出られておるという現状がござい
ます。そうなってくると、今のまち協あたりの集落支援の活動の中に入れるんであれば、
例えば本当に空き家を１戸でも確保しようとする思いがあるのならば、交通費も出して、
そちらに行って直接交渉していただくとか、それくらいの力を入れるべきではないかと思
うんですが、どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）内容的には理解できますが、ちょっと実態的には担当課のほうで
回答させます。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。議員お尋ねのところにつきましては、集落
支援員の活動費、全体の中で捻出できると考えておりますので、その辺りは臨機応変に対
応したいと思っておりますし、併せまして、先ほど申し上げました、すみません、把握を
してなかったと申し上げたところの住宅の補助金につきましては、２件とも登録した物件
を改修しておるという確認が取れましたので、改めて遡って回答させていただきます。以
上です。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）集落支援員さんの活動に対しての支援という意味であれ
ば、いわゆる各まち協がつくる事業計画、こちらの辺りの一つの指導って言ったらおかし
いんかもしれませんけれども、こういうようなところでも集落支援員さん頑張っていただ
きたいなということを、やっぱり執行部側からもしっかりとお伝えいただきたいなと思い
ますし、併せて財源的な支援、それも含めて各まち協にお願いしたいと思います。
　最後でございますけども、日本のサラリーマンの生涯年収というのは２億円程度と推測
されております。これが日南町にそのまま当てはまるとは思いませんけれども、例えば年
収３００万円で２２歳から６０歳まで３８年間働けば１億１，４００万円、年収２００万
で７，６００万円のいわゆる生涯の年収になると思います。この金額の一部でも地域に回
って、地域経済の活性化に図ることができるんではなかろうかと思いますし、何よりも人
一人が地域内に居住していただくことにより、その地域の活性化が図れると思います。今
後の移住定住対策に期待いたしまして、私の一般質問を終わらせていただきます。ありが
とうございました。
○議長（山本　芳昭君）答弁はよろしいですか。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）要りません。
○議長（山本　芳昭君）岩﨑昭男議員の一般質問を終わります。
　　　　───────────────────────────────
○議長（山本　芳昭君）ここで暫時休憩をいたします。再開を１０時５０分からといたし
ます。
　　　　　　　　　　　　　午前１０時３９分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　午前１０時５０分再開
○議長（山本　芳昭君）休憩前に引き続き、会議を再開します。
　議員の皆様にお願いをいたします。発言をしようとするときには、発言要求ボタンを押
して、挙手をしていただきたいと、その上で発言をしていただくようにお願いを申し上げ



ます。
　タブレット３ページ、７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）中国・武漢で発生した新型コロナウイルス、当初、遠い国
での出来事で他人事と捉えておりましたが、それをあざ笑うかのように瞬く間に全世界に
蔓延し、多くの人々を恐怖に陥れております。そんな中、医療従事者の方々の奮闘ぶりを
テレビで拝見し、心より感謝の念が湧いておりますが、同時に、コロナ対応に追われてい
る医療従事者の方に対して、差別的発言や態度が見受けられるとの話を聞き、腹立たしさ
を覚え、心を痛めております。
　本町においてもその影響は大きく、製品発注のキャンセルや飲食店などへの入り込み客
数の減少、木材価格の下落、また米に至って、土産物の低迷でモチ米の需要がこの秋には
大幅に落ち込むという連絡も入っているそうであります。したがって、米、トマトなど農
産物も今後、出荷時における価格への影響も心配されます。観光においても、初夏の風物
詩として観光者の受入れ体制が観光協会、企画課、地元と大変整ってきた福万来蛍もてな
しを中止せざるを得なくなりました。事業の執行も数多くの事業で中止や延期されてお
り、都会で生まれた三密という言葉が過疎の町に悩む本町にも求められ、若干の違和感を
感じております。東京、大阪などの大都会の対応に追随し踊らされることなく、日南町ら
しい独自の対応を模索する力も必要ではないかと感じております。
　そんな中での一般質問として、町の将来を見据えた質問になればと町長の見解を伺いた
いと思います。
　最初に、ふるさと教育の取組についてであります。今年度、新規事業として日野郡ふる
さと教育があります。その目玉として公設塾まなびや縁側が運営されていますが、現在、
新型コロナウイルスの影響でプレオープンという形で運営されていると思いますが、その
執行状況と内容について伺います。
　その前身的事業として、言っていいのか、それが適切かどうか分かりませんけど、日野
高校魅力向上推進事業が行われていました。その検証をなされ、このたびコーディネータ
ー負担金がふるさと教育事業のほうに移行されております。その検証をなされた上での移
行であったのかお伺いします。
　３番目としまして、コミュニティ・スクールを今後検討していくという方針を伺ってお
りますし、また日南町の観光協会を中心として、エコツーリズム推進協議会というのを設
け、環境省のほうの補助金の採択は通っておりますが、そういった自然活動と一体となっ
たふるさと教育の取組は考えられないか伺います。
　続いて、前回の町長の答弁で、大人の意識改革も必要と言われております。大変難しい
問題と自分考えますが、その糸口はどこにあるのかお伺いします。
　続きまして、地域おこし協力隊の活用による集落機能の維持についてです。集落機能の
維持をやっていくことが大変厳しい時代になっております。そんな中、地域おこし協力隊
制度ができて１０年が過ぎ、本町でも多くの人を活用してきました。多様な知識や技術を
持った若者が地方に関心を寄せている今、日南町が真に欲する人材を募集する方法も必要
と考えますが、町長の見解をお伺いします。
　以上、質問を終わります。
○議長（山本　芳昭君）執行部の答弁を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）近藤仁志議員の御質問にお答えします。
　まず、最初のふるさと教育の取組状況については、この後、教育長のほうから答弁をさ
せます。
　ただ、４項目めの３月の定例一般質問で、人口減少対策の御質問に私が申し上げました
大人の意識改革というところの言葉の糸口はという御質問でございますが、糸口となるも
のはまさしくふるさと教育への取組であるというふうに私自身は思っております。その取
組を担うのが、やはり、これから予定しておりますコミュニティ・スクールの導入、ある
いは充実にあるというふうに思っております。導入に当たりまして、関係者が皆、教育の
当事者意識ということを持ち、子供たちがどのような課題等を抱えているのかを共有しま
して、地域でどのような子供を育てていくのか、何を実現していくのかという目標ビジョ
ンを共有するための議論を重ねていきたいというふうに思っております。こういった議論
を通して、地域住民、保護者、子供たちがふるさとの魅力の再発見、あるいは地域への愛
着を深めることにつながるというふうに期待をしているとこであります。地域の宝であり
ます日南町の子供たちを地域ぐるみで育てていくためにも、大人の意識改革を促す議論の
場は必要であるというふうに考えております。
　続きまして、地域おこし協力隊の活用による集落機能の維持についてということで、人
材募集についての見解についてでございますが、まちづくりを進めていく中で必要な人材



について、地域おこし協力隊制度を活用して募集することは重要なことであるというふう
に考えております。町は平成２５年度から制度を活用しまして、現在まで２８人の隊員が
活動を行っています。採用職種は、農林業研修生としての募集が長かったというふうに思
っております。近年は鳥獣被害対策、あるいは地域振興、今年度に入りましては公設塾の
講師であるとか交流の支援員というふうに、徐々にではございますが、御活躍いただける
場が広がってきているというふうな状況でございます。他の市町村におきましては、隊員
のやりたい活動を提供する事例もございます。本町におきましては、しっかりとした目的
を持った業務に従事していただくことが最も重要であるというふうに考えております。で
きれば除隊後も町内にとどまって活躍いただけるところであります。今後も事業に併せま
して人材の募集に努めていきたいというふうに思っております。
　以上、近藤仁志議員の御質問に対する答弁とさせていただきますが、最初のふるさと教
育の取組についての御質問につきましては、教育長のほうから答弁いたします。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）近藤仁志議員の御質問にお答えをいたします。
　まず、ふるさと教育の取組について、公設塾まなびや縁側の運営状況と対応についてで
ございますが、本年度４月より公設塾まなびや縁側を開塾をいたしました。日南町、日野
町で塾講師を１名ずつ採用し、日野郡ふるさと教育がスタートしてまいっております。江
府町の塾講師につきましては、７月中には着任の予定であります。また、日野郡３町の負
担によるふるさと教育推進コーディネーターを１名採用しております。当初、お試し期間
を経て６月１日に正式に開塾をする予定でありましたけれども、新型コロナウイルスの感
染症の影響により、４月２１日からオンライン授業をスタートをさせております。オンラ
イン授業では、１対１による教科の学習や個別の進路相談、複数の受講生に向けた進路選
択についての講義を行い、延べ２５人の生徒が利用いたしました。５月２０日からは感染
予防対策を取り、塾に生徒を集めての対面授業を開始をしております。オンライン授業と
同様の内容を行っております。これまでの受講生は延べ５０人、人の数についての合計は
１７名であります。そのうち、日南町在住の生徒は５名、いずれも米子市内の高校に通う
生徒であります。日野高校生はそのうち１２人ということであります。
　６月１３日、７月１８日には、ふるさと教育のお試し体験講座として「動画でマチ（キ
ミ）の魅力を発信！！」と題した講座を企画をしております。先日の雨で１３日は警報が
出たために中止をしております。今後は日野郡内の方々をゲストティーチャーに招き、郡
内の産業や地域のことを知る機会を増やしていく予定であります。そして、８月末までの
無料のお試し期間として、９月１日にグランドオープンの予定で今、推進をしておりま
す。
　２つ目の日野高校魅力向上推進事業の検証につきましてですが、令和元年度は日野高校
魅力向上推進協議会を２回、ワーキンググループを６回開催をし、日野高校の魅力向上に
向けた取組の検討や情報発信、改善策等に協議を重ねてまいりました。
　また、島根県の高校視察等を行い、日野高校の魅力向上や生徒数の確保につながる方策
を検討してまいりました。しかしながら、情報発信や高校のＰＲもまだ不足しており、中
学校や受験生、その保護者等に十分に周知できていないという大きな課題がございます。
一方、取組の成果としては、地域活動等を通じて生徒の地域に関わる時間の増加、それに
伴い日野郡内の協力者の増加、高校卒業後に日野郡に就職する生徒が一定数出てきたこと
など、日野郡に関わる卒業生が増加したことなども上げられます。さらには、県内の公立
大学に進学した生徒が現れ、また令和２年度には県外から３名、これは愛知県、埼玉県、
高知県からの生徒が入学したことも上げられます。この３名は、大阪と東京で開催をさせ
ていただいた地域みらい留学説明会に参加をした生徒であります。しかしながら、県教育
委員会が定める今後の県立高等学校の在り方に関する基本方針には、入学者が２年連続し
て募集定員の２分の１に満たない場合は分校化や再編化等の対象となると記載をされてお
り、日野高校はその該当となり、今後在り方が検討されることが予想をされ、非常に厳し
い状況となっております。
　日野郡３町としても日野高校存続に向けて、知事や県、教育長への申出を行いました。
今年度、日野高校魅力向上推進協議会では、日野高校のＰＲ及び情報発信の充実を図り、
日野高校の魅力向上と生徒数確保につなげていきたいと考えています。また、郡内中学校
や日野郡ふるさと教育、各教育委員会とも連携を図って取組を進めてまいります。
　３つ目に、コミュニティ・スクールとエコツーリズム活動等との一体的な取組について
であります。今年度より県と市町村が進めている小中高等学校ふるさと教育のビジョンの
中に、コミュニティ・スクールと連携・協働した取組の推進も含まれております。本町は
令和４年度を目途にコミュニティ・スクールの導入を計画しておりますので、今後のふる
さと教育の推進に大きな役割を担っていくものであると考えております。学校、保護者、



地域住民が教育の当事者としての役割分担を明確にし、積極的に子供の教育に携わること
を期待をしております。
　また、保護者、地域住民がふるさと教育に参画をするということで、子供たちの学びや
体験活動が充実するだけでなく、そこに関わる大人も自己有用感や生きがいを感じていた
だけるものと考えております。
　また、豊かな自然環境や文化財等を活用したエコツーリズム活動と連携したふるさと教
育も可能であると考えております。現在は、コミュニティ・スクールにしても、エコツー
リズム活動にしても、その取組はこれからさらに充実していくものと考えております。今
後、地域の人材や自然環境等を活用するカリキュラムを策定し、実施することにより、よ
り充実したふるさと教育の取組を構築してまいりたいと思っております。
　以上、近藤仁志議員の質問に対する答弁とさせていただきます。
○議長（山本　芳昭君）再質問がありますか。
　７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）この公設塾まなびや縁側ですけど、当初より予期せぬ、今
現在、コロナウイルス感染症によって活動が制限されているということ十分理解もできま
すし、承知しとるわけですけど、当初の目的として学習支援であったり、探求学習であっ
たり、そういうことがうたってあるわけですけど、これが今度９月からグランドオープン
が正式にされるということです。この縁側のホームページのほうに時間割などが書いてあ
るわけですけど、その時間割というのが、今度９月からグランドオープンが延長されたこ
とによって変更されるのか。要するに地域の方との、何かな、ＨＩＮＯ－ＬＡＢＯです
か、そういう形のものと、それから進学される方の学習に充てる時間などを、時間割など
を今後また寄って検討されるのか、それとも当初の予定どおり、やっぱり
ＨＩＮＯ－ＬＡＢＯも重要だということでやられるのかお伺いします。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）ふるさと教育も含めてですけれども、塾にアクセスしている子
供たちのニーズはやはり様々なものがございます。一般的に提示をさせていただいた時間
割の枠組みだけではなく、生徒一人一人のニーズや要望に合わせて組立てを考えていくと
いうようなことをこれまで行っております。ですので、一般的な時間割が個々にどう反映
していくかということをこれから構築をしていくということだと思っておりますし、今々
、教科指導というところにやはり考えを持っている子はそういったところになってきます
けれども、それが全てではなく、このふるさと教育っていうところ、また本人の進路支援
についてどういうふうに取り組んでいくのかということをやはり重視しながら、個別に当
たりたいというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）４月から大体オープンの予定が今ずれ込んでプレオープン
という形で、お試し期間であったりいろんな形で運営されているようですけど、そういっ
た中において、延べ人数として２５人であったり５０人の参加があったということですけ
ど、そういった中で、どういったものを一番多く求めているのか、学習支援を求めておる
のか、地域の方との交流を求めているのか、ただ、そこによって皆さん方との交流を求め
ているのか、その点についてお伺いしますが、どの点が一番感覚的に多いと感じておられ
ますか。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）失礼します。実際に参加をしている生徒さんの声なども聞く
と、今現在は学習指導のほうを中心に塾講師の先生の指導を受けたりしております。ま
た、進路相談にも乗っていただいている時間も多いというふうに聞いておりますが、今
後、公設塾としましては、地域の方とのつながりとか郡内の産業のことをもっと知る機
会、いわゆるふるさと教育のほうにもウエートを置いて、塾のほうは進めていきたいとい
うふうな考えを持っております。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）大変、このふるさと教育ということで内容を見ても、学習
支援などの成果はすぐ問われるわけですけど、なかなか交流、いろんな人との交流をし
て、地域にＵターンして帰ってくるとか、残るとかいうのがなかなか結果として出にくい
わけですけど、こういった目的に対して、当初のＫＰＩ、要するに指数ですね、そういっ
たものを定めておられるのか、またどういう形で生徒の充実度、満足度などを求めておら
れるのか。要するに当初よりも参加者が増えているのかいないのか、その点も含めてお伺
いします。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）それでは、次長のほうに答弁させていただきます。



○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）失礼します。まず、ＫＰＩ等につきましては、今現在ではま
だ検討のほうには入っておりません。今後、そちらのほうも指標として検討をしてまいり
たいというふうには考えております。
　あと、人数等につきましては、思った以上に生徒も集まっていて、いいスタートが切れ
ているのではないかなというふうに考えておりますし、今現在も来ている生徒さんの友達
であるとか、そういう方にも声をかけて、少しずつ人数が増えていくようなそういう状況
にはなってはおります。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）６月１３日に体験学習が企画されて、その延長がたしか７
月の次の週、１６日だったかな、１９日に動画のスマートフォンによる撮影したり編集し
たりするというような特別講習みたいなのが計画されているようですけど、そこには中学
生も参加してもいいというようにうたってあります。この中学生の参加者、応募が町内で
ありましたかなかったか、また全体的に中学生の応募があったのかなかったのか、分かっ
ていたらお伺いします。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）教育次長が答えさせていただきます。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）動画で魅力を発信する特別講座につきまして、当初６月の
１３日計画しておりましたが、こちらのほうには中学生の参加はなかったというふうに聞
いております。高校生のみの申込みだったというふうに聞いております。７月５日、７月
１９日、延期となった企画については、今後また募集をかけていきますので、そちらのほ
うは中学生が入ってくるのかどうかというのは、ちょっと現在のところではまだ見通しが
立ってないという状況でございます。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）コミュニティ・スクールというのが今後、今現在は努力目
標ですけど、それに取り組むという話があるわけですけど、その中で先般、日南町の子供
教育の在り方ということで、やはり子供のふるさとの教育、ふるさと教育をまた、義務教
育の在り方などを検討していくというような話もあったわけですけど、このコミュニティ
・スクールを、教育の検討会が必要であるのかないのか。要するにコミュニティ・スクー
ルでふるさと教育をして、また学校の在り方などを検討することで十分対応できるんでは
ないかというちょっと疑問を感じたもんで、ちょっとふるさと教育とは若干ずれるかもし
れませんけど、やはりこういった広く日南町の子供を育てていく上において、果たしてこ
こに、コミュニティ・スクールに専門家の方、要するに有識者の方を入れることによっ
て、十分そういった話がクリアできるんではないかと思うわけですけど、どうでしょう。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）少しコミュニティ・スクールの議論と在り方の議論を少し整理
をする必要があるのかなと思っております。コミュニティ・スクールはもちろん令和４年
度からの導入ということで動き始めておりますが、まず日南町の子供たちの教育をどうす
べきかというところの議論を、やはりここの構築は非常に大事な部分ではないかというふ
うに思っています。もちろんそこには地域の皆さんの考えや、保護者や、それから学校教
職員の考えも必要だとは思いますが、町を外から見られた有識者の中で、この町の在り方
をいろんな面からの御示唆をいただける助言をいただきたいなということも思っておりま
す。その中の一つは、やはりコミュニティ・スクールを基盤とした学校づくりというの
は、新しい学習指導要領の中でも地域に開かれた教育課程ということで、大きく地域との
連携は求められておりますので、そこの辺りをしっかりと在り方のところで議論いただ
き、そのことがコミュニティ・スクールを基盤とした学校づくりに向かう非常に大きな下
支えになるものというふうに考えております。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）今現在、江府町の講師が、このまなび塾ですけど、まだ赴
任していないということですけど、日野の採用された先生は来られておるということです
けど、これ、今現在、どういった活動をされておられるのか、若干お伺いします。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）江府の塾講師の件でありましょうか。
○議長（山本　芳昭君）今、２名の講師。
○教育長（伊田　典穂君）失礼しました。直接もう塾の運営に関わっておりまして、生徒
と１対１での学習やオンラインも全てこの２人の講師が取り組んでおります。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。



○議員（７番　近藤　仁志君）要するに、ほんなら時間割どおりに４時からですか、この
講師の方とオンラインでつながって話を、授業を受けるということはやっておられるとい
うことですか。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）そのとおりであります。オンラインとそれから対面も今してお
りますので、２人の講師が取り組んでおります。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）その今、オンラインの中で大体平均的に何名ぐらいの方が
毎日、ＬＩＮＥいうかな、インターネットで授業を受けておられるのか、平均的な数字を
大体もし分かりましたら、特に平日ですけど。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）次長が分かる範囲で答えさせていただきます。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）失礼します。現在は対面学習をメインとしてやっております
ので、オンラインにつきましては、今現在ほとんどないのではないかなというふうに把握
はしておりますが、はっきりとした数字というものは分かりません。ただ、オンラインを
活用して、進路学習で実際に生徒が志望している大学に通っている学生さんとつないでオ
ンラインでいろいろ情報を得たり、お話をしたりというような取組は今現在やっているの
は聞いております。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）今、ほんならオンラインでの授業はされていないというこ
とで、対面教育ということでされておられるということ、な場合は対面の場合、１対１な
わけで、利用者の方が、講師が２人だというので１時間に２名しか、要するに受けれんと
いう状態ですか。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）限定的な１対１という時間もあれば、何人かがその時間に集ま
って、根雨に下りて、子供たちが何人か集まるというようなこと、それから日野高の生徒
も時間に曜日によっては公設塾のほうに立ち寄るということもできておりますので、そこ
は複数の子供たちを２人がいろいろとカリキュラムつくりながら対応しているというよう
なふうに聞いております。
○議長（山本　芳昭君）町長よろしいですか。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）基本的にはいろいろケース・バイ・ケースだろうというふうに思
ってます。最初のときには、コロナの影響があったんで、オンラインをベースにっていう
ところがあったりして、そういう動きですけれども、少し終息した形の中では直接対面と
いう形にも今切り替わりつつあるというふうに思っています。ただ、これからの在り方と
して、多分両方が使えるという形になるんではないかなというふうには思っていますの
で、オンラインあたりも直接現場に来れない、来れにくいというときもあるというふうに
思ってますので、そういったときにはオンラインを使いながらということは今後の在り方
としてあるんではないのかなというふうに思ってますし、そういうのも利活用していきな
がら、多くの皆さんに来ていただく、あるいは学習をしていただくという方向になるとい
うふうに思ってます。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）４番目で問うた大人の意識改革も必要であるという、町長
が３月の一般質問に対して答えておられました。自分も全くそのとおりで、やはりこの
町、何だいないだけんなという考えの方が多くおられます。やはりそういった考えであっ
て、そういった声を子供の前でされることによって、子供がふるさとに対する意識という
かな、誇りであったりいうのがそがれていくというのは、大変十分想定されるわけですけ
ど、それを今の町長、この答弁書によりますと、コミュニティ・スクールを持って子供
に、また大人に、大人も改革できるではないかという答弁ではありましたが、果たしてそ
んなに簡単にできるとお思いでしょうか。その糸口というのは本当できることが糸口であ
って、だけどそのコミュニティ・スクールの中でどういう活動がこの大人の意識改革につ
ながると考えておられるか。大変難しいとは思いますが、その辺お伺いします。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）大変難しいっていうのは、私もそう思ってます。ただ、そうして
いかない限り変わらないっていうふうに思ってますので、あえてそういうところを活用し
たりすることが重要ではないのかなというふうには思っています。ですから、近藤議員の
ほうも同趣旨だということでありますので、一緒になってそういうことをしていくってい



うことだと思います。そして、要は子供さんも、今回のふるさと教育も含めてですけど
も、いろんな情報を仕入れていく、あるいはお父さん、お母さんだけではなくて、いろん
な先輩方からの横からの声も聞けれるっていうところがこれからあるというふうに思って
ますので、子供さん自身の、どういいましょうか、知識っていうか、そういうところも膨
れ上がってくるというふうに思ってますので、相乗効果が生まれてくるんではないのかな
というふうに思ってます。ただ、やはり社会がどんどんどんどん変わっていくっていうと
ころがありますので、その変わる変化に対してはしっかりと大人がまず情報収集しながら
理解をしていくっていうことが大事だろうというふうに思ってます。特にこれからの令和
の時代はそういうことが起こり得るっていうか、選択肢を多くしていくっていうことは大
事だというふうには思ってます。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）そういった中で、今、一部の大人ですけど、エコツーリズ
ムに関しての活動が大変盛んにやっておられます。そういった方は、結構この日南町に対
する、日南町の生物であったり環境に対して誇りも持っておられて、意識的に大いに、何
かな、諦めていないといいますか、そういう姿があるわけですけど、そういったエコツー
リズム、今、オオサンショウウオの生態調査をやられて、この冬から蛍の幼虫の生育調
査、餌の生育調査、そして５月の３日から蛍の幼虫の上陸調査、今は飛翔の調査をしてお
られます。福栄のほうのサクラソウのほうも参加されておりますし、いろんな意味でいろ
んな日南町の自然を大事にするという活動、それからそういった活動に携わっている大
人、だからそういった方が一番、何かね、日南町に誇りを感じておられるんではないかと
いうような気がしとるわけで、それが全てとは言いません。ただ、そういったエコツーリ
ズムの活動にも子供がどんどん参加することによって、その大人とも接触できるし、また
生き物であったり、花であったり動物であったり、そういうものを触れることによってま
た日南町の感じ方が変わってくると思うわけなんですけど、そういった取組をされる考え
がないのか、もっと推進していくお考えはないのかお伺いしたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）御承知のとおり、御案内のようなエコツーリズムの推進協議会が
立ち上げられて、今、おっしゃられましたようにそういう活動がされておられます。まさ
しく日南町としての魅力の一つだろうというふうに思ってますので、今回、今回っていい
ましょうか、もともとふるさと教育というところの視点の中で、小学校、中学校の活動が
継続的に行われ、かつ今回から高校生向けの分がスタートしたわけですので、そういった
ところの中で一つとして、エコツーあたりの内容のものに触れ合うということは大事なこ
とだろうというふうに思っておりますので、そういった連携した形ではふるさと教育の中
で当面は関係づくりをつくっていきたいというふうに思っておりますし、また魅力をやは
り体験したり、実際に見るとか、そういうその知識だけではなくて、そういうところが大
切だろうというふうに思っていますし、子供たちもそういう日南町の中でそういうことが
体験できるってことは有意義な内容だろうというふうに思っていますので、ぜひともそう
いう形を構築していきたいというふうに、お互いが協力し合ってやっていきたいというふ
うに思ってます。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）自然と触れ合う教育というのは大変危険を伴うわけですけ
ど、やはりこの大自然の中で育った日南町の子供である、それからそこに住まいをしてる
大人である、そういった人と触れ合うことによって、いろんな意味でのつながりとそれか
ら意識の改革、活性化につなげていってほしいと思います。
　地域おこし協力隊のほうのちょっと話に移らせていただきますけど、先般、資料を頂き
まして、２５年から２８人、地域おこし協力隊として日南町、本町が採用されておられま
す。その中で一番ちょっと残念だったのが、何かな、４人、今現在、継続して採用されて
おられる方が４人おられまして、いうことは修了者が２４名ということです。そのうち
１６名、要するに６７％の方が中途転出されておられるということです。町内定住、それ
からまた町内就職後、転出された方が７名ということで２９％ということで、大変全国、
自分の新聞の記事から見ても大変残念な数字が出ておるわけですけど、これの原因です
ね、この原因が町に魅力がなかったのか、お金なのか、それとも自分のやりたい仕事とミ
スマッチだったのか、その点の話合いというかな、検証はされているのかお伺いしたいと
思います。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）地域おこしの協力隊ということで、まず前段ではありますが、町
内に来ていただいとる方が全員が協力隊というわけではないので、国の制度利用という形
の中で、今整理をさせてもらって報告させてもらってるのが、今２８人でございます。農



業とか林業の研修生もそうでありますし、長い間はそういう形の方が中心になっていたと
いう位置づけだろうというふうに思っています。近年では、回答しましたが、鳥獣の方も
入っております。
　転出される方、いろいろ理由はありまして、３年の中の中途から帰られるというケース
もたくさんあるというふうに思っております。ただ、内容が、どういいましょうか、いろ
んなケースがありまして、家族の方の病気があって帰らないけんだとか、いわゆる本人の
中心的以外のものもたくさんあるというふうに思っています。併せて、どういいましょう
か、転出された新しいところが望まれたのでというところで、いわゆる本人の希望の新た
な職種が発見できたので、そっちのほうに行きたいというような内容のものもあります。
ですから、要は給与だとかあるいは協力隊としての仕事の中身もありますけれども、どち
らかいうとそれ以外のところが原因が多いんではないのかなというふうに私自身は思って
おります。ただ、一方では残っていただくという方たちもおられますので、要は３年間、
その後どうするかっていうところが一番重要だろうというふうに思っています。それは研
修生もそうですし、行政のほうもその辺をしっかり、これから３年後に向けた動き、考え
方っていうのを、やっぱり、どういいましょう、研修生と一緒になって考えるべきだと思
いますし、場合によっては、どういいましょうか、施策あたりの変更もやっぱり考えてい
く必要な時期ではないのかなというふうに私も今思ってます。以上です。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）これ、２５年から採用されてるのが農林業研修というのが
圧倒的に多いわけでありまして、その中には農林業研修生をこの地域おこし協力隊の制度
を使って農業研修生としてされた事例もあると思います。やはり地域おこし協力隊の本来
の使い方というのは、国からお金が出るので農業研修生の給料に充てるというような考え
方自体が自分は前から間違ってるとずっと言ってきたような気がするわけなんです。要す
るに地域をおこしてもらう、要するに地域の発見を何かしてもらう、その地域の人では地
域が発見できないというところを地域おこし協力隊に見つけてもらうのがそういった制度
だというようなことが最初よその自治体で書いてありましたけど、だけど、そういった面
で十分活用されていないのではないかと自分思うわけですけど、そういった面で反省され
ているということはないわけですか。このまんまでいいとお考えですか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）基本的には答弁でも申し上げたとおりですが、従来の基本的な考
え方、要は来ていただいてどういうお仕事をしてもらうかという内容を明確にまずはし
て、来ていただくということが大事ではないのかなというふうには思っています。議員お
っしゃられるように、地域に入って、特定の地域、日南町でもいいんですが、広くていい
んですが、そこの中にまず生活してみて、気づいて何かを、新しいものを気づいていくと
いうやり方というのも一つはあるというのは認識はしております。ただ、要は３年後にど
う考えていくかって話、もう一つはあるというふうに思います。要は３年間でこういうこ
とをやりました、次に行きますっていう方もおられますし、場合によっては定住という道
もあるというふうに思ってます。というのは、自分がやりたいことがここの地域であるか
らそのまま継続して頑張りたいという方ももちろんおられるというふうには思っています
ので。ただ、その在り方が私はどうかなというふうに、現時点ではやっぱり目的を持った
形の中で募集した形でやっていくというのが筋ではないのかなというふうに思っておりま
す。地域協力隊制度が始まる前の制度の中で前町長あたりが動きをしてきております。そ
の中でいろんな課題もあったりということも聞いておりますので、そういったことを鑑み
ると、今の段階ではそういう特定の目的に沿った形でのお願いをするという、募集をする
ということが中心にあるべきではないのかなというふうには思ってます。ただ、やっぱり
３年後がどうしてあげるかっていうことを一緒になって考えることが大事だろうというふ
うに思っています。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）自分、この地域おこし協力隊の考え方として、町長、その
３年後を担保して地域おこし協力隊を募集をかけて採用するというのはやはり自分違うと
思うわけで、今まで農業研修生として地域おこし協力隊に来てもらったということは、地
域、農業研修ということに縛られて、地域とのつながりが物すごく、やはり地域の課題を
本人が見つけることができないと自分は思うわけなんですよね。やはり、ある意味フリー
で町内を回って日南町の課題を見つける、日南町の住民の不安を探す、そういった中にお
いて自分がやりたいこと、お手伝いできることを見つけて、それがお仕事になったらまた
移住してもらえる、なるべくならそういった形で日南町で残れる仕組み、仕事を見つけて
くださいということで、やはり農業研修生みたいなもんで雇ったら、縛ったら、その町内
の課題を、それから探して歩くことができないと思うわけなんですけど、やはり今後、農



業研修生もこういった地域おこし協力隊という形で採用を考えておられるということです
か。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）基本的には、私が申し上げた考え方でしていきたいと思います。
ただし、そういう、どういいましょうか、いろんな情勢を見ながら、議員がおっしゃられ
るような目的の方法論というのは必要かどうかっていうのはまた考えたいというふうに思
ってますが、基本的にはやはり１人の人間のやっぱり３年間というところがありますの
で、そういうところを基軸には考えていくべきだろうというふうには現時点では思ってい
ます。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）自分、議会だよりのほうのインタビューシリーズを結構多
く担当しておりまして、町外から移住してこられた方の意見を聞く機会も多くあります。
先般の福栄のほうに移住してこられたのが４月に発行したのにありますけど、その方は半
農半Ｘという形で、農業であって、ふるさと田舎で暮らしたい、必要なことはもう全てイ
ンターネットで十分対応できる、女性との出会いもインターネットで十分対応できると言
っておられました。そういった姿があるということは、そういった若者がいて、そういっ
た働き方もあるということ、そういった中で地域に参加して、地域を盛り上げてくれる協
力隊を募集する方法が十分あると思うわけなんですよ。
　自分が今言いたいのは、中山間地域直接支払いの５期対策が始まりまして、各地でいろ
んな意味で話が進んでると思います。その中で、このたびは集落戦略の作成というのが一
番目玉でありまして、この集落戦略を作成することによって１０割の補助金がもらえると
いうことで集落戦略を作成せにゃいけんということ。今までの反省としてそういったこと
ができない高齢の方、高齢の集落、協定があるので、事務の外注化を検討しましょうとい
うのが上からの説明で来ております。そういった場合は、自分たちが今思っとるのは、法
人であったり、そういうところでそういった事務をしながら多くの収入源を得て残れる方
策を探してもらう。やはりこの中山間でこのたび多くの加算金があるわけです。その中に
後継者の人材確保とかあったりボランティアの確保であったり、いろんな意味でこういっ
た地域おこし協力隊の活用という、活躍できる道というのは十分あるはずなんですよ。そ
れが農業研修生とかいうのでいったら、もうほとんどそういった地域の課題に向き合うこ
とができないわけで、１つ、一番聞きたいのが、地域の要望で、例えば、はっきり言った
ら自分たちの一般社団法人でこの協力隊、責任持って３年間して、それが残ってもらえる
ような賃金体系でもできるようなことをして、なおかつ、今言ったように、中山間地の事
務関係のことをお金でももらってやることによって協力隊のやる気と自分の、何かな、誇
り、そういったもんも芽生えて残ってもらえる、当然お金としても残るわけですけど、そ
ういった取組がますますこれから先必要になってくるんではないかと思うわけですけど、
その点はどうでしょう。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）まさしく、いわゆる一般的におっしゃられた今の業務は、目的が
あるって話だと思います、１つの。ですから、その目的があるって話なら公募してもいい
んじゃないかというふうに私は思ってます。ですから、要は何をしてほしいとかっていう
ことが具体的に表記することが、私は、募集する側からいえば責任だと思ってます。です
からそれが、議員がおっしゃられるように、今、中山間地の集落計画だとか集落の戦略で
すか、そういうことをやってほしいという目的で募集すれば、それはありだと思います。
ということを思ってますので、ですから、どういいましょうか、ただ単に来て魅力を発見
して何かやってくださいよっていうような形っていうのは望ましくないというふうな考え
方を持ってますので。ですから、明確な、来て何をしてほしいということをやっぱり伝え
るべきだというふうに、その手順のほうが私は効果的だというふうには思ってます。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）いや、ありがたいお言葉ですけど、その中で一法人であっ
たり一地域、これは地域おこし協力隊は自治体が募集をするわけでありまして、地域であ
ったり法人が募集するわけにはいかないわけですけど、そういった地域であったり法人が
町のほうに要望した場合は町のほうは十分検討していただけるということで、その町の方
針、そこで審査もあろうとは思いますけど、町のほうで募集をかけていただけるというこ
とでよろしいですか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）基本的にはやりたいというふうに思ってます。ただ、ちょっと条
件的なところがかみ合うか再確認する部分はあるかもしれませんが、ボリューム的なとこ
ろも含めて、人数だとか、それから目的がはっきりしておりますので、プラスアルファ



は、逆に言えば新たにつくっていくっていうことはあるかもしれませんが、基本的には協
力隊になると町の職員というか位置づけになりますので、ですから町としてするって話は
これからの在り方としてできるんではないのかなというふうには思ってます。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）町の職員として採用されるわけですけど、それ分かります
けど、そういった自分たちが考えてるのは、３年間の任期は町の職員だけど、自分たちは
３年後の、もし町に残ってもらったときに残れる体制を地域として構築していきたいわけ
なんですよ。そのためにどういったことができるのか、いろいろ考えていかにゃいけんと
思っとるわけです。ある事例でありましたけど、この地域おこし協力隊で来たときに、自
分がお年寄りの買物を支援しました、雪かきをしました、いろんな農作業の草刈り、手伝
いをしました、それはお金を取ってもいいわけですか。失敗例としてあったわけですけ
ど、その期間、給料をもらっとるわけで、お金取らずにお年寄りの支援であったりいろん
なことをやったわけなんですよね。今度は３年住んで残ったときに、お金をもらわにゃ生
活できんですが。そうした場合になったらもう頼まれる方がどおんと減って、もう金銭的
に苦労してちょっと帰られたというような事例も失敗事例としてあるわけなんですけど、
これは協力隊のときは、何かな、町の職員なんですよ、それがお金をもらって仕事しても
いいのか悪いのか、その点はどうでしょう。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）ちょっと整理しないといけない部分はあるというふうに思っとり
ますが、おっしゃるとおり３年間はそういう協力隊として、身分として活動していただい
て、役割も当然お願いする部分はあるというふうに思います。それが対価行為の中でもら
えるかもらえんかって話だというふうに思っていますし、３年後は同じ行為をしてもどう
なのって話だと思います。ですから３年後については、やっぱり基本的には生活ができる
こと、仕事として成り立つかどうかっていうことが大事だろうというふうに思っています
ので、その辺は将来的な３年後の構築の在り方の中で整理していかないといけないという
ふうに思っています。利用される方もやはり何かの対価をしていくっていうのが一般的な
捉え方だというふうに思っていますので、それを現実離れするとやっぱり仕事として成り
立たないって話になると思いますので、その辺の整理は必要だろうというふうには思いま
す。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）地域おこし協力隊を強く活用して、自分らの集落機能の維
持をしていきたい、回復していきたい、そういう思いが大変強く、日頃より、ちょうど
今、中山間地域直接支払いの改定期でありますので、特に、ほとんど１０日に一遍でも話
をして、どういう形にしようかということで、その中において地域おこし協力隊を制度を
活用できたら、この３年間いろんなことで、加算金の中で、高齢者の福祉であったり、何
だったけな、都会との交流であったり、それからコミュニティー、何かいな、お茶飲んだ
りする、そういった部屋をつくったり、場所ですね、場所をつくったりして年寄りの方を
あれするとか、そういったことをして加算金をフルに活用した場合は、やはりどうしても
そこには専従の人がいないとだんだんに本当、行き当たりで年寄りの方を対応させるわけ
にはいかないし、そういういろんなことで活用の仕方があると思うわけで。そういったこ
とで地域の方に地域おこし協力隊、こういうことで、こういう形で、何かな、責任を持っ
てあなた方が面倒を見てくれるなら地域おこし協力隊を募集してあげますよという、そう
いうスタンスで町のほうも、町が要するに地域おこし協力隊を採用しますと言うて中央の
ほうに手を挙げるんでなしに、地域のほうに地域おこし協力隊って制度がありますけど、
皆さん方、何かの形で、こういうこうこう、こういう形で使われませんかというような情
報の発信の仕方もあると思うし、必要だと思うわけなんですけど、だけん本当、地域おこ
し協力隊を自分たちが活用できるかできないかという物すごく不安を持ちながら使いたい
なという気持ちで話ししとるわけで、その点は町内のほうに発信して、団体とかね、法人
のほうに発信していただきたいわけなんですけど、その点はどうでしょう。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）協力隊の募集の方法という話だというふうに、その後には当然、
背景には役割っていうところだというふうに思っていますので。在り方としてそれは、ど
ういいましょうか、新しい視点の中で検討はする余地は私は十分にあるというふうに思っ
てますので、あとはその辺の概要の流れを再確認するなりっていうふうには。というか、
法人の中で頑張ってくださいっていう、最終的にはそういう形になりますので、その辺の
法人の皆さんと行政とがしっかりコミュニケーションを図りながらしていくっていうこと
が大事だというふうに思っていますので、基本的なところにつきましては、どういいまし
ょうか、可能性がある内容だろうというふうに私は思ってます。



○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）前、３・１１東日本の大震災がありまして、その当時、都
会の若者なども自然志向が高まっておりました。自分も、先ほど言いましたように、議会
だよりの「どっこい、この町に生きる」というインタビューシリーズで、この東日本大震
災によって自分を見直して、いろいろあったけど日南町に家族で移住してきたという人も
取り上げております。このたびまた新型コロナウイルスの感染症で、先ほども話がありま
したけど、田舎志向が十分起こるんではないかと自分思っとるわけなんで、冒頭の挨拶で
言いましたけど、日南町は過疎が一番の問題なんですよね。三密よりも過疎のほうが自分
ははっきり言ってこれから先、これを解決しないと日南町というのが大変先行きが見えな
いという気でおります。こういった新型コロナによる田舎志向で若者が田舎に、何かな、
目を向けているときに、どういった形でもいいです、地域おこし協力隊でもいいし、どん
どん発信して日南町という自然を、それからまた日南町の自然、よさを発信してもらうた
めの地域おこし協力隊を募集するとか、そういった取組、どんどん取り組んでいきたいと
思いますので、その心構えを、心意気を聞いて自分の質問を終わりたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）まさしくそのとおりだというふうに思ってます。ただ、コロナか
らどうかっていう話は、ちょっとどういいましょうか、確かに冒頭申し上げましたよう
に、地方というのが再見直しされてる状況だというのは認識しております。ただ、コロナ
とは別に、やっぱり基本的な考え方として、日南町に若い人たちが残る、あるいは来てい
ただく、帰っていただくという施策の基本的なところを考えていかないと私はいけないん
ではないのかなというふうに思ってます。ただ、一番大事なのは情報発信だろうというふ
うに一つは思ってます。ですから、今回予算の関係で回帰センターあたりの加入にも登録
させていただいておりますので、そういったところをやっぱりしっかり出していくってい
うことが大事だろうというふうに思ってますし、また、やはり日南町に来て自然が豊かだ
っていうやな話ももちろん当然のことだと思いますが、もう少し中身を、どういいましょ
うか、知らない人が、都会で日南町という町も知らないし、場所も知らないっていう若い
人たちに対して、やはりどういうアピールしていくかっていうところがこれから大事では
ないのかなというふうに思っています。あるいは、農業一つにしてもそうですし、林業一
つにしても、もともと持ってる知識が全然違う位置にありますので、やはり農業がどうい
う魅力があるのか、林業がどういう魅力があるのか、そして自分が行って生活ができるの
かっていうところの基本的なところをやはり表現していく、あるいは施策を変えていくっ
ていうことが大事ではないのかというふうに思ってます。ただ、いずれにしても、地方に
目線が行ってるっていうことは事実だというふうに認識しておりますので、そういったと
ころは一緒になってやっぱりやっていかないといけないというふうに思ってます。以上で
す。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）すみません、やめるつもりでしたけど、ちょっと若干で
す。地域おこし協力って今町長がおっしゃられましたけど、初めからできる人を募集する
わけじゃないわけなんでね。やはり来られた方の思いと町の課題がマッチする、また来ら
れた方が町の課題を探す、そこでマッチさせることによって小さな経済であったり、それ
から誇りが生まれたり、それから集落地域機能が回復されたと思うわけなんで、初めから
何ができるからあなたを選んだという必要も自分はないと思うわけなんですよ。一緒にな
って地域と、地元の人では見えない、地元の人には地元のよさは分からないというよう
な、あります、話も。やっぱり外から来られた方でないと見えないというところがありま
すので、何かな、３年先を限定、３年間で地域おこし協力隊の方も成長されますので、や
はりそういった面でぜひ、どんどんそういった形での取組をお願いします。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）ちょっと言葉足らずで申し訳なかったですけども、さっき申し上
げたのは基本的な考え方です。ただし、おっしゃられるように、今の制度としてこういう
制度がありますので、そこはうまく利用、利用いうことはちょっと語弊かもしれません
が、利活用するっていうことは大事だというふうには思ってますので、ちょっと言葉足ら
ずで申し訳なかったですが、そこの制度はきちんと利活用をこれからしていきたいという
ふうに思ってます。
○議長（山本　芳昭君）近藤仁志議員の一般質問を終わります。
　　　　───────────────────────────────
○議長（山本　芳昭君）ここで暫時休憩といたします。再開は午後１時からといたしま
す。
　　　　　　　　　　　　　　午後０時００分休憩



　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午後１時００分再開
○議長（山本　芳昭君）休憩前に引き続き会議を再開します。
　タブレット４ページ。
　１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）新型コロナウイルス感染症により３月から５月末までの活
動を自粛してきましたが、コロナ緊急事態宣言解除後、日南町としても感染対策を取りな
がら徐々に活動が再開してまいりました。今後とも気を緩めることなく、予防対策を町を
挙げて継続すべきと思っております。
　では、一般質問に入らせていただきます。日南町の環境政策と総合戦略の目標数値の整
合性についてお伺いします。
　その前に、６月は全国環境月間でありますが、環境立町日南町、またＳＤＧｓ未来都市
としての重点取組はあるのですか。
　次に、第３期環境基本計画の数値目標の令和元年度の実績はまとめられましたか。そし
て、今年度の環境審議会の開催はいつ、どのように開催されるのか。
　次に、Ｊ－クレジットの目標販売数量について、第３期環境基本計画の最終年度、令和
４年度末で累計６，４０６トンと、第２期まち・ひと・しごと創生日南町総合計画では、
最終年度、令和６年度単年で２，０００トンとなっているが、令和２年度から６年度まで
の単年度の目標計画数量は幾らなのかお伺いします。
　次に、セントラルファームの環境問題について、４月以降の状況について伺います。
　まず１点目、農場の窓口担当者の変更はあったのですか。また、町窓口との連携は常に
行われているのかお伺いします。
　２点目、浄化設備の改善、更新の進捗状況はどうなっておるのか。
　３点目、今年１月に河川の水質悪化に関する意見交換会を開催して以来、５か月が経過
しますが、次回開催予定はいつになるのか。
　最後に、飼育頭数の１月から６か月間の増減状況をお伺いいたします。
　よろしくお願いいたします。
○議長（山本　芳昭君）執行部の答弁を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）大西保議員の御質問にお答えします。
　初めに、環境政策と総合戦略の整合性についてということで、まず全国の環境月間中の
町としての重点取組についてでございますが、国のほうでは平成３年度から６月を環境月
間として、関係府省庁などが行う様々な行事、事業を通じて環境のことを考えるきっかけ
となる取組が行われております。鳥取県では、全市町村が環境省の作成するポスターを掲
示する取組を行っております。本町でも環境月間にポスター掲示を行い、環境意識啓発の
取組を行っておるとこでございます。重点取組は、毎年秋に県や鳥取県の警察と合同で環
境パトロールを実施しております。パトロールには環境立町推進協議会や環境審議会の委
員の皆様にも御参加いただいておりまして、スピーカーで不法投棄の防止などの広報も同
時に行っております。その際に、空き缶のポイ捨てや不法投棄を発見すれば撤去作業のほ
うも併せて行っておるとこでございます。
　次に、環境数値目標の令和元年度の実績についてでございますが、環境基本計画の数値
目標は平成３０年度から令和の４年度までの目標を設定したものでございます。平成３０
年度の数値は全て確定したので、これから開催する環境審議会で報告を行う予定でござい
ます。現在は令和元年度の数値の取りまとめ作業を行っており、確定した数値から順次入
力をしている状況であります。指標のうち、ごみの排出量につきましては、環境省が取り
まとめを行う一般廃棄物処理事業実態調査の数値を使用していますが、公表までに１年以
上かかることから、指標として使用することに対し様々な御意見がありました。町が処理
したごみの量は年度終了後には集計できることから、速報値として公表していくことを考
えています。ただし、速報値では民間の事業者によります処理量が含まれないため実績数
値よりも少ない値になりますが、注釈等で丁寧な説明を行いながら、ホームページ等に順
次アップしていく考えでございます。
　次に、今年度の環境審議会の開催についてでございますが、環境審議会では前段の御質
問のありました環境基本計画の数値目標の進捗を報告し、御意見をいただいております。
したがいまして、ある程度確定数字が集約できた段階での開催としております。ちなみ
に、昨年は７月の２２日に委員１３名中１０名の出席をいただいて開催しておりまして、
町のＳＤＧｓの取組なども審議いただいてるとこでございます。本年度の審議会は、
２０１８年から２０２２年度を目標とする第３次環境基本計画も中間点となったことか
ら、目標値や指標の見直しなどの御意見をいただきたいというふうに考えております。



　次に、Ｊ－クレジットの販売における環境計画と町の総合戦略の数値目標との関係とい
う御質問ですが、Ｊ－クレジットの目標販売数量につきましては、第３期環境基本計画で
は最終年度の令和４年度に町の保有する全量の６，４０６トンを販売する計画になってお
ります。本計画が策定されました平成３０年３月末時点、いわゆる平成２９年度末です
が、販売合計は９４２トンでした。平成の２８年度、２９年度と徐々に販売額を伸ばして
きた時期でありました。そのような中、策定された環境基本計画では、平成２７年１２月
に合意された温室効果ガス排出削減等の国際的な取組のパリ協定や、令和２年度には東京
オリンピックの開催など、国民、企業ともに環境への関心が高まることを期待し、計画の
最終年度には全量を販売するという計画を立て、平成３０年度、３１年度にさらに順調に
販売額を伸ばしてきました。しかしながら、全量販売とした目標に対して現状には乖離が
あり、令和２年３月末時点では累計２，２７５トンとなっておりまして、過大な目標数値
であったと認識しております。しかしながら、引き続き努力をしていきたいというふうに
思っております。また、令和２年３月に策定いたしました第２期の総合戦略では、環境基
本計画の目標達成を目指しながらも、より実態に即した目標を設定しております。毎年度
４００トンの販売を目標に、５年で２，０００トンを目指しております。この５年計画を
達成してもまだ全量の販売とはなりませんけれども、引き続き町の貴重な財源として、ま
たＳＤＧｓのゴールの一つとして、販売促進に努めてまいりたいというふうに思っており
ます。
　続きまして、セントラルファームの農場の環境問題についてということで、４月以降の
状況の変化で、１点目に、農場の窓口担当と町の窓口との連携についてでございますが、
農場との連絡は農場長と行っており、従来と変更はありません。水質検査を毎月実施して
おりまして、町によります検査をする際には、検査前日に農場の敷地となる堰への立入許
可をその都度もらっております。また、農場からは飼養頭数の報告を受けており、定期的
に連絡を取り合っているのが現状ではございます。
　次に、浄化槽設備の改善、更新の進捗という状況でございますが、改善、更新につきま
しては事業者で引き続き検討を進めています。改善、更新を受けては多額の費用が必要な
ため、複数の業者に改善案を求めておられるとこでございますが、新型コロナウイルスの
影響で思うように進まず、現在、特別な進捗がありません。しかしながら、既存施設の管
理徹底に努め、下流域の不安とならないよう努力されております。町とすれば、引き続き
国、県の有利な補助事業の提案や、既存施設の管理徹底など指導してまいります。
　次に、河川の水質悪化に関する意見交換会の開催の次回予定ですが、意見交換会は水質
悪化の原因究明と、その対処と再発防止につきまして、原因者や影響を受ける地域の住民
の代表の皆様、関係行政機関などの共同して取り組むための開催するものと認識しており
ます。水質悪化や報告すべき事案が発生した際には、開催はもちろんのことであります
が、各関係者からの要請に基づき開催をする考えでございます。
　最後に、飼育頭数の１月から６か月間の増減についてという御質問ですが、飼育頭数は
月末締めで報告があります。そのため、現在把握している頭数は５月末までということに
なります。５か月間の中で最多頭数は８，４８７頭、最少は８，２３２頭となっておりま
して、引き続き頭数管理に重点を置き、協約書記載の８，５００頭未満での頭数管理の遵
守を確認していきたいというふうに思っております。ちなみに、飼育頭数の推移ですが、
１月が８，４０４、２月が８，３９１、３月が８，４８７、４月が８，２３２、５月が
８，３６５と確認しております。
　以上、大西保議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。
○議長（山本　芳昭君）再質問がありますか。
　１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）端的に質問いたします。まず、環境目標ともう一つ、総合
戦略のこの計画数字について重点的に聞きます。環境目標ですけども、先ほど町長が２９
年度末で９４２トンと回答されましたが、これは販売と道の駅の数量を入れていた数字で
すね。確認です。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）道の駅の分を含んでいるという数字でございます。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）それで、環境目標の第３期のしょっぱなの年、平成３０年
度、販売は６２５トン、これは間違いないと思うんですが、それの環境の数字の実績、累
計数字が１，２８８トンとなっておるんですが、これには道の駅は入ってるんでしょう
か、入ってないんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）そこの数字には道の駅分は含まれておりません。



○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）そういうことです。要するに、環境の政策の中には道の駅
の数量が入ってないんですね。ところが、今、先ほど町長答弁は、第２期の最後の９４２
トン、これ、道の駅が入っとるわけです。大きな違いですよ、まず。そこだけ先にしてお
きます。それで、環境政策の最終年度、令和４年度、２年先ですけども、これの最終目標
は６，４０６トン、これには道の駅入っとるんでしょうか、入ってないんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）基本的には、町の認定量は６，６０４トンでございます。今回の
差額になると思いますが、１９８トンにつきましては、制度上の認定の３％はバッファー
分として別途確保する必要があるということの中で、今回、全量の目標値が６，４０６ト
ンに設定させてもらってるのはそういう背景であります。以上。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）くどく言いません、それは分かった上での話です。
６，６００トンからバッファーは１９８トン、それは分かってる。私が聞きたいのは、環
境目標のほうには全量は入っておって、ところが実際、数字は販売、売った分しか入って
ないんです。それで今回、総合戦略について４００トンずつ、５年間２，０００トンとさ
れました。これを目標設定するときに、本当、町長そこまで見られたかちょっと分からな
いんですが、この答弁書には現状を踏まえた目標という数字になっておりますが、現状と
は２年間を、その前の２年分を見ますと、計画が、平成３０年度が６２５トン販売、次が
５２９トン、前年度が。これ３月議会で私聞いておりますので、６００トン、５００トン
とあって、その後の年に毎年４００トンとどんと下がるわけですね、目標数字が。そこを
聞きたいわけです。なぜそういうようにされたのか。２年間は６００、５００トンという
数字なのに、総合戦略については５年間、平均４００トン、年、どんと下がってしまうわ
けですね。それを聞いておきたい。それは町長が判断したのか、戦略の会合でしたのか、
どうなんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）どちらにしても私の責任分野の範疇だというふうに思っておりま
すが、おっしゃられるように、６００トン、５００トン、計画ではさらに低くて４００ト
ンという話があります。ただ、努力するということは事実だと思いますし、ですけれど
も、なかなかやっぱり恒常的にっていうのは難しい背景もある中で、少し低めに設定した
んではないのかなというふうに思っておりますが、基本的には６００トンでもなるような
努力はしていきたいというふうに思ってはおります。ただし、企業の皆さんの御購入って
話でありますので、昨日も山陰合同銀行さんのほうにはちょっと感謝状を出したところで
すけども、御案内のように仲介のほうでかなり御尽力いただいたということでもありま
す。また、今年度も、今１件ですけれども、あと２件は予定をさせていただいてるという
状況であります。数字にこだわるわけではないですが、できるだけ高い目標の中で引き続
き努力をしていきたいいうふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）町長答弁は、私はそのとおりだと思いますし、実は３月議
会のときに、２年続いたがんの検診率言いましたですね、８０％。現状は４０％未満だけ
ども高い数字を目標にしてやりたいと、僕はそれはいいと思うんです、町長としては。と
ころが今回のこの３月につくった計画で、このＪ－クレジットの販売が前年と前の年の３
分の２の計画数字なんです。私言いたいのは、町長が最終結論を出されたのか、例えば企
画課、農林課、住民課が寄って集まってこれをされたのか、それはどうなんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）素案的にはやっぱり戦略の会議でありますので、まち・ひと・し
ごと総合戦略でありますので、現場のほうで素案づくりはされたというふうに思っており
ますが、最終的には私の判断ということに整理をさせていただきたいというふうに思いま
す。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）私は、１つの事例なんですね、これ、Ｊ－クレジットい
う。たまたま環境計画と総合戦略のたまたま共通点のＪ－クレジットだったもので、あえ
て見たときに、３月終わって見たときちょっとおかしいなということがあったんで見直し
たら、はっきり違うわけです。特に環境のほうは、４年度末には全量１００％売ることに
なっとる。この全量だけども、実績は本当に販売量しか入れてない、道の駅の量は入って
ない。ちょっとおかしいですね、これは。だから、やはり今後修正されると思うんですけ
ども、審議会でも中間でもう一遍見直しをするということですので、勇気を持って見直し
して、ただ単に合銀さんが１００％やっておられるから、他力本願的にただ数字を上げて



るだけじゃなしに、やはりその辺を親身にして、ＳＤＧｓ、日本海新聞に、５月２９日に
でかでかと出ました。やはり環境、それからＳＤＧｓを取り組んでる町として、その辺を
積極的に取り組んでください。特に環境審議会については充実してほしいと予算のときも
言っておりますので、よろしくお願いします。
　続いて、セントラルのほうです。ちょっと今日は短く質問しますので、よろしくお願い
します。町長にちょっと確認したいんですけども、いつも飼育頭数をずっと今、重点とい
う形で思うとります。ほとんど１年前から頭数が８，５００で、子豚とかそういうのが物
すごくグラフこうでしたけど、今、一直線。信憑性がないとそれまでですけども、町長も
副町長時代からずっとされておられました。そのときに、これ過去の資料、公文書ですけ
ども、５年ほど前の６月３０日に出された上原社長のとこにちゃんと書いてあるんです。
どういうことかといいますと、第１の対策として飼育頭数を減らしていきますという数字
があるわけです。これ全然減ってないわけですね、８，５００頭。こういう前町長からの
申入れ書、回答書があります。そして、そのグラフ見たときに、これが本当に信憑性があ
るのかどうかというとこで、なかなかデータは県はくれませんが、それについてグラフ見
てどう思われますか、正直なところ。３年、４年前のグラフとここ１年間のグラフ見て何
か不思議だと思われませんか。町長の所感で結構です。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）前社長の話の中で８，５００頭以下にするって話はもちろん承知
しておりますし、その実態にあるというふうには、頭数報告という形ではあるにしても、
先ほど申し上げました頭数の推移もそうでありますので、それが多分８，５００に近いと
ころがずっと来てるのでどうかって話なのかもしれませんが、そこはあまり注視する必要
がないのではないのかなと。あくまでも８，５００という全体数量を小分け的な、内訳的
な話をしてるわけではないので、そこを守ってもらうっていうことは、そこが一番重要だ
ろうという認識をしております。以上。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）最後、６か月間、委員会開いて、前回も１年以上も開いて
なかったんですが、コロナの関係で会議が開けない、なかなか難しいと思うんですけど
も、その頭数であるとか月々検査をした結果とか、できたらそれを、最低でも開くまでの
間は委員のほうに送付していただけないでしょうか、どうなんでしょうか。担当いうん
か、町としてどうでしょうか、資料。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）この間も担当のほうには申し上げたんですけども、基本的には前
回、会議があります。その次の会議の開催については、いつしましょうかっていうところ
の終了の仕方をしたほうがいいよという指示をしております。併せて、多分、議員の質問
の中のいわゆる経過の記録推移みたいな報告は当然その中で確認されるべき内容だろうと
いうふうに思ってます。ですから、会議の在り方として、次回はこの月だとか、あるいは
こういうことがあったときには開きましょうということで、確認の上で終了する会議の在
り方をしてほしいということで伝達しております。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）最後にしますが、６月の水質検査結果２か所、森林開発地
とそれから水田の入り口ですけども、このデータがまだ森林開発地が４以上、５になって
おりますが、これについてはどう思われますか、この数値は。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）ちょっとその辺についての数字は聞いておりませんので、取りあ
えず担当課にどれぐらいになったかということは報告させてもらいます。
○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）実は６月３日に、このたびしてる水質検査の結果はまだ出て
きておりませんけれども、令和２年５月２２日に検査した結果のほうは、約そのような数
字でして、堰の部分で全窒素が１４、それから水田の取水口、これ水田、取水が始まって
おりますので測っておりますけども、４．７という数字が出ております。それから、開発
地のところが４．４という数字が５月２２日の検査結果でございます。確かに以前よりは
開発地の部分は若干ですが減ってはきております。長年、時間をかけてではございますけ
れども。ただ、まだ４．４という数字が出るところ、そこだけがやはり一番問題視されと
るところかもしれません。実際に豚を飼育されてそういった事業を行っとる中で、ある程
度の窒素分は出てくるのは、やむを得ないと言ったらまたお叱り受けるかもしれませんけ
れども、今のところ順調な、協約書に定められた数値をずっと続けて事業を継続されてお
りますので、引き続き検査を行いながら注視していきたいというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。



○議員（１番　大西　　保君）分かりました。できる限り６月、７月、８月、コロナまだ
ですけども、会議も検討されて、資料配付と、もちろん会議のほうも検討していただくこ
とを要望して終わりたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）答弁はよろしいですか。
○議員（１番　大西　　保君）ええ、結構です。
○議長（山本　芳昭君）大西保議員の一般質問を終わります。
　　　　───────────────────────────────
○議長（山本　芳昭君）タブレット５ページ。
　９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）６月定例議会に当たりまして、一般質問をさせていただき
たいと思います。
　中国に端を発した新型コロナウイルス感染症につきましては、我が国、そして世界全体
に広がりまして、市民生活、経済活動に大きな影響が出ておるところでありますけども、
我が国におきましては徐々に自粛なり活動の制限が緩和されてきておりますが、今後とも
引き続き感染予防を取りながら新しい生活様式をしていかなければならないというところ
であろうと思っております。皆さんと一緒に取り組んでいきたいと思っております。
　質問項目でありますけども、第６次日南町総合計画及び第２期総合戦略が本年３月に策
定され、総合計画の前期基本計画、総合戦略のそれぞれ５年間の計画がスタートしていま
すが、その中から６点と令和２年度町長の施政方針の中から１点について、取組方針や施
策の構想について質問をいたします。いずれも創造的過疎の町への挑戦を進める上で重要
な項目でありますので、この機会に考え方などを議論できたらと思っておりますので、お
願いをします。
　最初に、求人と雇用のミスマッチの解消についてであります。町内には仕事、働き場を
求めている方が多くおられる一方で、働き手を求めている事業所もこれまた多くありま
す。この状況はどこに問題があるのか、具体的な対応策について伺います。
　次に、高齢者の就業促進です。３０年度に行われました就労雇用アンケートによります
と、７６％の方が６５歳以上になっても働けるまで働きたいと答えておられます。これに
応える対応策について伺います。
　次に、外国人技能実習生制度による人材確保についてであります。一昨年から外国人技
能実習生を町内事業所に受け入れるべく対応を重ねてきていますが、いまだに受入れがで
きていません。この課題に今後どう取り組まれるのか伺います。
　次に、昨年１１月の臨時国会において法律が制定をされ、本年６月４日に施行されまし
た特定地域事業協同組合の制度の活用についてであります。施政方針で検討を進め準備を
行うと述べておられますけども、実現のための工程について伺います。
　次に、地域おこし協力隊の受入れについてです。多様な人材確保に有効な制度だと考え
ますが、どう進められるのか伺います。
　次に、すぐに活用できる空き家をはじめとする住宅の確保についてです。空き家バンク
に相当数の登録がありますが、すぐに入居できる物件が少ないとのことです。すぐに入居
可能な空き家の確保とＩＵターン者に対応する住宅の確保対策について伺います。
　最後に、ふるさと教育の推進について伺います。これまでにもふるさと教育は進めてき
ていますが、小中高校一貫したふるさと教育を今後どのように展開されようとしているの
か伺います。
　いずれの項目も本年３月に計画を策定された中に載ってるものでありまして、計画策定
後、非常に時期的に短い現在ではありますけども、今後の検討方針、考え方について伺い
ます。答弁を求めるとこであります。以上です。
○議長（山本　芳昭君）執行部の答弁を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）坪倉勝幸議員の御質問にお答えします。
　最初に、創造的過疎の町の実現についてということで、７つの項目に対する取組の方針
と具体策についての御質問をいただいております。
　まず、求人と求職のミスマッチの解消についてでございますが、昨年度実施しました雇
用就労アンケートによると、まだ働きたいと考えとられる皆さんが求めている職種があま
りないという現実があります。これは、単なる職種や給与面だけではなくて、例えば週休
２日制、あるいは有給休暇、あるいは時短取得などの福利厚生制度の充実であるとか、あ
るいは労働時間にも課題があると認識しております。今後もハローワーク、商工会などと
連携して、少しでもミスマッチの解消となるよう取り組んでいく方針でございます。
　具体的には、まず情報発信を継続的かつ幅広く進めていくことが必要であると考えてお
りまして、ハローワークによる職業紹介情報について役場入り口付近に掲載を行っている



ほか、ホームページ、ちゃんねる日南などによる情報提供を行っております。また、昨年
度初めて開催したにちなんキッズおしごとフェアは、にちなん日和と同時開催した結果、
約１，５００人の来場者があった中で、約２００人の子供たちが職業体験を行いました。
家族連れであったり友達と体験していただいたこと、またハローワークや商工会、日南福
祉会、森林組合と一緒になって取り組んだ結果、日南の仕事をしっかり知っていただく機
会となったと思っております。今年度はコロナの影響により開催は難しいと考えておりま
すけれども、今後も職の選択肢となるよう引き続き取組をしたいと考えております。ま
た、インターンシップ事業ですが、平成３０年度から取組を始めておりまして、昨年度は
１件、一昨年度は２件の実績がありましたが、学生が就職前に町内事業所の体験を通して
職の選択肢となるよう支援を行ってまいりたいと引き続き思います。また、各事業所の紹
介動画、ユーチューブやフェイスブックなどによる掲載といったインターネット系の活用
をした企業紹介などにも力を入れていきたいというふうに思っております。
　次に、高齢者の就業促進についてでございますが、働きたいという６０代、７０代の声
がアンケートの結果から浮き彫りになっております。高齢者の雇用の場の確保は、生産上
の向上や福祉の充実面におきましても重要でありますが、その環境を整えていかなければ
活躍の場は現状では限られてるように感じております。まだまだ働きたいという６０代、
７０代の方々が、フルタイムだけではなく多様な勤務体系による雇用の場を設けることが
活躍の場が広がると考えております。また、短時間で働くことができる仕組みづくりが必
要であるとして、ソフトバンクとの連携による、今、ショートタイムワークの検討を進め
ているところであります。時間に限らず多様な勤務体系、柔軟な働き方ができるなど、多
くの方が願う雇用の場づくりこそが求められていると思います。雇用者と労働者の双方の
理解が進むよう取組を考えていきたいというふうに思っております。
　次に、外国人の技能実習生制度についての人材確保でございますが、外国人技能実習制
度の支援と安心して働くことのできる環境づくりによる人材確保、多様な職種における人
材難に対応するため、今年度から交流支援員を配置して、現在その環境づくりについて取
り組んでおります。あいにくのコロナの影響によりまして人の行き来にまだ制限がありま
すけれども、外国人就労者が安心して暮らし働けることができるよう、県内の外国人との
交流、あるいは国内のモンゴル人とのウェブ会議の実施を行っております。今後も交流と
モンゴル・ゾーンモド市等の連携強化によります人材確保に向けて取組を進めていきたい
というふうに思います。また、外国人技能実習生制度を活用するため、外国人技能実習生
受入支援事業及び社員住宅整備事業補助金などの支援を設けておりますけれども、実績は
ほとんどなく、町内事業者の求人に対して効果を発揮しているとは言い難いところでござ
います。技能実習以外の特定技能の在留資格の動向も注視しながら、今後も事業の推進に
努めていきたいと考えております。
　次に、特定地域づくり事業協同組合制度の活用でございますが、組合制度活用による新
たな雇用の場の創出と、移住定住の促進を方針に備え取組を進めていく考えでございます
が、具体的には事業者個々の課題と組合の目的を明確にしていくことが重要であり、制度
の活用に向けて、まずは各事業者の参加と理解を深めていきたいと考えております。ま
た、受皿となる組合設立も必須でございますが、その事務を行うスタッフの確保が必要で
あります。今後、人材の確保と構成員となる事業者の参画を促していきたいというふうに
思います。人材を募集した際に、都市部などからの応募があるのか、そういった面にも対
策を講じていかなければならないと考えております。形だけの組織とならないよう、そし
て組合設立によって生まれる人材活用の新たな仕組みの中で、慢性的な求人と求職のミス
マッチの解消となるよう事業を検討していきたいというふうに思っております。
　次に、５番目の地域おこし協力隊の受入れですが、様々な分野で活躍できる人材の確保
に向けた受入れ体制の整備と人材の確保及び活動への支援を目指して、これまで多くの隊
員を輩出してきました農業研修生を継続して求め、地域の農業に根づいた取組を推進して
おります。また、農業以外の活躍の場ですが、今年度は公設塾の講師であったり交流支援
員等、新たな分野での隊員の業務に進めているとこでございます。今後も事業実施と併せ
た活躍の場をつくりながら、受入れに検討を進めていきたいというふうに思っておりま
す。
　６つ目であります、すぐに活用できる空き家をはじめとする住宅の確保についてでござ
いますが、ニーズに合った空き家等の住宅の確保を進めていく必要があり、そのために
は、すぐに入居、活用できる空き家登録の推進をはじめとしまして、既存の町営や民間の
住宅等の活用を継続的に行ってまいります。また、民間活用住宅のさらなる整備や高齢者
向けの住宅整備についても検討を行っており、各種補助制度を活用した住宅の確保を進
め、多様な住環境の整備に努めてまいりたいというふうに思っております。
　以上、坪倉勝幸議員の御質問に対する答弁とさせていただきますが、７項目めのふるさ



と教育の推進につきましては、この後、教育長のほうから答弁いたします。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）坪倉勝幸議員の御質問にお答えをいたします。
　ふるさと教育の推進について、これまでも日南小学校、中学校では、日南町の豊かな地
域資源を活用したふるさと教育を推進してまいりました。しかしながら、中学校を卒業し
て高校に進学をすると、地元に根差したふるさと教育やふるさとの仕事を学ぶカリキュラ
ムはほとんど実施されなくなる現状があり、令和２年度に改訂した日南町教育振興基本計
画の中に、ふるさとを愛し、知・徳・体の調和の取れた子供の育成を目標の一つに掲げ、
日南町に愛着と誇りを持った人材を育成をするため、引き続き自然、伝統文化等の優れた
地域資源を活用したふるさと教育の充実を図りたいと思っています。
　今年度より、日野郡３町が連携をした日野郡ふるさと教育の公設塾まなびや縁側は、日
野郡出身の高校生や日野高生を対象としたふるさと教育を行う場として位置づけられてい
ます。教科学習の指導だけでなく、地域とのつながりを意識し、地域資源を使った課題解
決学習等を行い、様々な関わりの中で生徒の可能性を広げ、人や地域とつながる取組にな
ると考えています。さらに、国や県とも連携をして、本年度から小中高等学校では、ふる
さとでの学びを生かしながら、主体的に学びに向かう力を育み、自己実現につなげていく
ためのキャリアパスポートの作成、活用も義務づけられているところであります。ふるさ
と教育を進めるに当たり、必要不可欠となるのが地域の力であります。学校、家庭、地
域、住民が連携をし、地域とともにある学校づくり、まさにコミュニティ・スクールと連
携、協働した取組が重要となります。コミュニティ・スクールの取組が活発に行われるこ
とにより、より充実したふるさと教育の取組になると考えています。
　以上、坪倉勝幸議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。
○議長（山本　芳昭君）再質問がありますか。
　９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）求人と求職のミスマッチの件についてでありますけども、
具体的にハローワーク、それから商工会との連携というのはどういう形で、今現在という
か、これまで取り組まれた、今後どのように展開をされようと考えていますか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）もともとハローワークは求人のポジションでありますし、商工会
もいろんな情報が入ってくるポジションであります。今、どういいましょうか、ハローワ
ークに出すケースは、もちろん短時間労働であったり時間が少なかったり、一般的には週
４０時間ですけども、様々なケースがあって出されているというふうには思ってますし、
毎月、今、募集いうですか、ハローワークの求人票あたりも町民の皆さんにも紹介をさせ
ていただいてる経過でございます。ですから、高齢者の方も含めてですが、少し身近な形
が将来的な姿として必要ではないのかなというふうに思っておりまして、まだ確定してる
わけではありませんが、よく周辺でも、鳥取県でも県版のハローワークができたり、ある
いは町版のハローワークというようなイメージのものが今少しずつできつつあるなという
ふうに認識しております。ですから、そういった意味でそういう、より住民の皆さんと身
近に相談ができたりするコーナーっていうか、組織の在り方がこれからは必要ではないの
かなという、まだちょっとイメージ段階ですけども、そういったことも含めて、後段にも
出てきておりますが、高齢者でいくとシルバーさんあたりもこれから、今活躍しておりま
すけど、その辺の集合体を兼ねながらそういう姿もあるのかなと、今、想像的なところで
すけれども、そういう考え方を持っております。
○町長（中村　英明君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）答弁にもありましたように、ハローワークの情報は日南チ
ャンネルとかで出しておられますけれども、先ほど町長が答弁の中で答えられました地方
版ハローワークについてであります。私もこの議場で何年か前に提案したことがあります
けども、鳥取県版ハローワークとの連携の状況は今ないと理解をしていいのかもしれませ
んが、やっぱりその地方版ハローワークは労働局のハローワークと違っていろいろサポー
トがきめ細かくできる制度が特徴なわけですよね。そういったところをうまく活用して県
版のハローワークとの連携、県のハローワークは日野にはなくて米子にしかありません。
そして逆に、東京に県立ハローワーク東京があります。そういったところとの連携、都市
との連携も含めると、県立ハローワークとの連携というのは重要だと思いますが、いかが
でしょうか。併せて、先ほど触れられましたけども、町でのハローワーク業務、これも法
律によって可能なことになっておりますが、改めて伺います。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）基本的には、おっしゃられるように、そういうことを企画したと
きには県あたりのハローワークの連携というのは重要視していかないといけないっていう



ふうにはもちろん思っております。以上です、取りあえずいいです。
○議長（山本　芳昭君）町でやってはどうかという質問。
○町長（中村　英明君）ごめんなさい。基本的には、さっき申し上げましたように、そう
いうことも視野にちょっと前向きに検討していきたいというふうに思っております。た
だ、それだけでなくて、やっぱり多少付加価値をつけていく部分も同時にあるのかなとい
うふうに思っておりまして、町版のハローワークだけでなくて、その事業もそうですけれ
ども、多少、二、三個肉づけできるような形のものを併せて検討できればなというふうな
イメージでおります。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）答弁の中でインターネット等を活用した情報発信という、
企業紹介などということもありますけれども、これまでにも情報発信の重要性について
は、私どももですし、町長サイドも非常に認識は強く持っておられると思いますけども、
結局それが充実できてない。誰が責任を持ってやるのか、そこが明確になっていないのが
一番の原因だと思いますが、今後、期限、そして誰がやるのか、そういったところについ
ての考えをお聞かせいただきたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）基本的には、おっしゃられるように、やっぱり主体となる部分の
明確さがなかった分も否めないところもあるというふうには反省をしておりますので、そ
ういったところをやっぱり、どういいましょうか、先ほど申し上げました雇用っていう部
分の範疇の中で、ある程度統一した形のものはやっぱりつくっていくべきかなというふう
に思っておりますので。次のところにも項目にありますが、外国人あたりの話も今現在進
めておりますけども、そういったところの包括的なところの中で一つの母体をつくってい
く、組織上の中で、ということの在り方は重要かなというふうな認識を持っております。
ということで、併せてインターネット部分も主体的な形の中でそこに位置づけていければ
というふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）県立のハローワークの特徴として、働きたいあなたを応援
します、いわゆる求職者側のほうに対するサポート、そして企業の人材戦略を支援しま
す、企業側、人を求める側の事業所に対してＰＲの仕方ですとか人材確保の方法ですとか
やっぱり相談に乗ってくれます。そして、先ほど東京事務所の話もしましたけども、
ＩＪＵターンの就職を応援しますということで、やっぱり生活面も含めた支援体制があり
ます。そういったところも含めて、労働局のハローワークだけではなくて県のハローワー
ク等の連携を深めていってほしいなと思っております。
　次に、高齢者の就業促進についてでありますけども、ソフトバンクとの連携で進めてる
ショートワークのシステムについてもう少し詳しく、どういうことか説明をいただきたい
と思います。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）内容につきましては、担当課のほうで回答させます。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）お尋ねのあったところでございます。まだどういう方向性、
方向性ほどは、先進地である町が取り組んでおります仕事のショートタイムを進めていく
というものがあります。それをイメージしております。具体的にはこれから詰めていくと
いうところで今プロジェクトを立ち上げたところでございますが、やはり組合まではなら
ないにしても、そういった受皿となる組織をつくりたいと思っております。そこに、求め
る側、それから働きたい側の両者のニーズを寄せて、それをマッチングさせていく。ここ
には、その仕組みですが、高齢者にとどまらず例えば子育てをされるような方、そういっ
たところも短時間でお勤めいただいていくというようなところも視野に入れた包括的なそ
ういった取組を今考えて進めておるところでございます。以上です。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）ショートワークっていうこと、もちろんいいことだと思い
ますが、現実的に、今、社会福祉協議会が事務局持ってますけども、シルバー人材センタ
ーの事業量、参加人数っていうのはどういう状況でありましょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）詳細の数字につきましては担当課から回答させますが、近年の状
況からいきますと、新規の会員の登録者についてはあまりないという状況だろうというふ
うに認識しておりますが、労働の仕事の量につきましては、やはり横ばいではないのかな
というイメージで私はつかんでおります。ただ、どういいましょうか、細かい業種の種類
だとかなんとかについてのやっぱり少し戦略的な、こちらから求めていくっていう状況に



は少し不足する部分もあるのかなというふうに思ってますし、やり方によってはやっぱり
インターネット、ホームページあたりをつくって、町内だけではなくて県外にお住まいの
方の皆さんの仕事の場づくりっていうのは、可能性としてないことではないというふうに
思っておりますが、以前そういった話も現場の皆さんと話しした経過はありますけれど
も、現実には至ってないというのが状況でありますが、ですからそういった意味で短時間
の労働の、どういいましょうか、職種っていうところは、逆にはつくれるんではないのか
なというふうには思っておりますので、積極的にこれからそういったところも、今回の
６０代、７０代の働きたいを少しは解消できる部分が生まれるんではないのかなというふ
うに努力していきたいと思います。
　詳細につきましては、担当課のほうから回答させます。
○議長（山本　芳昭君）渡邊福祉保健課長。
○福祉保健課長（渡邊　輝紀君）シルバー人材センターの報告につきましては、ちょっと
資料のほう持ち合わせておりませんが、昨年度、選挙があった関係で、若干、全体的な仕
事量は増えてるということで決算報告のほうはいただいております。例年、大体同じよう
な数値できておりますが、先ほどの町長の答弁にもございましたように、なかなか新しい
会員さんの確保が難しいということで、会員登録しながらもなかなかやはり仕事がないと
いうのも現実のようです。ある方については、ある程度仕事の内容は偏ってしまって同じ
方ばかりに仕事が行ってしまうというような現状もあるということは伺っております。詳
しい決算報告あるいは作業日数等につきましては、また資料のほうは提出をさせていただ
きます。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）シルバー人材センターについて、やっぱり会員に対するア
ピール、そして町民に対するアピールが非常に足りてないと思っております。やっぱり高
齢者、６０歳以上ですけども、そういった方々の技能を生かしていただく、そして町内の
仕事を回していただくという面で非常に有効な手法の一つだと思いますので、さらなる
ＰＲが必要だと思いますので取組をお願いをしたいと思いますが、がしかし、そもそも、
ちょっと順番逆になりましたけども、高齢者の方が働けるまで働きたいっていうところの
意識、大部分の方がそう思っておられますけども、きちんと自分の能力あるいは時間の範
囲でのんびりと働きたいっていうふうに思っておられる方もその中にはあるんじゃないか
なと、きちんとした雇用契約あるいは請負などで仕事をしたいっておられる方も当然相当
数おられると思いますけども、そこのところをやっぱり実態を明確に把握しないと有効な
対策につながっていかないのではないかなと思います。アンケートだけでは分かりにくい
部分もあろうかと思います。でなければ、もっとシルバー人材センター等の活用が、登録
があってもいいのかなっていう感じは、あくまでも感じですが、します。ですので、実態
把握をまず行った上で有効な対策を検討すべきだと思いますが、どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）アンケートですので、働きたいという意思があるっていうことは
分かりましたので、おっしゃられるように、じゃあ次、どういう雇用形態が望まれてるか
っていうところまではアンケートの中では整理し切れてないっていうのが現状だろうとい
うふうに思いますので、いろんな多様な考え方、あるいは条件的なところも個々的には出
てくるんだろうなというふうに思っていますので、そういったところを少し、どういいま
しょうか、状況把握しながら、どの分野でどこが雇用につながるのかっていうところはこ
れから求めていきたい、あるいは整理をしていきたいというふうに思います。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）シルバー人材センターに関わってでありますけども、日南
町内では取組がないのかなと思いますが、いわゆるシルバー派遣っていう制度がありま
す。これは具体的に米子のスーパーあたりで定期的にずっと買物カートの整理をされとる
ような方がいらっしゃいますけども、こういった方はその相手側企業との契約になって、
シルバー派遣という形で一定期間、一定時間勤められるというような制度であります。シ
ルバー人材センターのように、センターが料金を徴収したり支払ったり、あるいは手数料
を取ったりということがなくて、一定のシルバー人材センターを活用したシルバー派遣っ
ていう制度があるわけですけども、そういった取組も町内において可能な部分があるんで
はないかなと提案をいたしますが、いかがでありましょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）すみません、ちょっとまだ勉強不足で申し訳ありませんでしたけ
ども、今、そういうおっしゃられるような形の雇用形態もあるというふうに確認しました
ので、どういいましょうか、その内容について整理しながら、場合によってはシルバーの
皆さんとも確認しながら進めていきたいというふうに思っておりますし、また、需要があ



るようでしたら町内の皆さんへの事業所との関連的なところにもつなげていければという
ふうに思います。ありがとうございます。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）審議時間の短縮ということもありますので、早めに進めた
いと思いますが、次の外国人技能実習生制度の人材確保についてであります。いろいろ環
境整備だとか取り組んでおられますけども、実態として町内の事業所、企業に外国人を受
け入れられたいっていう切迫した要求があるのでしょうか、現時点で。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）どういいましょうか、建設業の方に、今年２名入られました。従
前からはオロチさんだとか、その上にもおられまして、町内でもやっぱり少しずつ増えて
きてるっていう状況があります。昨年度あたりから、外国人の技能実習生の在り方という
か、実際に来てもらう的な流れをつくるために、学校あたりからできないかとかといろん
な試行錯誤をしてきてまして、いわゆる日本語学校的なところを、学力を学ぶっていう仕
組みと併せて、その次に事業所への派遣っていう流れっていうところも試行錯誤してきた
経過があります。とはいいながら、なかなか学校自体をつくるっていうことも難しいのか
なというふうに思っておりまして、今の一般的な流れからいきますと、外国人の技能実習
生を受け入れるって話になりますと、御承知のとおり監理団体というようなところを経由
していかないといけない、送り先もそうですし、受入れ側の国もそうですし、そういった
組織の法的な流れの中で、今やはり、うまくいく、どういいましょうか、スムーズにい
く、よりスムーズにいくっていうことを今検討しておりまして、どういいましょうか、ま
だまだこれ少し時間がかかるのかもしれませんが、いろんな角度から今検討しながら、試
行錯誤して詰めていってる段階だというふうに思ってますので、もう少し時間がかかるか
なと思います。
　ただ、まあ、一つの目的でありますゾーンモド市との交流につきましては、新しく交流
支援員を採用しておりますので、その方の中で交流をより強固にしていってる状況であり
ますので、少しお時間をいただければというふうに思います。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）もっと、端的に答えていただきたいんだが、町内事業所、
企業に本当に切迫した要求っていうのはあるんですか、技能実習生、モンゴルから受け入
れたいっていう。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）担当課のほうから答えさせていただきます。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）今、企画課で把握しておる状況でございますが、人を求める
声はございます。しかしながら一方では、先ほど町長おっしゃいました監理団体への登録
でしたり、それら手続にかかります費用が、今課題となっておるような現状でございま
す。以上です。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）費用が課題という状況なら、お金で解決できる問題なんで
考え方によってはいいんですけども、本当にその企業、事業所の要求っていうのは何社、
何人ぐらい、具体的に、例えばすぐにでも入れたいっていう要求は、どの程度あるんです
か。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）具体的に、町内にあります全事業者を対象に聞き取りでした
り、アンケートを行ったわけではございませんので、個別に確認する範囲、感覚でしか御
答弁させていただけませんが、数社は確認をしております。ただ、その中でお金というの
は一つの課題と捉えておりますが、こちらも少額ではなく、ある程度まとまったお金が数
年かかるというところがございます。そうなってきますと、なかなか一事業所でそれだけ
の経費をかけて育てていく、その上で３年から５年という限られた月日の中で、また人が
替わりというような今の制度あたりを総合的に見て、なかなか活用がしにくいというよう
な声を聞いております。
　そういった中で、特定技能という新たな分野も出てきたわけでございます。その辺りは
今後の取組としては注視したいと思いますが、現状の外国人技能実習生制度に限っては、
そういった状況でございます。また、中小零細というようなところでは、投資の部分では
厳しいところもありますが、そういったところを、この監理団体以外の特定地域づくりと
いうようなところも視野に、今現在、検討を進めておるところでございます。以上です。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）先ほどの発言で、お金で済むことならっていう発言もいた



しましたけど、それも含めて、企業が負担をしてでも外国人技能実習生を求めるっていう
強い意思が、本当にどれだけあるのか疑問に感じてもおります。そういった中で、ＫＰＩ
として本年度３人、５年間で１１人入れる目標を立てておられますけども、本当に現場と
して、そこまでの要求はないのではないかと、何とかほかの国内人材を求める方向で、積
極的に動かせる道はないかなというふうにも感じるところがあります。ですので、この毎
年予算も計上されて交流支援員も入れられましたけども、この事業そのものに、過度な期
待を私はしてませんけども、今後の取組についてどうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）現状は、企業側の要望は先ほど回答させてもらったところではあ
りますけれども、今後の在り方として、やはり人材不足っていうところは否めない事実だ
ろうっていうふうに思います。そこで外国人なのか、国内の皆さんなのかって話もあると
いうふうに思っておりますが、やはり一つの考え方とすれば、外国人の皆さんに来てもら
ってというところはあると思いますので、そこは引き続きやらせていただきたいというふ
うに思っております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）国内だろうと、外国人だろうと、一人でも多く来ていただ
けるってのは求めたいと思いますので、併せてよろしくお願いをしたいと思います。
　次の、特定地域づくり事業協同組合制度についてでありますけども、今月４日に施行さ
れたばかりでありますし、先週でしたかね、県で説明会があったのかなと思いますけれど
も、根本的に町として、こういう制度、まあ漠然と取り入れたいっていうのは分かります
けども、具体的な検討の方向、そして町内への周知等についてはどうお考えでありましょ
う。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）この制度の概要が出されてから少し時間はたちますが、なかなか
詳細なところが不明な点もありまして、県も含めて、勉強会の形を取らせていただいてお
ります。３月であったり、あるいはその後もう一回するというようなことでありましたけ
ど、ちょうどコロナ騒ぎが始まってしまってストップした形にはなっておりますが、全体
的なイメージはついておりますが、具体的なやはりポイントとなりますいわゆる事業の参
加者、併せて出資額っていうところがまず必要だろうというふうに思ってますし、その
後、母体もつくったり、あるいはその後は就業に、職員になってもらう皆さんを公募とい
う流れだろうというふうに思っとります。
　制度的にはありがたい話かなというふうには思っておりますが、まだ初期の段階のとこ
ろの参加者のところが、まだまとめ切れてないっていうのが現状であります。ですから、
引き続いてこの制度を利用する形で考えていきたいというふうに思っておりますが、併せ
て、どういいましょうか、組合が設立しやすい体制の中の、例えば４事業者以上とか、そ
ういったところを少し緩和ができないかとか、そういう要望も同時にはしていきたいとい
うふうに思っております。
　最初の段階で、３町でやったらどうかっていう話で一緒に勉強会をしてきた経過があり
ますが、そういった、少しぼやけた形の現状がある中で、整理が仕切れてないというとこ
ろもあります。ただ、方向性とすれば、できれば可能であるならば３町でやるっていう方
向は一つはありかなと思いますが、ただ、こういう状況でありますので、それぞれの市町
村がどう考えていくかという、まだ最終整理ができてないというふうに思っていますの
で、とはいいながら、制度が始まって、もう申請しないといけない状況があるっていうふ
うに認識しております。ただ、それで今回のコロナの関係で、それがまた先延びするって
いうことはあるのかないのかっていうとこは、ちょっとまだ情報収集し切れてないとこが
ありますけれども、すぐすぐっていうことにはならないかもしれないなというふうには、
今年度というわけにはならないのかもしれませんが、それの準備段階が今年それの位置づ
けにしていければなというふうに思っております。具体的に申し上げると、参加団体を、
まず出資金も含めて、やはり確認をしていくということが大事かなというふうには思って
おりますので、冒頭の施政方針あたりで、前向きに検討しますというお話をさせていただ
いておりますので、そういったところの一つの求人の在り方、雇用の在り方の一つの中山
間地版だというふうに私は思っておりますので、ぜひとも活用ができる形を準備していき
たいというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）都市部からのＩＵターンの促進も、次にあります地域おこ
し協力隊の受入れ等も含めて、町外の労働力を町内に取り込んで、それを各事業所に、年
間を通じてでなくて、やっぱりその時期的に配分をして、いわゆる人材派遣業ですけど
も、そういった取組をするということで、日南町の町内の定住促進、若者に限りませんけ



ども、人口増加に対する取組の一つとして非常に有効だと思っておりますが、そうした中
で、事業所のみならず、個人事業者も含めて制度の周知、まずこれが町内で行うべきだと
思いますし、現場のどれぐらいの労働力を要求されてるのかのニーズの調査、実態の調
査、そういったところの把握がまず必要だと思いますが、ＰＲと実態把握、どうお考えで
すか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）おっしゃられるとおりで、また併せて出資金的なところも必要な
制度になっております。ですから、その辺も含めてＰＲに努めていきたい、それと聞き取
りといいましょうか、そういう労働力のニーズに対しての把握に努めていきたいというふ
うに思ってます。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）こういう取組について、農業関連でいうと、鳥取西部農協
あたりがかんでくれると、非常にうまく全体が回っていくのかなというような感覚もあり
ますけども、そういったところも情報として出しておきたいと思いますが。
　あと、いわゆるマルチワーカー、いわゆる働き手、地域づくり人材の確保というのも、
これもまた本当に大変なことだろうと思ってます。組合員が要求をする人材が確保できな
ければ、組合員もメリットがないわけですから、出資や事務を負担するメリットがないわ
けですから、そこのとこで、いわゆるマルチワーカー、地域づくり人材の確保に向けた町
外へ、あるいは都市部への情報発信について、前の質問とも重なりますけど改めて伺いた
いと思います。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）特定地域づくりの中で、やっぱり一番、先ほど申し上げた、事業
者の話をさせてもらいましたけど、実際そういうことが生まれて、運営する母体のほうの
重要性っていうのは認識しておりますので、そういった多様的な業務が担える人材ってい
う、いわゆる協力隊あたりも含めてですが、そういった人材の確保は重要な位置づけにな
るというふうには認識しておりますので、一つ一つを整理して、きちんとした運営ができ
るように努力していきたいというふうに思っています。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）町内への情報発信、制度の周知にまずは力を入れていただ
きたいと思います。
　次の、地域おこし協力隊についてでありますが、午前中、近藤議員の質問の中でやり取
りがありましたが、１点ちょっと確認ですけども、この地域おこし協力隊は、必ず町の職
員になるってことはないんじゃないですか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）必ずなくてもいいということですが、ちょっと条件的には分かる
範囲で回答させていただきたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。町長お答えありましたように、町職員にな
らずとも、町が委嘱という形になります。具体的には、今年度、産業振興センターの職員
でしたり、といったところは町の委嘱という形で整理させていただいております。以上で
す。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）町が直接雇用する雇用型、そして實延課長が説明がありま
した、町が一旦受け取って委嘱をするっていう形、そしてもう一つのいわゆる地域おこし
協力隊として来た人は、個人事業主と認めて一定業務を委託をするっていう、委託方式も
あるわけなんですよね。そういったところも組み合わせますと、本当にいろんな場面で協
力隊っていうのは活用できるんだろうと思っております。午前中の議論の中で、町長は目
的を持って生活のめどを持ったような形でっていうところを言われましたけども、やっぱ
りそこは私はそれでいいと思っております。今まで地域おこし協力隊、言わば町、並びに
町に関連をする、いわゆる公共的なところばかりでありましたけども、私はもっと民間を
含めたところで募集、募集っていうか活動をできる場を広げていくべきだと考えますが、
いかがですか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）制度上そういうことができるということでありましたら、要は民
間の皆さんともやはり情報収集しながらこういう形ができないかとか、そういったちょっ
と広い範囲の中で検討させてやってください。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）農業分野もそうですし、商工業の分野もですが、いわゆる



後継者問題っていうのがありまして、事業をどういう形で誰に継承していくのか、そうい
ったところ辺りも、公正な手続の上でこの事業を継承をしていただける人材を募集します
よと。で、もちろん条件に合えば、地域おこし協力隊として３年間、委託しますよという
ような形でもできるし、ほかの自治体ではそういう形を取ってるところもあります。です
ので、もっと民間も含めた町内事業所等も含めたところで、そういった活動の場というの
を広げていただきたいということを重ねて要望したいと思いますし、併せて、やっぱり地
元、そして町外への情報発信。全てに関わることでありますけども、大事だと思います
が、地域おこし協力隊の受入れについて、総合計画でも今回初めてこういう地域おこし協
力隊の項目が出てきました。改めて、様々な分野で活躍できる人材確保に向けて、町の体
制を整備しますというところもありますが、考え方を改めて伺います。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）おっしゃられるように、今までは農業研修生、農林業研修生あた
りを中心にしてきましたけれども、多様な捉え方はできるっていうことであるし、仕組み
的にもそう、可能だという判断ですので、その辺の内容も地域おこし協力隊の、どういい
ましょう、来ていただくっていうことはもちろんその話ですけれども、どういうやり方が
あるのかっていうところも少し勉強しながら、事例あたりも勉強しながら、具体的な取組
のほうに進めていきたいというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）空き家の対応についても、午前中も議論があっております
けども、やっぱり、そのすぐに入れる空き家が必要だということは、認識は同じだと思い
ますけども、その中で、すぐに入れる空き家の登録を推進をするということでありますけ
ども、具体的に町内の空き家を調査されて、すぐ入れそうだけど登録がされていないなっ
ていうような物件っていうのはどの程度あるんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）空き家の中で、すぐ、どういいましょうか、利用ができます、活
用ができますっていうのは七、八軒というふうに今聞いておりますが、登録ができてない
けれども、すぐ利用できるっていうところ、ちょっと私のほうで今数字的にありませんの
で、もし分かりましたら担当課のほうで答えさせていただきます。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）改めてお答えさせていただきますと、現在空き家の登録件数
として整理しております７６軒に対しまして、契約物件数が５１軒の状況で、未契約件数
につきましては２３軒という状況でございます。先ほど町長おっしゃいました七、八軒と
いう数字、８軒として整理しておりますが、それを差し引きますと、１５軒程度は何らか
の改修が必要であるという状況でございます。それから、重ねてちょっと今の現状を御説
明いたしますと、なかなか登録に至らないという部分におきましては、まだまだ所有者さ
んの思い入れが強かったり、年に数回ではあるけども利用したいであるとか、というとこ
ろから登録につながらないというようなケースもございますし、なかなか登録しても改修
がもうはなから必要であるとして、あえて登録されないというようなケースもございま
す。議員おっしゃいますような、すぐに入れるというような物件を目指して、相談員含め
鋭意取り組んでまいりたいというふうに考えておるところでございます。以上です。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）今の課長の説明にもあったわけですけど、年数回でも帰っ
てきたいとかっていう思いのあるおうちについては、やっぱりそれはそれで関係人口をつ
なぎ止めるっていうか、そういう関係を保つためにも、それは無理強いをすべきじゃない
と思います。本当に登録を、いいですよって登録されてる方がおられたら、それは登録を
していただいて、活用させていただくという考えでいいと思いますが、しかし、なかなか
実態としてそういうふうになってないとすれば、視察に行った隠岐の島町あたりでも、そ
の町が一括借り上げをして町が改修して入居していただくとか、そういうようなことをし
た自治体もありますし、本当に空き家にこだわる、どこまでこだわるかっていうこともあ
りますけども、例えば町の遊休施設を間仕切りをして、人が生活できるような住宅にして
いくというようなことも含めて、やっぱり町内の住宅事情、そして勤務なり、就職される
方、自営等も含めて、住宅事情を見ると、やっぱりもう少しそういったタイプの住宅が必
要な状況にあるのではないかなと感じておりますけども、総合的な空き家対策、そして空
き家をはじめとする住宅の確保について、認識を改めて伺います。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）空き家につきましては、所有権が民間にそれぞれありますので、
いわゆるこちらとしての希望も伝えながら、御理解をいただいた中で登録につなげていけ
ればというふうに思っております。ただ、その機会があまりないというのはあるのかもし



れませんけれども、どういいましょうか、空き家になってから話をするとなかなか直接的
なお話がするのに時間がかかるっていうケースもあるというふうに思っておりますが、で
きるだけ早めの話も、こういう仕組みがありますっていう制度の仕組みだけは早く伝える
ことができたらなというふうには思っています。
　ただ、おっしゃられるように、今空き家っていうのはある程度地域性的なところもあり
ますし、求められるときにもやはり多少、どこがいいとか悪いとかっていうことではなく
て、求められる人が入るのに適した地域っていうところがあるというふうに思ってます。
当面今、考えているのはやはり、午前中にも申し上げましたが、林業アカデミーの関係の
皆さんだとか、いわゆる１年間ですけれども、やはり定員数はある程度は確保、それに近
いものは確保していく必要がこれからあるのかなあというふうに思っていますので、その
辺の整備が、空き家を利用するのかどうかっていうところはちょっと前向きに検討もして
いきたいというふうに思ってますし、それ以外の住まいという分野の中で、全体的にやは
り少し不足ぎみがこれから生まれてくるんだろうというふうに思っています。ある意味、
生山の分譲地もあと１戸になりました。ですから、ある意味ではそういったところも含め
た形で、少し先行的な投資の在り方を私は考えていきたいというふうに思っておりますの
で、また具体的には御相談をさせていただければというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）住宅の確保についてでありますけども、中心地域の世帯用
アパートであったり、生山の分譲地であったり、比較的中心地域での整備がこのところ行
われておりますけども、農業研修生を受け入れ、地域で農業を展開していただくというと
きに、私は一つの案として、団地を形成してアパート方式で行うべきだという言い方をし
ましたけども、その当時の増原町長は、そりゃ地域の担い手が必要なんだと、ですので団
地方式じゃなくて可能な限りそれぞれの地域に入っていただきたいという発想で事業を進
めておられました。その成果として、多里であったり山上だったり、印賀であったり大宮
だったり、農業研修生が定着して、その地域の担い手として活動をしております。そうい
う事例からも考えますと、中心地域ばかりじゃなくて、各地域にやっぱりそういった住宅
も必要ではないか。今高山市ですけども、かつてありました清見村、非常に過疎地で小学
校が廃校になるような地域に、町営住宅を多数建てて、そこに人を呼び込むっていう施策
を取りました。それは旧会見町の鶴田もそうでありますけども、またそういった取組も一
方では必要ではないかなと、あまり中心地域にだけ施策を集中するっていうことについて
少し疑問に感じるとこもありますけども、その辺についていかがでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）住まいという観点からいくと、やはりイコール仕事的なところの
観点も加わってくるんだろうと思います。ですから、農業の研修生が今営みをされてるケ
ースはやはり農地との連動性というか、そういう考え方は必要な考え方だというふうに思
っていますので、ですから、農地の近いところにやはり住まいを求めるっていうのは基本
的な捉え方だと思います。ただ、これからの在り方として、やはり例えば農業法人に勤め
るっていう話の勤務形態っていうところだって、将来的には生まれてくるんだろうという
ふうに思います。そうするとやはり、選択肢として農地にできるだけ近いっていうところ
に限定する必要はないというふうに思っています。ただ、個人が事業主でやるケースって
いうのは、やはりそういうケースは重視すべきだろうというふうに、今、各地域に農地求
められますので、そういうところは必要ではないのかなというふうに思っておりますの
で、ですから、どういいましょうか、仕事とやっぱり住まいっていう考え方はそれぞれが
あっていいのかなというふうに思うし、やはり目的があって、目的のための、どういいま
しょうか、例えば極端な言い方すると、例を言いますと、林業アカデミーのときに、やは
り一番福栄とか遠いところに持っていくっていう、住まいをつくるってことはあまり、ど
ういいましょうか、前向きな話ではないというふうに思っておりますので、ですから、そ
れぞれが中心地域に限定してるわけではなくて、やはり住まいですので、そういう生活圏
と仕事圏と両方の分野の中で判断していくべきだろうというふうには私は思っています。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）ちょっと誤解されてる部分もあろうかと思いますけども、
いわゆる農業や新規就農の団地の話をしましたけども、これ生産団地と農場と住宅をセッ
トにした団地なんです。かつて広島県の豊松などで、日南町からも視察に行っておられま
すけれども。ですので、圃場と住宅をセットにして、そこに複数の生産者が集団で生活し
仕事をするという考え方ですので、誤解のないようにお願いをしたいと思いますが、仕事
と住宅というのはあるのかもしれませんが、やっぱり地域の担い手として活躍をいただ
く、そこで生活をしていただく、こういった視点も必要ではないかなと思います。地元と
の協議が続けておられますので、勝手な言い方はできませんが、例えば山上のおおくさ



荘、たんぽぽの家にしたって、あっこまで１０キロですね、距離的に。十分生活圏として
できるんじゃないですか。やっぱりそういったとこも、本当これ誤解があったら困ります
けども、地元で協議されてますから、だけども、そういったことも含めて、やっぱりあま
り中心地域にこだわらなくても、空き家だってそうじゃないですかね。そういったところ
の住宅施策については、今後検討をいただきたいと思います。どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）もちろんおっしゃられることもそのとおりだというふうに思って
ますが、一つはやはり、どういいましょうか、求める側の発想っていいましょうか、そう
いうことも重要だろうというふうに思ってますので、その辺がうまくマッチングすること
が一番大事だろうというふうに思いますので、特別中心地だけに限定してるわけではなく
て、利用者の方が空き家に住みたいという方も当然おられますし、なので、そういう分野
はそれぞれが尊重するべきだというふうに思ってます。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）ふるさと教育についてであります。午前中も近藤議員のと
ころで議論がありましたけれども、小学校、中学校と高校と連携をしたふるさと教育を進
めるんだということでありますが、これまでの小学校、中学校のふるさと教育の検証につ
いては、検証というか、実績についてどのように分析をされていますか。私は、必ずしも
十分一貫したふるさと教育の体系になっていなかったではないかなと思いますが、いかが
ですか。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）おっしゃるとおり、生活科が１、２年生、それから総合的な学
習が小学校３年生から中学校３年生まで。そこには、ともいき課というような枠組みの中
で、その中でもふるさと学習、ほかにも英語学習、いろんなつけたい力の中で組み入れら
れておりました。もう一回そこのところのふるさと教育を、やはりこれから考えたいのは
やっぱりゼロのところから、保育園のところにもふるさと教育を意識した保育がなされて
いる園もございます。そういったことも含めて、長いスパンの中で日南町に住む子供たち
のふるさとをどういうふうに学んでいくのかということの、体系的な議論が必要ではない
かというふうに思っています。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）その中で３月議会だったでしょうか、その議論がありまし
たけども、やっぱりその学校で教員のふるさと、日南町へ対する日南町の情勢、状況につ
いてのレクチャーが十分されてないために、やっぱり子供たちに伝わりにくいっていうと
ころは事実だろうと思います。やっぱりその授業の言葉の端々に、あるいは休憩時間の会
話の中で、日南町の状況、日南町こうだよっていうようなところがやっぱり発信がない
と、なかなか学習時間の週１時間か、月４時間か分かりませんけども、そういったところ
だけではなかなか伝わりにくいと思うわけですけども、その辺の指導、教育の指導体制に
ついてどうお考えですか。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）これも議論がこれから必要になると思いますが、全てふるさと
教育を学校の教職員が全て担うべきかというところも一つあるかと思います。なかなか年
間ずっと教職員が定住するわけでもなく、何年か先にはやはり異動していく者でありま
す。一つの素材プラス、もちろん地域の伝統とか歴史とかは最低限知ることは必要ですけ
れども、そこのやはり地域の皆さんの出番というか、先ほども午前中、近藤議員さんのほ
うからの御指摘もあったように、やはりそこに非常に熱心に関わっておられる方々、地域
の方々もありますし、専門的な方々もありますし、そういう方々をどうコーディネートす
るかというところの役割が、教職員の中にあるというふうに思っています。もちろん知る
ということ、それからコーディネートできる力量をつけるという、ここがこれからの教職
員の大事なポイントかなというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）もちろん、地域との関わり、地域の人が学校の中に入って
いく、そして子供たちが地域の中に出かけていって関わるというのは非常に大事でありま
すが、さらにその上で学校の先生方にも、もう少し情報を知識として知ってほしいなとい
う思いでの発言でありましたので、御理解をいただきたいと思いますが、やっぱりこれか
らは、教育委員会がしっかりとコントロールタワーといいましょうか、中心となって、保
育園から高校まで連携した、一貫したふるさと教育っていうのが展開できるんですか。さ
れようとしていますが、どうなんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）願いはそこにあるというふうに思っていますし、やはり子供た



ちが日南町に生まれてよかったと、ここにいてよかったということは、やはりそこが生か
される教育でないと駄目だなというふうに思っています。そこをやはり子供たちが学ぶ素
材はたくさんありますし、そして教えたい方々もたくさんいらっしゃるんだというふうに
思っています。それをじゃあ、どのように積み上げていくのかということについて、今保
育園の先生方と教育委員会部局の担当者が熱心に研修をしたり、それから意見交換をして
おります。やはり保育園の保育士さんの考え方なり、それから義務教育の小学校、中学校
の先生方が、やはりそこのところを同じ着地点に立つということには少し時間もかかりま
すし、その交流の中で積み上げていくべき課題ではないかというふうに思っておりますの
で、そこをこれから着実に取り組んでいきたいというふうに思っています。その先にふる
さと教育の実現というものがあるのかなというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）ふるさと教育そのものが、自然とか文化とか、そういった
ものに触れるということだけではなくて、地域の課題に正面に向き合って、地域の一員と
して地域に貢献したり地域を大切にし、自分を大切にする心を培うっていう目的もあると
ころに書かれてるわけですけども、やっぱり地域課題、小学校高学年、中学校、高校生あ
たりについては、以前中学校で展開されておりましたキャリア教育などというような手法
も含めてその地域課題に、自然とかに触れる、文化に触れるということも大切、そっちも
大切ですけども、一方で地域課題に向き合っていくというところを、自分の将来設計も含
めて、そういったところを含めたふるさと教育の推進に期待をしておりますので、日野郡
公設塾も含めてしっかりと教育委員会として整理をし、系統立った事業展開を求めたいと
思います。どうでしょう。まあ先ほど答弁ありましたけども。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）おっしゃるとおり、この議会につきましても中学生議会という
形で傍聴したり、そしてこの議会の中でいろんな意見を述べるというようなことをやって
おりました。やはり高学年から中学校それから高校生に至る、やはり地域の課題、それか
ら住民参画というところが、子供たちがいかにそこができるのかということについても、
ぜひ考えさせていきたい課題でもあります。そこをキャリア教育としてもどう発展してい
くのかというところ、そこのところも、多くのやはり御意見をいただきながら、カリキュ
ラムについて取り組んでいきたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）今般の新型コロナウイルスの感染拡大に端を発して、テレ
ワークの推進ですとか、いろいろな社会の状況、変化が起こってます。そうした中で、や
っぱり都市部から地方へ移住をしたいという希望の方は増えているという報道もされてお
ります。今日の一般質問の議論の中にもありましたが、ピンチをチャンスに変えるという
と、まあ大変語弊があるのかもしれませんが、やっぱりこういうときにしっかりと情報発
信をしていく、日南町の取組、状況について発信をしていくべきだと思います。小田切先
生は、地域の特性を生かし住民がしっかり地域づくりを行っている場所が、やっぱり最終
的に選ばれる地域だと指摘をされております。まさしく日南町、こういった取組が実践を
してるわけですから、そこをどう上手に、上手にといいましょうか、情報発信をしていく
のか、もうここにかかっていると言っても過言ではないと思っておりますので、しっかり
とした情報発信、そして相手先から相談があったとき、申込みがあったときにしっかり受
け入れる体制をしっかり構築していくというのが、非常に重要だと思います。
　今日の項目の中で、いわゆる移住・定住なり就業、就職等について、何点か質問いたし
ましたけども、改めて最後に町長にその情報発信、そして今後の取組等についての決意を
伺いたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）このコロナの影響というところがありまして、おっしゃられるよ
うに地方への関心度は高まったというふうに思っております。一つとして、それこそ農業
研修生制度の再募集のＰＲ、どういうか、募集をすぐしてくださいっていうことは、現場
にはもう５月の段階から指示しとります。その中でやはり、どういうか、募集の内容とか
の表現だとか、要は農業の魅力っていうところも付け加えるようにっていう話をしており
まして、まだまだ十分なところではないというのは思っておりますけれども、できるとこ
ろからということで、第一弾としてはそういう動きを既にさせていただいておりますの
で、報告的なことにさせていただきたいと思います。
　併せて、やはり同じ情報発信でも、その発信の内容の方法っていうのもやはり一工夫す
る必要があるかなというふうには私自身は思っておりますので、一つ一つ丁寧にそういっ
たところを、変えるべきところは変えていきながら、日南町の魅力っていうところの発信
に引き続き努めていきたいというふうに思っておりますので、ぜひいろいろな側面の中



で、御提案なり、御意見いただければ幸いと思います。
○議長（山本　芳昭君）よろしいですか。
　坪倉勝幸議員の一般質問を終わります。
　　　　───────────────────────────────
○議長（山本　芳昭君）ここで暫時休憩といたします。再開を３時からといたします。
　　　　　　　　　　　　　　午後２時５０分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午後３時００分再開
○議長（山本　芳昭君）休憩前に引き続き会議を再開します。
　タブレット６ページから７ページ。
　３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）日本共産党の岡本健三です。
　さて、新型コロナウイルス感染症、以降、コロナと略します。コロナに伴う緊急事態宣
言は既に解除されましたが、代わって新しい生活様式の実践が私たちに求められていま
す。ポストコロナの世界、これはつまり、様々な感染症と共生しなければならない現実
に、皆が気づいた後の世界とでもいいましょうか。この世界では、新しい生活様式の実践
は必要だと思いますし、私自身はむしろこれを歓迎もしています。ただ、ここで気をつけ
なければならないのは、この実践はまず行政や議会から始めなければならないということ
です。つまり、行政や議会には、住民の方たちができるだけ無理なく、ストレスなく、新
しい生活様式を実践できる仕組みづくりが求められているのではないでしょうか。その観
点から、コロナ対策について７点お聞きします。なお、財源としては、主に国の第２次補
正予算で２兆円が増額された地方創生臨時交付金を考えています。
　さて、まず第１に学校給食です。言うまでもなく、学校の臨時休業など、コロナで大き
な影響を受けたのが子育て世帯です。幸い日南町では、保護者の御両親が近くにおられる
世帯が多く、破滅的な困難に直面した方は多くはなかったかもしれませんが、お子さんの
御自宅での食事、学習、精神面のフォローなど、御両親の御負担はやはり大きかったと思
います。これをねぎらうためにも、またお子さんに新しい生活様式へ対応する指導の御協
力を求める意味でも、まずは期間限定で構いませんので、日南町学校給食費補助金の拡充
をしてはいかがでしょうか。
　次に、町は５月の臨時会で、国民健康保険の傷病手当を支給する条例を整備されました
が、対象が被用者、つまり給与をもらって働いている方に限られており、対象となる傷病
もコロナに限られています。事業主の方に対しては、持続化給付金はありますけれども、
経済的な打撃が大きく、持続化給付金では収入の減少を補い切れない状況です。そこでさ
らに、もしコロナに罹患した場合には、それに伴う手当てが必要なのは明らかです。国保
の傷病手当の対象を事業主へも広げるのがよいと考えますが、いかがでしょうか。また、
コロナの影響で、経済的にも精神的にも追い詰められた状況では、他の疾患やけがなどに
見舞われる可能性も高くなると思われます。他の健康保険同様、どのような病気やけがに
も傷病手当が支払われるよう国保も改善されるべきと考えますが、いかがでしょうか。
　次、３つ目です。新しい生活様式の中に、小まめに手洗いというのが含まれています。
この実施を助けるため、上下水道料金の減免を検討してはいかがでしょうか。これは手洗
いの励行とともに、新型コロナウイルス感染症の影響で生じた他の経済的負担を軽減する
のに有効と考えられます。
　４つ目に、新しい生活様式の実践により、飲食店には従来のような人のにぎわいはあり
ません。また理容室、美容室、宿泊施設などは三密を避けるため、予約数を減らすかどう
か選択を迫られています。このような影響による経済的損失を応援するため、町独自の施
策である、新型コロナ感染症対策事業者緊急支援応援金を６月以降も継続する必要がある
と考えますが、いかがでしょうか。
　５つ目に、避難計画の整備状況をお聞きします。新しい生活様式は、現在のところ７月
末まで実施が求められていますが、その後も形が変わったとしても、多かれ少なかれ新し
い生活様式の継続は避けられないと思われます。その中で、大雨や台風など、災害時の避
難計画を再考する必要があるのではないでしょうか、お考えをお聞きします。
　６つ目に、杉材を中心に用材の供給が過剰となり、価格が下落しています。チップとし
ての需要はまだあるようですが、価格は約半分で、林業の事業者さんや山主さんに打撃を
与えているというふうに聞いております。また、宿泊、飲食業や他の小売業の方たちも出
口の見えない状態です。事業者さんを助けるため、国の持続化給付金で足りない部分を上
乗せできるような町独自の給付金事業が必要と考えますが、いかがでしょうか。
　最後に、事業者さん、特に林業の事業者の方は、今、無理に仕事をするよりも休業した
ほうがよい場合もあると思います。休業は生産調整による木材価格の上昇にもつながりま



す。例えば、株式会社グリーンシャインさんは、５月から６月にかけて３週間休業されま
した。その後、６月１０日の木材市況では、杉材の価格が幾らか持ち直しています。これ
にはグリーンシャインさんの休業が関係したのではないでしょうか。休業した場合、従業
員の方の給与は国の雇用調整助成金により、２次補正で１００％賄われるということにな
りました。それでも、特に小規模事業者の場合、申請に必要な経費や手間はかなりのもの
です。また、休業すればリース料、保険料などの固定費は事業主さんの負担になります。
できるだけ少ない負担で事業主の方たちが休業できるよう、町独自に雇用調整助成金への
上乗せをしてはいかがでしょうか。そうすることで、休業を進めて、山主さんが育てた貴
重な森林資源が安く買いたたかれるのを防ぎ、また、従業員、事業主双方の負担も可能な
限り抑えることができるのではないかと考えますが、どうでしょうか。
　以上で最初の質問を終わります。
○議長（山本　芳昭君）執行部の答弁を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）岡本健三議員の御質問にお答えしたいと思います。
　先ほど岡本議員の冒頭の中で、７項目の提案型の御質問がありました。その財源が、地
方創生の臨時交付金をという方針の中での御提案ということでお聞きしました。冒頭申し
上げましたように、現在、国の第２次補正の中の先ほどの交付金ですけれども、補正は金
額は決まっておりますが、内容的なところがまだ市町村に下りてきてない状況でありま
す。昨日少し聞き取りをした中でいきますと、早くても今週末、あるいは来週の初めでな
いと、具体的な数字が出てこないというような状況でありますので、まずお知らせをする
とともに、そういった状況の中で、全体的な経済対策というものを考えていきたいという
ふうに思っております。
　そうしますと、新型コロナウイルス感染症対策についての、７つの項目で御質問いただ
いておりますが、最初の学校給食費補助金の拡充についての御質問につきましては、この
後、教育長のほうから答弁をさせますのでお願いします。
　２項目めであります、国民健康保険の傷病手当制度の拡充についてという御質問につき
ましてですが、傷病手当金は、けがや病気の療養のために労務に服することができない期
間の所得保障でございます。事業主自身への支給対象拡大につきましては、事業主が事業
経営に責任を負い、自らの報酬を決定すべき立場にありまして、報酬の減額等受けるべき
立場にないことから、支給しないとする考え方が一般でございます。ちなみに、今回の新
型コロナウイルス感染症による傷病手当金におきましても、国が特別調整交付金で全額財
政支援されます。個人事業主自身は対象外となっております。事業主への支給はすべきで
はないというふうに思っております。また、新型コロナウイルス感染症以外の疾病への傷
病手当金など、さらなる給付制度を設けるには、いわゆる国保税の負担増を避けることが
できません。国の財政などの議論が必要と考えますので、現在のところ、他の疾患に給付
を拡大する条例改正につきましては検討をしておりません。
　次に上下水道の減免についてでございますが、いわゆる専門家会議の中で御提案を踏ま
えまして、厚生労働省から、新型コロナウイルスを想定した新しい生活様式が公表されて
おります。日常生活の中で取り入れていただきたい項目としまして、最初に一人一人の基
本感染対策、２つ目が日常生活を営む上での基本的な生活様式、３つ目が日常生活の各場
面別の生活様式、４番目が働き方の新しいスタイルについて、それぞれ具体的にイメージ
いただけるよう示された実践例の中に、家に帰ったらまず手を洗う、シャワーを浴びる、
手洗いは３０秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う、まめに手洗い、手指消毒する、など
が上げられております。こうした感染症対策は、個々で実践していただいてるところでご
ざいますが、簡易水道の家庭用一般使用水量は、前年と対比してほぼ変動がなく、これら
の対策により使用水量が増大している傾向は見受けられません。また、町内の普及率は、
水道が７２％、下水道が約８０％でございまして、上下水道料金の減免は、全町民を対象
とした公平性に欠けております。このことから、当面は新型コロナウイルス感染症の影響
を受けている個人や事業者があれば、料金の延納や分納などの個別相談を行っていきたい
というふうに思っております。今後の情勢に変化が生じれば、対策を検討をしていきたい
というふうに思っております。
　次に、４番目になりますが、新型コロナ感染症対策事業者緊急支援応援金の６月以降の
継続についてという内容でございます。新型コロナ感染症対策事業緊急支援応援金は、御
承知のとおり国の持続化給付金の対象とならず、また、緊急性のある支援を要すべき者へ
の支援を目的に、本年２月から５月までの任意の３か月間の売上額と前年度同時期の任意
の３か月間の売上額を比較して、１５％から５０％未満の減少があった事業者を支援する
こととしたものでございます。岩﨑議員の一般質問でもお答えしましたけれども、６月
１２日現在４件の申請で、１２件の相談を受けている状況でございます。５月までが算定



対象月でございまして、６月に入ってからの申請が今後増えていくものと思っております
けれども、商工会から事業ベースで確認している以外にも、影響は様々な形で多方面から
お伺いをしておりますし、その経済循環を取り戻していくには、相当な時間がかかるもの
と予測しております。
　今回の応援金が、町内の事業者にとって効果のある内容であったのかは、期間の延長、
あるいは金額にしても、妥当であるかどうかを見極めるためにも、もう少し検証が必要と
感じております。国の追加対策として、総額３１．９兆円の第２次補正予算が１２日に成
立し、その中には経済的支援も当然含まれており、先頃この内容が明らかになったところ
でございます。また、県におきましても、６月定例会におきまして、総額１２５億円の補
正予算案が上程されております。その中には、きめ細やかな経済的支援が拡充、あるいは
追加で打ち出されているところでございます。町では今後、国の第２次補正予算にある新
型コロナ感染症対応地方創生臨時交付金の拡充分について、有効活用を図るべく、その事
務手続として並行して、事業者へのさらなる支援制度について、現在検討、協議を進めて
いるとこでございます。その議論の場で一緒に検討していきたいというふうに考えており
ます。
　５番目の、災害時の避難計画の変更についてでございますが、新型コロナウイルスの感
染予防と拡大防止のため、新しい生活様式については既に実践していただいているところ
でございます。避難計画におきましては、新しい生活様式の行動を取り入れながら避難対
応を行う必要がありまして、感染防止に必要なマスク等の準備や、三密を防ぐ環境整備な
ど、これまでの避難計画に加え、新たな対応が必要となります。さらに、三密を防ぐため
に、避難所の分散についても検討していることから、避難計画の見直しの準備を進めてお
りまして、併せて住民の皆さんに御理解いただくよう、周知を進める必要があるというふ
うに考えております。
　６番目の、国の持続化給付金に上乗せする町独自の給付金事業の実施という御質問であ
ります。コロナ禍によりまして、町内の事業者でも影響の大小は様々な状況でございま
す。この影響は先行き不透明な中でもあり長期化も懸念されるため、町内の事業者がコロ
ナの影響により廃業することなく事業を継続していただくために、町としてどのような支
援が有効であるか、国や県における追加支援策とともに、国の新型コロナウイルス感染症
対応地方創生の臨時交付金の拡充による町への配分を活用した追加的な経済対策に取り組
んでいくこととしております。御質問の内容も状況を見て検討をしていきたいというふう
に思っております。
　次に、７番目の、林業事業者への雇用調整助成金の上乗せ給付ということでの林業関係
者の負担軽減でございますが、新型コロナウイルス感染症によります林業家への経済的影
響につきましては、顕著に４月以降の木材市場の市場におきまして、１立米当たり杉の平
均木材価格が４月の８日の市では９，２００円でございました。５月の１３日の市では
７，５００円に下がっております。ヒノキのほうの平均木材価格ですが、１立米当たりで
ございますが、４月の８日の市では１万８００円、５月の１３日の市では９，５００円ま
で下落しました。
　ただ、この影響は、コロナウイルス感染症の影響もありますけれども、例年冬期間の素
材生産量が減少することから、オロチの材を確保するため、町内ないし町外からの原木を
購入、確保しておりましたけれども、記録的な暖冬によりまして、安定的に素材生産が進
んだことによりまして、原木が過剰に供給されたという状況になっております。森林組合
では４月２５日から原木の受入れ制限を始めまして、６月１６日までの間、原木の生産調
整を行ったため、多くの原木が米子木材市場に流れまして、市場への原木が過剰に供給さ
れたことに伴い、市場の平均木材価格が一時的に下落したところでございます。林業事業
体では、森林組合の出荷調整や木材市場の下落から、休業する事業体やヒノキや広葉樹の
山に施業に入るなど、原木の調整に取り組んでこられております。現在の状況として、森
林組合の受入れにつきましては、さらに６月末までに出荷制限を延長し、７月から原木の
受入れを予定されております。また市場におきましても、杉の平均木材価格が１立米当た
り８，４００円、ヒノキの平均木材価格が９，９００円まで回復してきております。こう
した中で、収入減少や休業しておられる事業体におきましては、今回の国、県、町の支援
策を活用して乗り越えていただくことを考えております。なお、各種施策の内容につきま
しては、既に町の森林組合主催での説明会を実施していただきまして、そこにも町も商工
会も出向いて説明をしております。そういったことも含めてですが、今後の動向につきま
しては、引き続き注視してまいりたいというふうに思っております。木材価格にしても、
農業にしても、いろいろ価格変動が今生じている状況でございまして、少し長期的な視点
も要るんだろうというふうに思っておるとこです。
　以上、岡本健三議員の御質問に対する答弁とさせていただいておりますが、最初の学校



給食費補助金の拡充の御質問につきましては、教育長のほうから答弁させていただきま
す。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）岡本健三議員の御質問にお答えいたします。
　新型コロナウイルス感染症対策について、学校給食費補助金の拡充についてですが、緊
急事態宣言が発令され、様々な方面で経済的に厳しい状況となり、さらに学校臨時休業に
より保護者の皆様には多大な御負担をおかけすることになりました。このような状況の
中、政府は特別定額給付金や、子育て世帯臨時特例給付金等の給付を行い、経済的な支援
を行い、本町も各家庭に対して経済的支援や感染予防対策等の支援を行っております。教
育委員会では、臨時休業等に伴い、学びを止めないための施策として、家庭における学習
環境整備が優先すべき課題だと考えております。ＩＣＴを活用した学習支援等に積極的に
取り組み、今後も国のＧＩＧＡスクール構想や、地方創生臨時交付金等を積極的に活用
し、学力保障や教育格差を生じさせない取組を行っていきたいと考えております。
　日南町学校給食費補助金の拡充につきましては、今年度より学校給食費補助金を支出す
ることにより、給食費の増額を抑え、保護者の経済的負担の軽減につながっていると考え
ております。今年度学校は、今現在までのところ、実質４日間の臨時休業となっており、
給食がなかったことによる影響は限定的であると捉えております。しかし、今後長期間の
臨時休業となった場合の保護者への影響を鑑み、今後の感染拡大の状況、社会情勢や経済
状況等踏まえ、検討してまいりたいと考えております。
　以上、岡本健三議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。
○議長（山本　芳昭君）再質問がありますか。
　３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）では、簡単に１番から再質問させていただきます。まず、
給食費の件なんですけれども、まず、学習支援が第１に先決ということは、これはおっし
ゃるとおりで、５月の議会でも出てまいりましたけれども、そういったものはどんどんや
っていただきたいと思います。それであと、支援策がほかに各種あるということで、確か
にそれもおっしゃるとおりではあるんですが、確かに国の臨時給付金というのは、子育て
世帯向けにどの世帯も受けられる、各家庭で１万円受けられるということなんですけれど
も、ほかの支援策というのは、大体が御家庭が困窮した場合ですとか、休業で仕事に直接
的な影響が出た場合に対象となるというものが多くて、それで実質４日間の休業というこ
とで、その御家庭への影響というのを金額で、数字ではかるというのは非常に難しいんで
すけれども、やはり今後とも新しい生活様式への協力を求めるという意味でも、保護者の
方に様々な協力を求めるという意味で、町独自の補助があってもよいのではないかと考え
るんですけれども、いかがでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）どういいましょうか、今回のコロナ禍によります影響というの
は、様々なところがあるというふうに思っております。おっしゃられるように、子供を持
つ世帯もそうですし、そうでない世帯にしてもそうですし、あるいは、直接影響を受けと
られる各種事業体もそうだろうというふうに理解をしております。ただ、やっぱり今回の
地方に入る交付金の背景には、もちろん財源的にはあるんですけれども、基本的なスタン
スとして私自身が思っているのは、やっぱり自助・共助・公助の中で乗り切るっていう考
え方を持っております。ですから、そういった意味で、やっぱり事業体の支援にしてもそ
うですけども、なかなか１００％というわけにはならないという部分もあろうかなという
ふうに思っております。できるだけそれに近づく施策っていうのは考えるべきだというこ
とはもちろんそうですけれども、そういったスタンスの中で、今回のコロナに対する、ど
ういいましょうか、乗り切り策っていうところはそういう基本姿勢を持っておりますの
で、今回御提案いただいとります学校給食費の補助金については、確かにその考え方は一
つはあるというふうには認識しておりますけれども、もう少し全体の中で整理するほう
が、私は賢明ではないのかなというふうには思っておりますので、今後の在り方の中で、
やはり社会情勢がどんどん変わる可能性は当然あるというふうに思っておりますので、そ
の中で再検討するという余地はあるというふうに思っておりますが、現時点では、どうい
いましょうか、御負担をおかけするということはもちろんそうですし、これからの新しい
生活様式の中で御負担をかけるというのはあり得るっていうことは認識はしておりますけ
ども、現時点ではそういう整理の仕方をしております。以上です。
○議長（山本　芳昭君）３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）分かりました。全体の中で捉えるということですね。それ
はそれで分かる、もちろん全体の中で捉える必要はあるので、各方面にわたってという意
味で、この７つ質問させていただいてるわけです。その中で何を採用するかどうかってい



うのは、最終的には町執行部と、最終的には議会に予算案が出てきて、そこで決まるわけ
でしょうけれども、で、それで給食費の補助ということで、どうして取り上げてるかとい
うことなんですけれども、その補助の実施状況を踏まえて、これからの給食費の補助をま
た考えるというようなことも最初の御答弁で、教育長の御答弁でございましたけれども、
ちょっと戻って申し訳ないんですけれども、これまでの評価というのか、そういうことは
どういう評価があるのかということをお聞きしたいんですけれども。学校給食費補助金の
ですね。
○議長（山本　芳昭君）もう少し整理して質問していただけませんか。
○議員（３番　岡本　健三君）もう少し整理して。最初の御答弁で、今年度実施している
給食費補助の実施状況を踏まえて検討していきたいという御答弁があったんですけれど
も、それについて、実施状況を踏まえてというのは、やっぱり保護者の方の評価を踏まえ
てということになると思うんですけれども、そういう意味でどんな評価が出てるのかとい
うことをちょっとお聞きしたいんですけれども。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）４月から給食費の補助ということでスタートしております。そ
の観点から申し上げますと、子供たちの給食は実質上、上がっております。保護者の負担
はそのままではありますので、その中で今までできなかった献立ができていたり、地産地
消の食材を入れるというところでの還元ができておりますが、なかなかその辺りは、保護
者に直接食していただく機会がまだございませんので、子供の印象であるとか、教員の捉
え方ぐらいなことの評価でしかありませんので、また、それにつきましては、やはり少し
長期的なスパンの中で献立の状況、それから子供たちの状況、そして保護者の意向等々も
リサーチをする中で、評価に努めたいというふうに思っております。まだこの一、二か月
のことではございますので、まだ早計に評価をするという段階ではないというふうに思っ
ております。
○議長（山本　芳昭君）３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）分かりました。はい、そうしたら、長期的な評価というこ
とでぜひ前向きに検討していただきたいと思います。
　そしたら次、２番に移ります。国保の傷病手当の件ですね。これ、事業主が、今支払う
必要はないと。まあ自分の報酬を決められるからという、そういう御趣旨の御答弁だった
と思うんですけれども、確かにもちろんそうです。事業主というのは給料を、自分の給料
も従業員の方の給料も決めるということになりますが、ただ、事業主がもし病気になって
休めば、その分事業収入は恐らく増えるということはない、減る可能性が高いと思うんで
すけれども、そのときに事業主のお休みを補って働いた従業員の方の給料を減らすことが
できるかというと、なかなかそれは難しいんではないかと思います。ですので、もちろん
形式的には事業主に報酬の決定権はあるんですけれども、実質的には報酬の決定権はあま
り自分が休んだときには特に実質的にはないんではないかというふうに考えますけれど
も、いかがでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）この仕組みにつきまして、制度の仕組みについては国の制度の中
の流れの中で、いわゆる傷病手当あたりが新たに創設されたという流れであります。です
から、要は日南町単独でっていう話の御提案だというふうに思っておりますけど、先ほど
申し上げましたように、やはりコロナの対策っていうのは、ある意味では現時点ではです
けども、一時的な流れの中の政策論っていうふうに思っておりますので、そういったもの
を恒常的につくるっていうことはなかなかやっぱり難しいのではないのかなというふうに
思っておりますので、先ほど言いましたように、事業主が感染したケースっていうところ
は当然あり得る事例だというふうには思っておりますが、それはそれで違う形の中で整理
すべきではないのかなというふうに思っておりまして、おっしゃられる提案の内容が悪い
ということではないんですけども、恒常的な在り方についての条例改正という話になる
と、そこまでは踏み切れないのは現状だというふうに私自身は思っております。
○議長（山本　芳昭君）３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）それは恒常的なっていうのは後半にも関わっ……。むしろ
後半のその他の病気とかけがにというそういう面だと思うんですけれども、その前に、ま
ずコロナに限定したとして、限定しても、今事業主の方は対象になってないんですけれど
も、それはやっぱり、何ていうんですかね、事業主の方が病気になったときに当然支給さ
れるべき傷病手当が出てこないというのはいかがなもんでしょうかということなんですけ
れども。つまり、あ、いいです、お願いします。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）御承知のとおり、傷病手当っていうのは、けが、病気療養のため



の所得保障部分でございます。当然そういう状態になられますと、例えば収入減っていう
のは当然生まれてくる話だろうというふうに思っております。ですから、どういいましょ
うか、病気の部分はあるかもしれませんが、所得保障という観点から申し上げますと、例
えば今、国の持続化給付金であったり、あるいは町で今現在設けている、いわゆる事業減
少額に伴う支援策っていうところが生まれてくるっていうふうに思っておりますので、そ
ういった観点の中で、できればコロナに対する減少っていうところは、どういいましょう
か、そっちの部分の中で整理をさせていただければというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）そうですね、ただ、それは事業主さんが病気しなかった場
合にということで、してる場合としてない場合と両方あるとは思うんですけれども、当然
事業主さんが休めばそれ以上に事業に支障が生じてくるという。休んでないとき以上に生
じてくるということは当然予想できるわけですね。それで、もちろん事業主さんは、御自
分が休んでもできるだけ事業に支障がないようっていうことで、ふだんから用心して準備
をしておくべきだとは私も思うんですけれども、しかしそれでも予想外の病気やけががあ
るわけでして、そういうときのための保険であると。今回のコロナはまさにその予想外の
ケースだと思うんですが、それに対して保険がカバーしてないというのは、ちょっと保険
の在り方として不備があるんじゃないかと思うんですけど、どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）御承知のとおり国のほうで、国の特別調整交付金というところ
で、傷病手当については財源補填ができるっていう形になっておりますので、現時点では
そういう国のほうの考え方が対象外という話になっておりますので、それはそれで動くべ
きかなというふうには思っています。
○議長（山本　芳昭君）３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）ちょっと国のことは重々承知してるんですが、それを超え
てという意味合いでちょっと御検討いただきたかったんですが、はい、まあ、ちょっとそ
こは取りあえずまた今後の課題ということで、次に行きます。
　３番です、上下水道料金の減免ということで、おっしゃることはつまり、先ほどの御答
弁では水量が変わらないと、非常に分かりやすいお話ではあるんですけれども、この、た
だ、私がこの簡易水道ということを申し上げたのは、必ずしも手洗いとかシャワーとかそ
れだけではなくて、そのほかにも、各御家庭で新型コロナで生じた経済的負担の軽減にも
有効ではないかと、それで８０％ですか、下水道が８０％しか普及してないということで
はあるんですけれども、それ言ったら、それで残りの２０％の人たちに対しては、何か別
の下水処理に、下水道使わない限りは何らかの代わりの方法を取っとられる方が多いと思
うので、そういうことに対しての補助を考えてもらえばいいわけであって、それは理由に
ならないと思うんです。例えば、それで経済的負担の増加という意味でちょっと申し上げ
ると、例えば感染防止のために石けんとか除菌剤とかも要りますし、そのために役場の皆
さんもされてますけれども、毎日御自宅を除菌されてたというような方ですとか、コロナ
の影響でお子さんたちとお会いになれなくなってしまって、毎日お子さんが、お子さんっ
てまあ遠くに離れてるお子さんですね、遠くに離れてるお子さんに毎日電話をしていたと
いうような、そういった方もおられるわけですよ。そういうコロナの中で、新しい生活様
式の中での過ごし方というのはそれぞれいろいろあると思うんで、その負担の金額という
のは見積もるのはほぼ不可能だと、これ思います。金額が不可能なときにどうするかとい
うと、だからあとはやるかやらないかっていうようなことになってくるんですけども、上
下水道料金の減免っていうことは、役場のほうで減らすという、取らないというふうに決
めれば住民の方たちの負担っていうのはなしで実行できますし、そんな金額としては大き
くはないですけれども、確実に住民の方たちの経済的負担を減らすことができるというこ
とで、そういう広く薄く経済的負担を取り除くという意味ではいい方法だと私は思うんで
すけれども、いかがですか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）今回の住民の皆さんへの対策、経済対策っていうところの一つの
在り方だというふうに思っておりますけれども、私個人とすれば、行政が行う場合につい
てはやはりこれからの話ですが、やはり第二波に向けての、やっぱりそれこそマスクだと
か、そういったところをやっぱり行政とすれば中心に考えていきたい。併せて、やはり経
済対策としても、先ほど申し上げましたけれども、やっぱり自助で頑張ってもらう部分、
共助で頑張ってもらう部分、公助で頑張らないといけない部分っていうのはやっぱりそれ
ぞれあるんだろうというふうに思っております。その公助というか、の中でこれからは小
さいことの積み重ねも必要だろうというふうには思っておりますが、やはり共助の部分と
併せて、やっぱり住民の皆さんへの公助もこれから違った、商品券だとか、そういった形



の中で整理をさせていただきたいという考え方を持っております。次の部分にも、次には
関わりますけれども、ですから、どういいましょうか、共助の部分と公助の部分もあるん
ですが、公助はあまり細かくするよりは少し大きな流れの中で共助と一緒になって公助を
どういう形にするかっていうことをやっぱり考えたいというふうに思ってますので、決し
て水道料減免することが悪いということではなくて、より公平性にするにはそういった形
をするほうが、より経済的に効果が生まれるんじゃないかなというスタンスで今検討して
おりますので、これからの長期的になればそういうこともあり得るというふうには思って
おりますけども、現時点ではそういう水道料、下水道料についての減免っていうのは考え
ておりませんので、御理解をいただければというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）そうですね、おっしゃることも分かります。確かに、あん
まりちょこちょこと支援策を出したくないということも分かるんですけれども、ただ、上
下水道料金の減免っていうのは、本当に商品券だったら商品券買って使ってっていうよう
な、それで例えば、今出てるのだと半分だけは出してくれるけど、２，０００円以上じゃ
なきゃいけないとか、いろいろ条件があるんですけれども、上下水道料金の場合には本当
に全くそういう条件なしに経済対策ということができるので、ちょっとこれも選択肢の一
つとしては考えておいていただきたいと思うんですけれども、次に行きます。
　４番の、応援金の継続ですね。これもされるということで、基本的には午前中の一般質
問の御返答で応援金を継続されるということでお答えがあったので、それはぜひしていた
だきたいと思います。それで、具体的にどんなふうに続けていこうと考えられてるか教え
てください、ちょっと。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）今、どういいましょうか、最初の段階と今とではやはり少し事業
体の影響の内容なり幅が変わってきております。かつ、またこれからの動きも新たなもの
があったりするということは想定しております。ですから、今、期間についての延長と、
それとやっぱり現在３０万という金額で、上限を３０万ということで設定させてもらって
おりますが、やはり事業体の規模に応じてかなり、例えば減少額という捉え方からいく
と、規模によって全然違ってくるっていうふうに思います。同じ例えば４０％の減少率で
いっても、事業体によっては４００万の方もおられれば、逆に言や１，０００万、
２，０００万の方もおられるっていうふうに思っておりますので、そういった観点で減少
額にも少し目を向けた形での上限額を設定をしていきたいというふうに考えております
し、また、併せて情報収集しながらということは、関係機関と御相談をさせていただきな
がら、その設定は今後決めていきたいというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）ぜひ、きめ細やかな支援をお願いします。
　それと御参考までにお伺いするんですけれども、先ほどおっしゃられたそのプレミアム
割引券の事業ですね。これは先日頂いた資料の段階では真水で２，２５０万円で、持ち出
し分を加えると４，５００万円分の割引券ということになってましたが、これはそのよう
な計画なんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）臨時交付金あたりの額がどうなるかっていうことも財源的には連
動するというふうに思っておりますが、一般的な商品券部分と、それと特に今回の影響が
ある事業体の、いわゆる飲食店向けの皆さんへの商品券っていうふうな、両方が組めたら
いいなというふうな思いで今おりますので、今後町としての経済対策会議の中でその辺は
詰めていきたいというふうに思っております。以上です。
○議長（山本　芳昭君）３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）ぜひ割引券のほうも有効に活用できるような形をお願いし
ます。
　それでは、次の５番、これも午前中の一般質問であったのですが、ちょっとお聞きした
いのは具体的に、こないだの全協でも聞いたんですけれども、避難所の定員、全部は今聞
いても分からないので、例えば私が住んでいる萩原自治会ですね、萩原の指定避難所、こ
れは多里地域振興センターということになっておりますが、こちらには何名くらい収容す
るという、そういう想定をされてるんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）総務課長のほうから回答させていただきたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。避難所の定員についての御質問でございま
す。



　その前段として、各施設の定員について、これまで各種会議の制限あたりが解けた段階
で、いわゆる密をなくす会議の開き方というところでの基準の設定が必要だろうというこ
とで、これにつきましてはいろいろなデータがあるわけですけども、基本的に１人１平米
というところを、いわゆる基準の収容人数の２倍、収容人数を２分の１にするという考え
方の下で１平米という基準を出して、会合あたりについては集める基準としてくださいと
いうことを周知しようと今考えております。その上で今回新たに、いわゆる感染対策をし
た上での避難のする方の収容人員の考え方については、今、国のガイドラインでは１人３
平米という数字が出てきております。そういった形で、それが現実的かどうかも含めて各
施設についてそれを当てはめて、じゃあ何人収容が可能なのかというふうなことを今後詰
めていきたいというふうに考えておりますけども、１つの基準としては３平米という数字
が国からは出ております。
○議長（山本　芳昭君）３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）３平米というのはそれで結構なんですけれども、３平米だ
けではなくて、やっぱり飛沫感染防止という意味では仕切りを入れたりとか、そういった
こともいろいろ必要になってくると思います。それで、特にこの新しい生活様式の実践と
いうことで、これに限ったことではなく、もともと日本の避難所というのは非常に環境が
劣悪だということは御存じのとおり言われてるわけですけれども、ぜひこれを機会にちょ
っと避難所の在り方みたいなものをもう一度考えていただきたいというようなことも考え
ております。すみません。（発言する者あり）ちょっとまた、３平米ということで具体的
な避難計画というのを作成をお願いします。
　それで、６番です、次が。持続化給付金への上乗せということなんですけれども、県で
すとか国とかですが、幾つかの支援策を打ち出しておりまして、例えば県は１事業者当た
り１０万円の新型コロナウイルス克服再スタート応援金ということで、３０％以上の減収
があれば他の給付金、補助金との併用も可能ということで、こういう補助金が例えば出て
ます。また国は家賃の補助をするというそういう制度をつくっておりまして、いろいろな
制度出てきているんですけれども、実際、たくさんそういう補助制度があって、それで午
前中の御答弁では今のところ廃業の心配はないというような御答弁だったと思うんですけ
れども、日南町の方たち、私もお話を聞いて、本当に我慢強くて責任感も強いという感じ
がします。まずは御自分で何とかしようということをおっしゃる方が非常に多いというの
は私も感じてるので、何かお話を聞いてると、じゃあ大丈夫なのかなという感じがしてし
まうんですけれども、やっぱり１つのお店、１つの事業者でも廃業してしまうと日南町に
は計り知れない損失があるということがあると思います。そういう意味で、特に金額の大
きな損失を被っておられる方に対して、この持続化給付金の上乗せというのを本当に考え
なくてもいいのかどうかということをちょっともう一度確認したいんですけれども。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）基本的には事業体の皆さんについては、商工会を窓口としていろ
んな相談的なところを担っていただいておりまして、商工会としても独自のチラシを作ら
れていろんな相談事についてはお伺いしますよというところを、会員の方が中心になると
いうふうに思っておりますが、チラシを作られて配布されております。その中で、やはり
いろんな直接的な国の、例えば交付金、持続化給付金あたりもそうですし、なかなか手続
が難しいって話だって現実問題ありまして、そういったことも含めて相談役となって支援
をされております。その中で、やはりおっしゃられるように事業体によっては減少率と減
少額を併せて確認されておられるというふうに思っております。それが全員相談来ておら
れるかっていうことは現時点ではないというふうに思っておりますが、これから少しずつ
さらに増えていくんだろうというふうには思っています。その中で、やはりどう判断する
かというところであろうかなと思いますが、やはりまずは５０パー以下の皆さんっていう
のがやっぱり多くおられる、５０パー以上の皆さんもおられると思いますが、それ以下の
皆さんもたくさんおられるっていうふうに思ってます。そういった声をこれからも引き続
き商工会あたりを中心に、商工会だけではありませんけど、やはり情報収集に努めていき
たいというふうに思ってまして、おっしゃられるような状況が必要であればまた考えては
いきたいというふうには思ってますし、国の今回の２次補正の中でいろんなものが出てき
ておりますので、トータル的なやっぱり判断っていうのがこれからは必要になってくるん
ではないのかなというふうに思ってますので、その中でまた整理をさせていただきたいと
いうふうに思っています。
○議長（山本　芳昭君）３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）ぜひ必要に応じて考えて整備をしていただきたいと思いま
す。
　それでは、最後の７番の雇用調整助成金の上乗せということです。先ほど町長から御説



明、御答弁でありました、最初の御答弁で。これ、それで６月末まで受入れ停止をして７
月からということなんですけれども、実際にそのくらいの余裕が、森林組合の現在の材木
置場ですね、あそこに余裕があるのかということと、あと、それから、もう一つの現状と
して、山陰丸和さんのチップの受入れ状況というのを教えていただきたいんですけれど
も。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）今説明しましたけども、森林組合と木材生産事業協同組合という
ことの両方の協議の中で、本来は６月の中旬から開始する予定でしたけれども、７月１日
からに延長になっており、そういう動きがあっております。その中で、丸太の受入れ制限
をしておられるわけですけど、在庫の量のお話ですけども、３月末で１万３，５００立米
の在庫数量があったものが、４月には生産調整の関係とオロチあたりの需要ということで
１万１，０００立米まで下がっております。６月の１２日現在では７，８００立米となっ
ておりまして、少しずつ減少してきてる状況であります。ただ、在庫の適正目標というの
が６，０００立米という形で整理されておりますので、そこまでは少し下げていただくと
いうことの中で、６月いっぱいまでは生産調整をお願いをしたいという流れが現時点であ
るようであります。以上でございます。
　すみません、山陰丸和林業の御質問に対する数量確認はしておりませんので、必要であ
れば後からの報告に代えさせていただきたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）分かりました。６，０００立米が目標ということで、あと
１，８００立米減らす。大体オロチが今、三千二、三百を使ってるということなんで、結
構微妙なところかなとは思うんですけれども、何とかたくさん使ってもらって７月には受
入れしてもらいたいと思います。それで、山陰丸和さんのチップの受入れ状況、確認のた
めにちょっと聞いたんですけど、私が聞いた限りでは５月の受入れ量が３，５００トンだ
というふうにお聞きしています。これ、昨年が約１，５００トンだったんですけれども、
２，０００トン増えていまして、しかもこれは５月後半、グリーンシャインさんが休業し
た状態でこれだけチップが増えているという状態です。それと、あと、最新の６月１０日
の市況というのは、確かにおっしゃってるとおり、杉の話ですけれども、ちょっとヒノキ
は今置いといて杉の話ですけれども、値を立米８，４００円というふうに戻してるんです
けれども、出荷数量はこのとき８５０立米です。非常に少ないです。前々回、５月２７日
には１，７００立米が出荷されておりまして、そのときには立米当たり７，７００円とい
う、かなり低い値をつけております。７月から森林組合が通常の受入れを始めたとして、
チップに行っている分が、例えば森林組合さんに受け入れられたとしても、今８５０立米
の出荷数量っていうのがそのままに抑えるということはやっぱり普通の状態では厳しいと
思うんですが、やっぱり７月以降も厳しい市況が続いてチップ生産に業者さんは頼らなき
ゃいけないということがこのままだと出てくるんじゃないかと思うんですけれども、その
辺いかがでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）御承知のとおり、５月あたりはまだ、どういいましょうか、事業
体のほうが切って山に置いといたり、置いとく言やおかしいですけど、土場として在庫的
なところもあったというふうに思っていまして、それが一気に森林組合の受入れがなくな
ったために米子市場のほうに流れていって量が増えてきた。それによって価格低下がして
きた。場合によっては、そこの段階でやっぱりＣ材、Ｄ材あたりもチップに回っていった
という経過も一部はあるというふうに思ってます。その後の森林組合の受入れが６月の中
旬までとか、最初の頃はそういう想定だったですが、先ほどは６月末までって話に報告さ
せていただきましたが、ですからその間、企業体で休むところもあったり、あるいは休ま
ないけど広葉樹に伐採のほうに入るとか、事業体によっていろいろ選択肢がされてるって
いうふうに聞いております。ですから、大きな企業体は２つほどは今一時的には休みをさ
れたっていうお話もお聞きしてたり、個人事業主あたりも少しは休みのところもあるとい
う話は、情報的にはお伺いしてるところであります。ですから、丸和さんのほうにたくさ
ん材が流れてるっていうのは、やはりある意味では針葉樹を切ることができないので、広
葉樹のほうに回って丸和さんのほうに流れてるっていうところでの量が増えてきてるって
いうのはそうだというふうに思っています。ただ、今後の話の中で申し上げますと、なか
なか明確なことが言いにくいのかなというふうに思っておりますが、一定の数量の中で在
庫を持つという形がクリアできるのであれば、それなりの動きがまた返ってくることを期
待はしたいというふうに思っておりますが、ただ価格がどうかっていう話になると、いわ
ゆる町内だけの動きで、話ではないので、その辺はちょっとまだ見通しはつきにくいのか
なというふうに思いますが、いずれにしても今後注視はしていきたいというふうに思って



ますし、森林組合等の情報交換も絶え間なく進めていきたいというふうに思っておりま
す。
○議長（山本　芳昭君）３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）おっしゃるとおりだと思うんですけれども、それで、付け
加えるとすれば、チップをたくさん出されてるという、それは別にそれが悪いというわけ
ではないんですけれども、ただ、やっぱり収入としては相当に落ちる。人から聞いた話で
すが半額ぐらいに、場合によっては落ちるというような話も聞いてますので、やっぱり業
者さんとしてはやむを得ない対応という、あくまでも、やむを得ない対応。本当はやっぱ
り丸太として出したいという、丸太として出さないと、多分この状態がずっと続けば当然
経営にも相当響いてくると思うんですけれども、そこで一つ、ここからがあれなんですけ
ど、雇用調整助成金のお話なんですけれども、検討していただきたいのが、やっぱり雇用
調整助成金なんです。これ、あまり評判がよくない助成金で、全国では相談件数が４４万
５，０００件で、申請がたったの３分の１以下の１２万９，０００件、支給７万件という
ことで、ちょっと使いづらいというふうには言われてるんですけれども、ただ、条件とし
て雇用調整助成金の場合には、ほかの助成金と違って休業する前の月の売上げですとか、
いわゆる生産指標というふうに言ってますけれども、この減少が５％あれば受けられると
いうことで、ほかの助成金に比べると随分条件が緩いですね。それと、比較の対象も昨年
同月だけではなくて、一昨年の同月を取ることもできるということで、そういう意味で持
続化給付金ですとか、あるいは町の応援金よりも場合によっては受けやすい助成金だとい
うことです。ですんで、この雇用調整助成金の利用を前提として、少なくとも従業員さん
の給料は払えるよということで休んでもらうということができればいいんじゃないかなと
いうのが一つの考えで、ただ、そのためには特に小規模の事業者さんたちとか、やっぱり
申請の手間が、さっきも申し上げたとおり、相談はしたけど申請はできないっていうよう
な方がたくさんいらっしゃるので、申請をすること自体が非常に大変だと思うので、その
部分の手間を補うためにもちょっと雇用調整助成金に上乗せして支給するというようなこ
とを町独自に考えていただきたいという趣旨なんですけども、いかがでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）御案内のように雇用調整助成金については、解雇をしない企業の
皆さんには１００％、４月１日から遡及して９月いっぱいというのが現状の制度でありま
すし、また今回２次補正の中で日額の上限を１万５，０００円にされたという状況下にあ
りますので、うまく利用していくっていうことは重要ではないかなというふうに思ってま
す。ただ、手続上のことでいろんな不明点だとか、受付のほうがハローワークのほうだと
いうふうに、この助成金については思ってますので、商工会の皆さんも含めてですが、そ
れが該当になる方であればそれはお手伝いするような形の中で、求めるものが求められる
ように努力はしていきたいというふうに思いますし、商工会のほうも１人職員を雇ってお
られますので、今回のコロナ対策全体の中で、そういったところの支援は町としてやりた
いというふうに思ってますので、よりスムーズな申請と受給ができるように努力はしてい
きたいというふうに思っておりますが、それによって、状況がどれだけ、状況が分かりま
せんけれども、上限が１万５，０００円となってますので、休みのときには。それ以上必
要かって話だろうというふうに思ってますが、そこはちょっと経過措置を見させていただ
いたり、あるいは今回９月の３０日までが一応の期限の、国の制度の拡充策になってます
ので、その辺の長期的なところが必要であればまた考える余地はあるかなというふうに思
いますが、いずれにしても現時点では国の制度を適用を優先的に考えていただきたいとい
うふうに思ってます。
○議長（山本　芳昭君）３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）もちろん、国の制度が、私が申し上げたのは国の制度あり
きの話でして、これ、それで、１００％というのはちょっと勘違いしてたらあれなんです
けれども、従業員に対して支払った額に対して１００％だと思うんですよね。だから、そ
れに町が上乗せすれば、その上乗せ分は事業主さんに入るという。だから、事業主さんの
事務手続の手数料だとか、そのためにちょっと仕事休まなきゃいけないとかっていう、そ
ういうことをカバーできるという、そういう発想なんですけれども、いかがでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）おっしゃられる内容、理解しました。内容は理解しましたが、た
だそこまでする、する言やおかしいですけど、必要性っていうのは今現時点では考えてお
りません。ただ、応援する体制づくりっていうのはやっぱりしっかりしていきたいという
ふうに思ってますので、できるだけ申請がスムーズにいけれるようにとか、そういったお
手伝いっていうか、支援策は引き続きやっていきたいというふうに思ってます。
○議長（山本　芳昭君）３番、岡本健三議員。



○議員（３番　岡本　健三君）ぜひ、特に雇用調整助成金、難しい助成金で、確かに商工
会さん、直接の責任の窓口とは指定されてないんですけれども、お一人雇われたというこ
とで、この利用もぜひ積極的に情報提供してやっていっていただければと思います。
　では、私の質問、これで終わります。
○議長（山本　芳昭君）岡本健三議員の一般質問を終わります。
　　　　───────────────────────────────
○議長（山本　芳昭君）ここで暫時休憩といたします。再開を４時２０分からといたしま
す。
　　　　　　　　　　　　　　午後４時０９分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午後４時２０分再開
○議長（山本　芳昭君）休憩前に引き続き会議を再開します。
　タブレット８ページから９ページ。
　４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）今日、最後の質問者となりました。今回、私は住宅施策と
義務教育の在り方について質問いたしたいと思います。
　まず、住宅施策についてですが、道の駅に隣接する世帯用賃貸住宅は既に全て入居済み
になってるというようなお話を聞いたことがございます。そして、ＵＩターン事業を進め
る上で住宅の確保は重要な課題であると思っています。新たな建設計画について伺いま
す。
　次に、有料老人ホーム日南つくほの入居状態と、今後見込まれる高齢者住宅の必要性に
ついて伺います。
　また、移住を希望される方の中には、田舎の空き家に住みたいと思う方もおられると思
います。空き家の活用を進めるために、町で改修をして提供する方法もあります。どのよ
うな対策を考えておられるのか伺います。
　２番目に、義務教育の在り方について伺います。まず、日南町教育振興基本計画で掲げ
られている令和４年導入予定のコミュニティ・スクールによってもたらされる効果につい
て伺います。
　次に、平成３１年に実施された全国学力・学習状況調査の結果を受けてどのような分析
をされ、対策を講じられたのかを伺います。
　以上、質問ですが、同僚議員の質問と重複する内容もありますので、答弁のほうもよろ
しくお願いいたします。
○議長（山本　芳昭君）執行部の答弁を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）荒木博議員の御質問にお答えします。
　まず、住宅施策につきましての新たな世帯用賃貸住宅の建設計画という御質問でござい
ます。現在、道の駅に隣接します世帯用賃貸住宅をはじめ、中心地域に点在する住宅につ
いてはほぼ活用されており、不足しているのではないかという声も聞くところでありま
す。新たな住宅建設は必要であると強く感じております。しかしながら、町が所有する土
地だけでは十分な議論を行うには厳しく、民間による協力も得なければいけないというふ
うに感じております。既存の公営住宅をはじめ、空き家の登録物件も重要な資源でありま
す。ただ、それだけでは十分な供給はできてないというふうに思っておりまして、今後も
多様なニーズに沿った住宅施策、住宅整備を進めていきたいというふうに思っておりま
す。よりよい施策としていくためにも、議員の皆さんをはじめ、町民の皆さんからの御意
見もいただきたいというふうなスケジュールの中で思うところでございます。
　次に、今後の高齢者住宅の必要性についてでございます。現在、有料老人ホームつくほ
がスタートしておりますが、昨年１２月に開設されて最も多いときは８人の方が利用され
ております。入院や他の施設への入所などもありまして、６月１０日現在では定員９名に
対して５人の方が入居されておられます。また、高齢者の賃貸住宅なごみの里もあります
が、同じく６月１０日現在でございますが、１０戸中８戸の入居があります。町内にはサ
ービスつきの高齢者住宅はございませんが、町外への施設へ入居される方も毎年数名あ
り、ニーズがあるというふうに伺っております。
　高齢者の住まいにつきましては、昨年度、日南町介護予防・生活支援体制整備推進協議
会におきまして協議を重ねていただいておりまして、かすみ荘を新築し冬期のみの入所も
考慮したサービスつき高齢者住宅の新築が望ましいとの意見をいただいております。ま
た、同じく、昨年実施しました高齢者のニーズの調査でございますが、町内６５歳以上の
対象者に、１，９２６名ですが、うち１，４００人からの回答がありました。その中の住
まいに関する設問で、今後３年以内に利用したい施設はという問いに対しまして、有料老



人ホーム３３人、高齢者賃貸住宅が２９人という回答を得ております。また、要介護状態
になったとき生活を送りたい場所ということにつきましては、自宅が５０．２％、老健や
特養などの施設が１２．４％、有料老人ホームやサービスつき高齢者住宅が４．５％、不
明が３２．４％となっております。これらの結果を踏まえまして、今後見込まれる高齢者
住宅の必要性につきましては、利用者の状態と見守りの体制、サービスの内容、所得段階
に応じた入居費の設定、施設の魅力度アップ、また日南町特有の形態でもあります冬期間
のみの施設利用、人口動態などを考慮する必要があるというふうに思っております。住民
のニーズを分析した上で、既存の施設であります日南病院の療養病棟、あるいはあかねの
郷の利用形態、かすみ荘の利用方法などを総合的に検討して、令和２年度中には方針を決
定する予定としております。
　なお、訂正ですが、答弁書の要旨のほうで、令和３年度のという記載をしております。
できるだけ早めにその方針も決定をしていきたいというふうに思っております。その前提
として、今現在、日南病院が行っておりますコンサルの中で、日南病院の療養病棟の位置
づけ等を前提とした形の中でそういったことも踏まえながら、できるだけ早めに方針だけ
は決定をしていきたいという思いでおりますので、訂正方もお願い申し上げたいというふ
うに思います。
　次に、空き家の活用するために町で改修し提供してはという御質問です。空き家の改修
には、そのケースにもよりますが、多額の経費もかかります。その上で、都市部などから
移住してこられる場合は、引っ越し費用、あるいは様々なものが出費がかさんでまいると
いうふうに思っております。御質問のありますように、町が改修して提供していくってい
うことは一つの有効手段であるというふうに考えておりますが、現時点では町から利用者
へ譲渡するのか貸し出すのか売り渡すのかなど、個人財産に関する公的支援の在り方につ
いて議論が必要であるというふうに思っております。また、これまで本町に住み続けられ
ている皆さんの均衡をどう整理するかというようなことも踏まえて、いろいろな議論をし
ていく必要があるというふうに思います。しかしながら、今年度から始めております空き
家等活用リノベーション創生支援事業というものを新設し、事業とセットで空き家活用に
取り組む動きも進めているところでございます。空き家の活用策として、町が改修して行
うことについては検討は進めていきたいというふうに思っております。
　以上、荒木博議員の御質問に対する答弁とさせていただきますが、２つ目の項目の義務
教育の在り方についての御質問につきましては、教育長のほうから答弁をいたします。以
上です。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）荒木博議員の御質問にお答えをいたします。
　本日の質問内容にもかなり重なるところがございますので、少し簡潔に御説明をさせて
いただきます。
　まず、義務教育の在り方についてですが、１つ目、コミュニティ・スクールがもたらす
効果という点への御質問です。現在、学校現場は複雑化、多様化している様々な問題を抱
えており、それらの解決に社会総がかりで取り組んでいくということが重要であると考え
ています。コミュニティ・スクールの制度を活用して、学校、家庭、地域が連携し、学校
改革、ひいてはまちづくりにつながっていくよう考えています。コミュニティ・スクール
がもたらす効果につきましては、学校教育に対する大人の参画の仕方が変わるという点に
あると考えています。その中で、１つ目には、子供と触れ合う大人の増加。２つ目に、人
と人との関わりやつながりが深まる。３つ目に、子供を取り巻く課題を解決しようとする
アイデアが生まれ、町や人づくりにつながる。これらのことが考えられると思っていま
す。これからの学校は、子供たちの学びの場であるとともに、学校を拠点とした地域コミ
ュニティーを生成する場となることも期待をされております。保護者、地域住民が学校運
営や教育活動への参画をすることで大人の自己有用感や生きがいにつながったり、子供た
ちの学びや体験活動が充実していくというふうに考えられ、コミュニティ・スクールの可
能性は大変意義が大きいと考えています。地域ぐるみで日南の子供たちを育てることで、
日南町に愛着や誇りが持てる子供たちの育成につながると考えています。
　２つ目に、平成３１年度全国学力・学習状況の結果を受けての対策についてでございま
すが、平成３１年度全国学力・学習状況調査におきましては、まず中学校国語で全国平均
を上回りましたが、数学や英語につきましては全国の平均を下回る結果でありました。ま
た、小学校におきましては、算数においては前年度の改善傾向が見られますが、国語では
全国平均をかなり下回っております。小学校から中学校へと学力や生活状況は良好なもの
につながっておりますが、学力向上策が大きな課題であります。その中で対策としまし
て、各学年の学力の定着を図り、家庭と共有するために標準学力調査を使っております
し、また英語の力をつけるための英検の受検料の補助等により明確な目標を持ってチャレ



ンジをする、そういった機会となっております。依然として家庭におけるメディアに触れ
る時間の長さ、家庭学習習慣の定着には課題があり、新型コロナウイルス対策でＩＣＴ活
用による家庭学習環境づくりに力を入れてきましたが、端末機器の活用を学びにシフトし
ていくということは、学校での指導と併せ家庭の協力も必要となります。これからの学習
の在り方を改善していく上でも、ＩＣＴ活用教育の充実等、個々の子供たちに応じた学力
の身につけさせ方を確実に取り組んでいく、そういった取組が充実させていきたいという
ふうに思っています。
　様々な面で子供たちの学力向上に取り組んではおりますが、課題も多い状況でありま
す。今後も家庭や地域、学校それぞれが連携をし、取組をさらに進めてまいりたいと考え
ています。以上、荒木博議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。
○議長（山本　芳昭君）再質問がありますか。
　４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）では、順番に質問させていただきます。
　まず、１番目の住宅施策についての道の駅隣接の世帯用賃貸住宅、今、町長もおっしゃ
られたように、実際に入ってないかもしれないけど、契約としては満室だというふうに伺
っております。それで、ということになれば、やはり次に新しいニーズはあるわけですか
ら、今民間の利子補給という形で実際にしているわけですが、逆にその必要があればやは
りこれも続けていかなきゃいけないわけですので、今度建てるとしたら、どっちかいうと
中心地のほうがいいと思うんですが、以前は消防署の後ろというような計画もありまし
た。実際にするとしたら建設用地というのはどこになるとお考えですか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）世帯用の賃貸住宅も含めてですが、御承知のとおり、今日午前中
にもお話ししましたが、生山の分譲地もあと１戸という形になりましたし、それと町内
の、どういうんでしょうか、新しく入っていただく環境っていいますと、例えば行政の役
場の職員にしても、ほとんどが最近は町外の方から町内の出身者の方がほとんどです。病
院の職員にしても今回この春はそういう傾向であります。多分、今後もそういう傾向は続
くんだろうというふうに思います。また併せて、林業アカデミーの、どういいましょう
か、町内の仕事場に就かれる方はこの春は５人でしたけれども、来年度以降も含めて、や
はりあるというふうに思ってますし、また１年間や２年間、アカデミーもそうですし、農
業のほうの研修生制度もそうですが、これからまだ拡大をしていきたいというふうに思っ
ています。そういった意味で、これから住まいを求められる皆さんは多くなるっていうふ
うに思っておりますので、現在のいろんな住まいを集合しながら考えても、不足っていう
ところはそうではないのかなというふうに思っています。ですから、そういった意味で、
これからある程度住まいに対する投資をしていきたいというふうに思っておりまして、そ
ういう意味で、どこにっていう御質問ですけれども、どういいましょうか、中心地域あた
りの中でまた再度提案をさせていただきたいというふうに思っておりますが、基本的には
おっしゃられるように中心地域の中で一つはつくっていきたいというふうに思っておりま
すし、またアカデミーの、１年ですけども、定員が１０名でありますので、それが今何と
か担保できてるっていう状況にはありますけれども、より堅実的な住まいを提供していく
ためには、新しいものをというものを検討していきたいというふうに前向きに思っており
ますので、その時点でまた御提案、御協議をさせていただければというふうに思ってま
す。以上です。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）今、まだはっきりはお答えできないということでありまし
ょうが、以前から言われてる女性が安心して住めるような住宅。それから、シングルマザ
ーさんが来られたときに住めるような住宅という構想があったというふうに思っておりま
す。やはり女性でも安心して住めるような、ちょっと表現悪いですけど、以前、これは教
員住宅に女性が住むときにちょっと何かそのような話が出たことがあります。やはり中心
地の中に住宅を建てるべきだというふうに思っております。
　次に、答弁書の中で高齢者の住宅についてかなり書いてありますが、この中でニーズが
かなりあるというふうに答弁書のほうに書いてあります。これを踏まえると、これももう
喫緊の課題であるというふうに、人口は減少してはいますが、一人暮らしの高齢者という
のは逆に増えてるというふうに私は思っておりますので、このホーム、有料老人ホームに
してもつくる場所ですよね。これを、先ほどのように今すぐには答えが出ないかもしれま
せんが、これもやはり中心地につくるべきだというふうに思っておりますし、今現在稼働
している有料老人ホームつくほさんですが、前の説明のときに定員９で採算に合うのが７
人以上というお話を聞いております。実際に現在５人であるということならば、ずっと今
の状態だと赤字が続いているということになりますよね。これに対して町のほうでは何か



助成なり助言なりしておられますか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）基本的に入れ替わりがある関係がありまして５人という状況だろ
うというふうに思ってますが、現時点ではそういったものは検討はしておりませんが、た
だ、今後の施策も含めてですが、やはり、どういいましょうか、多少誘導的な意味合いに
なるかもしれません。というのが、やはりこれから気象状況あたりを鑑みると、どういい
ましょうか、もちろん全員ではないし、現在のお住まいのところの環境にもよるというふ
うに思っておりますが、やはり異常気象的なところ、あるいはこれから豪雪のことも含め
ていきますと、今年は暖冬だったですけれども、やはり定期的にはやっぱり雪は降るって
いうふうに思ってます。そうすると、やはり住まいの住み替えっていうところを提供する
っていうことは大事なことではないのかなというふうな思いも個人的には持っておりまし
て、そういった意味で、今現在つくほさんの有料老人ホームがありますけども、新しくサ
高住にするのか有料老人ホームにするのかっていうところは、同じような形態ではありま
すが、若干施設面積が違うとかという違いはあるんでしょうけれども、やっぱりある程度
は必要ではないのかなというふうに思っておりますので、その戸数あたりと場所につきま
しては、かすみ荘を新築するっていう、新築するのか大規模改修するのかっていうことの
判断はこれからありだろうというふうに思っておりますが、そういう検討の方向での方針
は現時点で思っておりますが、あとは戸数的なところは、やはり病院あたりの療養型の数
値との兼ね合いもあるんだろうっていうふうに思ってますので、その段階での戸数あたり
は整理をしていきたいというふうに思っておりますが、現時点では新しい高齢者向けの住
宅については、かすみ荘の位置づけっていうのが一番いいのかなというふうにと思ってお
ります。ただ、中心地っていうことではなくて、あくまでもパセオとか、そういう買物が
できる場所に位置づけになるので、それに現時点では町有地も含めて最適な場所ではない
のかなということが念頭に思っております。そういったところがこれからの生活をしてい
ただくための位置づけになるんではないのかなということの方針を今は持っております。
以上です。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）ただいま、かすみ荘のことが出ましたが、今ショートステ
イで使っていますし、ショートステイほかにも、またひだまりの家があり、あかねの郷が
あるわけですが、ショートステイだけでなしにかすみ荘を改修ないし新築をして、老人ホ
ームないしサ高住にするというふうに考えてよろしいですか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）現在が機能がやはり冬期だけというパターンの部分もありますの
で、それはそれなりの幾ばくかは私は今後も必要だろうというふうに思ってます。ですか
ら、２つの用途のものを引き続きつくっていくっていう話になるというふうに思ってま
す。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）まだ、じゃあかすみ荘を解体するのか新築をする、まだ決
まってないわけですよね。それで、実際にかすみ荘は結構入っておられると思いますし、
ひだまりの家もありますし、あかねもありますし、冬期間の使用の状況というのは、まず
教えていただけますか。
○議長（山本　芳昭君）荒木委員、かすみ荘には入居がないと思いますけれど。
○議員（４番　荒木　　博君）かすみ荘ですよ。
○議長（山本　芳昭君）はい。
○議員（４番　荒木　　博君）冬期間のショートステイがありませんか。
○議長（山本　芳昭君）冬期間はありますけど。（発言する者あり）
○議員（４番　荒木　　博君）え、やめてますか。今年、入居者がおられたように思いま
したが。（発言する者あり）
○議長（山本　芳昭君）ちょっと今の議論を整理したいと思いますが。ちょっと、町長、
答えていただけますか。かすみ荘の今の利用状況について。（発言する者あり）
　中村町長。
○町長（中村　英明君）かすみ荘、現在ですが、冬期入所型のところですよね。それは行
っております。（発言する者あり）ですから、その必要性はこれからもやっぱりあるとい
うふうに思ってますので、大規模改修するのか新築するのかっていうのは今年の冒頭の、
どういいましょうか、福祉保健課との懇談会の中でもどっちが有効かっていうことは指示
しておりますので、その中で、いずれにしてもリニューアル的なところはあるというふう
に思っていただいたほうがいいと思います。（発言する者あり）
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。



○議員（４番　荒木　　博君）先ほど伺ったほかのショートステイの利用状況というのを
教えてください。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）担当課で分かるかな。じゃあ、お願いします。
○議長（山本　芳昭君）渡邊福祉保健課長。
○福祉保健課長（渡邊　輝紀君）ちょっと、ショートステイという捉え方が若干違うかも
しれませんが、ショートステイについては病院のほうでもございますし、それからあかね
の郷でも年間を通じてございます、短期間の利用ということで。ちょっとそちらの人数の
ほうは把握はしておりませんが、冬期入所につきまして、昨年度かすみ荘では１０人の方
が利用されてます。１２月から３月いっぱいまでという方で。入られた時期っていうのは
ちょっとばらばらではございますが、期間中１０人の方が利用されてます。
　それから、ひだまりですが、ちょっと２名というふうに聞いてはおりますが、冬期間の
利用というのが。冬期間でなかなか除雪をしてデイサービスに出れないということが理由
で、冬の間だけ中心地のほうに出られてそういった施設を利用されてるということは聞い
ております。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）次の質問。空き家の、これも何回も回答していただきまし
たが、私のほうは、要するにこちらに移住される方で、中心でなくて例えば大宮に住みた
い、多里に住みたい、福栄に住みたいという方がおられて、それに定住していただけるな
ら、対応するためには空き家を改修して提供するぐらいの事業があってもいいじゃないか
という質問であります。そうしますと、実際には空き家を改修するということなのでかな
り費用はかかるような感じですが、改修のやり方によってはそうでもないわけです。最低
限の、例えば水回りが使えてとか、それから近年は、何ていいますかＤＩＹという、かな
りいろいろテレビでもやってますけども、材料を支給してあげてあとやっていただければ
というような方法もあると思いますが、そのことに関しては町としては少しは前向きに考
えていただけるのでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）改修する空き家の物件の、やはり内容っていうのによってかなり
違いが生まれてくるんだろうというふうに思ってます。ただ、やっぱり空き家の利活用と
いうのは重要な部分だというふうに認識しておりますので、先ほどの前段の住まいのこと
も絡めてですけども、現在の補助金の上限が５０万円という、いきいき条例の中の住宅改
修部分についてというところが現時点ではあります。件数あたりも報告させていただいた
とおりではございますが、ただ実態を見たときに、やはりもう少し上げてもいいのかなと
いう個人的には現時点で思っておりまして、要は改修がしやすい形っていうところが物件
によって全然違うというふうに思っておりますが、かなりのやっぱり改修費が必要な物件
だってたくさんこれから出てくるんだろうなというふうに思ってますので、定住の促進策
としてそういうことは今後検討していければなというふうな思いは持っておるところでご
ざいます。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）これから検討していただきたいというふうに思っておりま
すが、少し前にテレビで不動産屋さんが、これ、全国版でしたけども、ゼロ円の物件と。
要するに家と田んぼとか畑とか山をつけてただであげますよという、全国で何件かあるそ
うです。例えば、日南町でもそういうような物件を紹介するような、ないとは思いますけ
ど、そういう前向きに、例えば定住していただけるなら、本当に改修をして畑もつけて田
んぼも使っていただけるというような施策というのはありませんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）現時点では思っておりませんが、ただ、どういいましょうか、そ
の物件がその人に合うかどうかというか、地理的なことも含めてっていうところが前段に
なるというふうに思うので、ただゼロ円だったらいいよっていう話もあるのかもしれませ
んが、ちょっとその辺はいろんな他の市町村あたりもあらかじめ町が改修したものを提供
するっていう動きは現実問題あってるっていうふうに認識しておりますので、どういうや
り方がいいのかっていうところはちょっと協議、検討させていただければというふうに思
っています。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）もう一つは、生山の定住分譲地ですね。あと１区画になっ
たということであります。そうすると、さらに需要があるようでしたら造成でもしていか
なきゃいけないというふうに考えておりますが、その点についてはどうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。



○町長（中村　英明君）御案内のようにそういう状況に至っておりまして、やっぱり分譲
地っていうのはある程度投資してあるから家が建てられるっていうふうに思ってますの
で、そういった意味での積極的な分譲地も含めての投資はこれから考えたいというふうに
思ってますので、これから皆さん方にも具体的な場所的なところも含めて提案方をさせて
いただければというふうに思っておりますので、そういう住まいづくりの一つとして新た
な事業を進めさせていただくことと考えておりますので、その段階でまた早急な場所見当
をお示ししたいというふうに思ってますので、御協議いただければ幸いと思います。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）先ほどの話の中で、日南病院の療養病棟のお話がちょっと
出てまいりました。今コンサルに経営診断か何かしていただいとるときだと思いますが、
もうこれを老人用の住宅にするとか、そういう計画が少しでもあるわけでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）基本的には現在、療養病棟という形の中の医療療養と介護療養っ
ていう２つの区分で現在は稼働しております。今後どうするかって話を含めてコンサルに
お願いしてるという最中でありまして、ただ方向性とすれば医療療養と、それからもう一
つ、どういう名称だったかな、介護医療院ですか、そういう名称の中でどっちの組み分け
が幾らがあったがいいかっていうところも今コンサルの中でも含めて検討する余地になっ
ておりますので、どういうか、いずれにしても住まいになるんかな、一時的な住まいとい
うイメージになるというふうに思っておりますので、そういう施設はいずれにしても変更
していかないといけんっていうことになっておりますので、それが５年先には現時点での
療養型っていうところの制度がなくなりますので、方向性とすれば今年度中に方針とすれ
ば出していきたいというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）そうしますと、次に参りたいと思います。
　義務教育の在り方についての中で、４年後に導入予定のコミュニティ・スクールという
ことで質問させていただきましたけども、２回ほど勉強会といいますか、出させていただ
きまして、その中で頂いた資料の中で、要するに学校運営協議会制度ということですが、
その中で協議会のメンバーを決めるのが教育委員会となっております。そうすると、教育
長さんが最終的に決定されるというふうに取れますが、それについてはどうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）あくまでも教育委員会というふうになっておりますので、教育
長ではないというふうに私は思っておりますので、協議の中で決定をするというふうに思
っています。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）メンバーになられる方はどういう人を想定しておられます
か。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）いろいろな学校等々の事例の中で、やはりここの協議会委員の
メンバーは非常に重要だということは聞いております。いわゆる充て職であるとか、この
役だからこの人たちというようなことではなく、やはり課題解決に向かって今の学校を変
えていくためにどういう組織が必要なのか、どういう人材が必要なのかということを、先
に役職ありきということではなく、やはり学校の解決の課題に即した形での審議委員さん
というふうに思っていますし、任期がありますので、その方がずっと学校運営協議会の委
員になり続けられるということではなく、例えば２年間とか３年間とか、そこは設置要綱
の中で定められた期間の中での委員さんということになりますので、やはり今の学校の現
状に合わせた形での審議委員さんの選定ということが必要ではないかと思っています。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）学校運営協議会の仕組みの図があるんですが、その中で学
校の運営の基本方針、学校長が決められますね。それについて承認をするということにな
ってるということになると、校長先生がこうしたいと思ってもなかなか自分の思いではな
らないということになりますよね。その辺についてはどう思われますか。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）いきなり学校運営を提示をするということではなくて、やはり
前年度の学校の評価に基づいて次の年度の学校運営の方針が出されます。その中で学校評
価を受けた中で何が課題となって、それをどういうふうに実現をするかという議論の中で
学校の校長が学校運営方針を立てますので、そのことについてコミュニティ・スクールの
運営委員さんが了解をされると。その中で承認をするという行為は、やはりそこについて
納得をしてそのことに一緒に取り組んでいこうということですので、あくまでも学校評価



のいろんな議論の結果の中での学校運営の提示ということでありますので、その辺りやは
り一緒になってそこのところを考えていただく、そしてそこの解決の方策を、校長が考え
てる窓口と周りの委員さんが考えていらっしゃることも取り入れながら新しい学校運営を
していくというような解釈をしております。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）この件について、もう１点。この運営協議会ですが、これ
が教職員の任用に対して意見を述べることができるようなことになっておりますが、どの
程度の意見を述べられるのか。例えばあの先生は駄目だよとか、そういうことはないと思
いますが、例えば地元の先生を優先したほうがいいとか、そういうその程度の意見は当然
通るんじゃないかと思う、ちょっと疑念があるんですが、その辺についてどう思われます
か。
○議長（山本　芳昭君）ただいま５時になりましたが、このまま会議を続けたいと思いま
す。よろしいでしょうか。（「異議なし」と呼ぶ者あり）
　伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）その辺りは非常に誤解のあるところだというふうに思っていま
す。例えば学校の課題の中で、非常に体力の低下が著しいというような結果が出た場合
に、やはり教職員の中でも体育の専門の先生方がやっぱり必要ではないかと、またはそう
いうスポーツを熱心に取り組まれる、そういった配置ということについても教育長にお願
いをするというぐらいな程度で、それぞれの学校の教職員の評価をするということではあ
りませんで、学校課題に即した形で何が今の学校に必要なのかという議論の中で具体的な
提案をされるということで、それがすぐすぐ任用の配置に直結するということではないと
いうふうに捉えておりますので、その辺りの誤解が一番少ないようにしていく必要がある
かなというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）時間が迫ってまいりました。
　もう一つの質問の中で、全国学力・学習状況の結果を受けてという質問をしております
が、その中で少しちょっと気になったのは、学力が平均よりもいいのもありますが総体的
に悪いということで、調査の結果というのは学校以外の、要するに家庭学習等の時間がち
ょっと何割か、３割か４割の生徒が１日に３０分以下というような結果で、多分それが影
響してるんじゃないかという報告がありましたけども、じゃあどうやって３０分を１時間
ぐらいにするかというような、そういう方法については皆さん検討されましたか。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）家庭学習の時間と併せてもう一つ興味深い調査がありまして、
メディアに接触をしている時間との関連で考えたときに、非常に他の市町村の子供たちよ
りはメディアに接触している時間が長く、そして学習の時間が短いというような傾向がご
ざいます。つまり、家に帰っている時間というのはほぼ子供たち同じ時間帯のある中で、
そこに何に時間をかけるかというところに、やはり問題があるんだというふうに思ってい
ます。つまり、メディアに接触する、テレビであったりゲームであったり、そういったと
ころにかける時間をいかに学習の時間につないでいくのか、そこのところが問題であっ
て、長い時間かける時間の一つのＩＣＴ活用の中で、今端末を１人１台というような形で
提供をするということになっておりますが、その中でもやはりゲームだけではなくって学
習に向かう時間に使うであるとか、そこはやはり家庭の中での学習環境を整えていただく
と同時にネットに対する、どういう保護者との連携環境をつくるかというところがセット
になってくるんではないかというふうに思っております。ですから、そこは一緒になって
家庭と学校との取組をやっていく必要があるなというふうに思っています。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）今ＩＣＴ関係、要するにタブレット端末ですか、それがこ
の前出ましたＧＩＧＡスクール構想ですか、ということですが、実際に全国一斉にするわ
けですから、端末がすぐにそろいそうですか。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）多分そろうのは年度末から繰り越される学校もあるというよう
なふうに聞いておりますので、全国一斉そろった学習というか、１人端末がそろうのは来
年度に入ってということになるのではないかと思っています。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）平均よりも低いというのはちょっと気になるんですが、大
体には小学校高学年から中学生、次のステップに、高校の受験があったりするわけですの
で、できるだけ学力向上に向けた授業内容とかＩＣＴ関係ですね、使っていただきたいと
いうふうに思いますので、力を入れていっていただきたいと。いろんな人の意見があると



思いますよ。ですが、私はまず一番は学力向上も必要であるというふうに思っております
ので、地域の人とのコミュニケーションというのも当然大事ですが、学力向上に努めてい
ただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。私の質問は以上です。
○議長（山本　芳昭君）答弁はよろしいですか。
○議員（４番　荒木　　博君）答弁はよろしいです。
○議長（山本　芳昭君）荒木博議員の一般質問を終わります。
　　　　─────────────・───・─────────────
○議長（山本　芳昭君）以上で本日の日程は全て終了しました。
　本日はこれで散会にしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）異議なしと認めます。よって、本日はこれをもって会議を閉じ、
散会とすることに決定しました。
　ついては、６月１７日の本会議は、別に通知をしませんので、定刻までに御参集いただ
きますようお願いします。
　本日はこれで散会します。長時間お疲れさまでした。
　　　　　　　　　　　　　　午後５時０５分散会
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


